
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

１
２
月
定
例
教
育
委
員
会

 

（
議

 
題
）

 

 
 

 
 

 

①
 
佐
世
保
市
通
学
区
域
審
議
会
へ
の
諮
問
事
項
に
つ
い
て
（
学
校
教
育
課
）

 

 ②
 
佐
世
保
市
学
校
教
育
審
議
会
へ
の
諮
問
事
項
に
つ
い
て
（
学
校
教
育
課
）

 

・
・
・
 

・
・
・
 

Ｐ
 
１
～
Ｐ
 
７
 

Ｐ
 
８
～
Ｐ
１
３
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

  
 
 



 

令和６年１２月 定例教育委員会議題  

 

佐世保市通学区域審議会に付議する諮問事項についての件  

上記の件について、次のとおり提案する。  

令和６年１２月２４日提出  

 

                     佐世保市教育委員会教育長 陣内 康昭   

 

 

（提案理由）  

白岳町の一部の地番変更に伴う通学区域の設定について、佐世保市教育委員会の諮問機関である通学区域審議会に諮問

するため提案するものです。  

 

  

（提案内容）  

 別紙の通り、通学区域審議会に付議する諮問事項を決定していただくもの。  

 

議題 1 
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令
和
７
年
１
月
２
３
日
 

 

佐
世
保
市
通
学
区
域
審
議
会
長
 
様

 

佐
世
保
市
教
育
委
員
会

 
 
 

 

 
教
育
長
 
陣
内
 
康
昭
 
 

 

  

佐
世
保
市
通
学
区
域
審
議
会
に
付
議
す
る
諮
問
事
項
に
つ
い
て

 

  

標
記
の
こ
と
に
つ
い
て
、
下
記
事
項
を
諮
問
し
ま
す
の
で
、
審
議
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

 

記
 

 ○
諮
問
事
項

 

「
白
岳
町
１
５
０
０
番
地
台
の
一
部
の
通
学
指
定
小
学
校
の
変
更
に
つ
い
て
」

 

 （
理
由
）

 

 
平
成
２
５
年
１
０
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
２
回
通
学
区
域
審
議
会
に
お
い
て
「
日
宇
町

２
７
０
０
番
地
台
の
一
部
及
び
白
岳
町
１
４
９
０
番
地
台
の
一
部
の
通
学
指
定
校
を
日
宇
小

学
校
か
ら
大
塔
小
学
校
に
変
更
す
る
」
と
答
申
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

 
そ
の
後
、
さ
ら
に
宅
地
が
拡
張
さ
れ
、
新
た
な
地
番
が
で
き
た
こ
と
か
ら
、
今
回
、
新
た

に
上
記
の
場
所
を
大
塔
小
学
校
区
に
変
更
す
る
こ
と
を
諮
問
す
る
も
の
で
す
。
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資料１日宇ヶ丘タウン地番現状図
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資料２日宇ヶ丘タウン全体地図
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資料３日宇ヶ丘タウン（白岳町）拡大地図
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距離 １４００ｍ

時間 約１８分

備考
国道を横断し、日宇ヶ丘団地内を通り、市道を通る。市道は歩道が整備されて
いる。市道での横断も一カ所あるが、信号機があるため安全に横断できる。

資料４
日宇ヶ丘タウンから大塔小学校までの通学経路
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距離 １９００m

時間 約２４分

備考

歩道のある国道沿いを通行する。国道（バイパス）から市道に入る際、横断歩道はある
（信号はない）が、車からの見通しが悪く、また市道から国道に抜ける道でもあり車も
スピードを上げることから危険を伴う可能性がある。また、国道の横断が１カ所（日宇
駅前）がある。

資料５
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令和６年１２月 定例教育委員会議題  

 

第２回学校教育審議会にかかる諮問内容等の件  

上記の件について、次のとおり提案する。  

令和６年１２月２４日提出  

 

                     佐世保市教育委員会教育長 陣内 康昭   

 

（提案理由）  

昨年１０月に改訂された「佐世保市教育大綱」では、全ての子どもたちが将来にわたり持続的にいきいきと生活できるよ

う、ウェルビーイングの向上を目指している。 

多様化、複雑化した課題を抱えている子どもたちを含め、誰一人取り残すことなく、全ての子どもたちに必要とされてい

る資質・能力を育成するため、「学校」の役割について社会的変化を視野に入れつつ、捉え直していく必要があることから、

第２回目となる今回は、「ウェルビーイングを育む学校教育の在り方」について審議していただく内容等について提案する

もの。  

 

 （提案内容）  

 別紙のとおり  

議題２  
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別紙  

第２回学校教育審議会について 

 

１  諮問について  

 （１）経緯  

第１回目では、「『校則等』から考える新しい時代に求められる学校教育の在り方」について諮問を行い、

これからの学校教育について、「エージェンシーと自己肯定感」育成の観点から答申をいただいた。これを受

け、佐世保市立小・中学校及び義務教育学校校則等と今後の学校教育の在り方に関するガイドラインを作成

し、各学校において３つの柱を基軸とした学校教育に取り組んでいる。  

 

（２）諮問内容  

    別紙「諮問書案」のとおり  

 

２  学校教育審議会委員  

  ○学識経験を有する者・・・・・・公立大学代表、私立短期大学代表  

  ○学校教育の関係者・・・・・・・佐世保市小学校長会代表、小学校教諭代表、佐世保市中学校長会代表、  

    中学校教諭代表、  

長崎県立高等学校代表、佐世保特別支援学校代表   

  ○保護者代表・・・・・・・・・・佐世保市ＰＴＡ連合会代表  

  ○教育委員会が必要と認める者・・スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー、医師、幼児教育  

専門家  
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３  審議にかかるスケジュール  

  ○１２月定例教育委員会・・・学校教育審議会にかかる諮問内容等についての審議（ 12 月）  

  ○第１回学校教育審議会・・・委員委嘱・任命、委員長決定、諮問、及び審議  （１月）  

  ○第２回学校教育審議会・・・審議（ 2 月）  

  ○第３回学校教育審議会・・・審議（ 3 月）  

  ○第４回学校教育審議会・・・審議（ 5 月）  

  ○第５回学校教育審議会・・・審議（ 6 月）  

○第６回学校教育審議会・・・審議、及び答申（ 7 月）  

○８月定例教育委員会・・・・答申の報告、協議  
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○ 案
 

 

 

６
教
学
第
 
 
 
 
号
 
 
 

令
和
７
年
１
月

 
 
日
 
 

 佐
世
保
市
学
校
教
育
審
議
会
会
長

 
様
 

佐
世
保
市
教
育
委
員
会

 
 
 

 
 
教
育
長

 
陣
内
 
康
昭
 
 

 

佐
世
保
市
学
校
教
育
審
議
会
に
付
議
す
る
諮
問
事
項
に
つ
い
て
 

  
標
記
の
こ
と
に
つ
い
て
、
下
記
の
事
項
を
諮
問
し
ま
す
の
で
、
審
議
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
 

 

記
 

 ○
諮
問
事
項
 

「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
育
む
学
校
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
 

 （
理
由
）
 

 
 

 
令
和
５
年
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
国
の
第
４
期
教
育
振
興
基
本
計
画
で
は
、
自
己
肯
定
感
や
自
己

実
現
な
ど
個
人
が
獲
得
・
達
成
す
る
能
力
や
状
態
に
基
づ
く
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
（
獲
得
的
要
素
）
と

利
他
性
や
協
働
性
、
社
会
貢
献
意
識
な
ど
人
と
の
つ
な
が
り
・
関
係
性
に
基
づ
く
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

（
協
調
的
要
素
）
を
調
和
的
・
一
体
的
に
教
育
を
通
じ
て
育
む
こ
と
の
重
要
性
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
中
、
本
市
に
お
い
て
は
昨
年
１
０
月
に
「
佐
世
保
市
教
育
大
綱
」
を
改
訂
し
、
一
人
一
人

の
子
ど
も
た
ち
が
将
来
に
わ
た
り
持
続
的
に
い
き
い
き
と
生
活
で
き
る
よ
う
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の

実
現
を
目
指
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。
 

  
 

 
現
在
、
小
中
学
校
に
お
い
て
は
子
ど
も
一
人
一
人
に
応
じ
た
多
様
で
柔
軟
な
教
育
活
動
が
展
開
さ
れ

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
一
方
で
、
適
切
な
学
習
環
境
の
設
定
や
教
師
に
よ
る
適
切
な
指
導
・
支
援
な
ど
、

具
体
的
な
計
画
や
取
組
を
欠
い
た
ま
ま
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
必
要
な
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
こ
と

は
難
し
い
状
況
に
あ
り
、
多
く
の
関
係
者
が
日
々
悩
ん
で
い
る
の
が
実
情
で
あ
り
ま
す
。

 

 

 
 

 
多
様
化
、
複
雑
化
し
た
課
題
を
抱
え
て
い
る
子
ど
も
た
ち
を
含
め
、
誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
な
く
、

全
て
の
子
ど
も
た
ち
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
資
質
・
能
力
を
育
成
し
て
い
く
た
め
、
こ
れ
か
ら
の
学
校

教
育
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
か
。
そ
れ
を
考
え
る
た
め
に
は
、
社
会
的
変
化
を
視
野

に
入
れ
つ
つ
、
教
育
の
姿
を
総
合
的
に
描
き
な
が
ら
、「
学
校
」
の
役
割
に
つ
い
て
も
今
一
度
捉
え
直
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
 

  
 

 
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
育
む
学
校
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
取
り
ま

と
め
る
こ
と
と
し
た
く
、
貴
審
議
会
に
諮
問
す
る
も
の
で
す
。
 

 （
視
点
）
 

 
・
子
ど
も
の
可
能
性
を
信
じ
る
教
育
へ
の
発
想
転
換
 

 
・「

そ
ろ
え
る
教
育
」
か
ら
「
伸
ば
す
教
育
」
へ
の
転
換

 

 
・
多
様
な
背
景
を
も
つ
児
童
生
徒
を
含
め
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
保
障
す
る
、
学
校
の
本
質

的
な
役
割
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佐
世
保
市
学
校
教
育
審
議
会
条
例

 

 
（
趣
旨
）

 

第
１
条

 
こ
の
条
例
は
、
佐
世
保
市
附
属
機
関
設
置
条
例
（
平
成
３
０
年
条
例
第
４
０
号
）

第
２
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
設
置
さ
れ
る
佐
世
保
市
学
校
教
育
審
議
会
（
以
下
「
審
議

会
」
と
い
う
。
）
の
組
織
及
び
運
営
に
つ
い
て
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

 

 
（
所
掌
事
務
）

 

第
２
条

 
審
議
会
は
、
佐
世
保
市
教
育
委
員
会
（
以
下
「
教
育
委
員
会
」
と
い
う
。
）
の
諮

問
に
応
じ
、
教
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
学
校
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て

調
査
審
議
し
、
そ
の
意
見
を
答
申
す
る
。

 

 
⑴

 
学
校
教
育
課
題
に
関
す
る
こ
と
。

 

 
⑵

 
教
育
施
策
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

 

 
⑶

 
そ
の
他
教
育
委
員
会
が
必
要
と
認
め
る
事
項
に
関
す
る
こ
と
。

 

 
（
委
員
）

 

第
３
条

 
審
議
会
は
、
委
員
１
６
人
以
内
を
も
っ
て
組
織
し
、
次
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
か
ら

必
要
の
つ
ど
教
育
委
員
会
が
委
嘱
し
、
又
は
任
命
す
る
。

 

 
⑴

 
学
識
経
験
を
有
す
る
者

 

 
⑵

 
関
係
団
体
の
代
表
者

 

 
⑶

 
学
校
教
育
の
関
係
者

 

 
⑷

 
保
護
者

 

 
⑸

 
地
域
住
民

 

 
⑹

 
そ
の
他
教
育
委
員
会
が
必
要
と
認
め
る
者

 

２
 
委
員
は
、
当
該
諮
問
に
係
る
調
査
審
議
及
び
答
申
が
終
了
し
た
と
き
は
、
解
任
さ
れ
た

も
の
と
す
る
。

 

３
 
委
員
は
、
職
務
上
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
職
を
退
い
た
後
も
、

同
様
と
す
る
。

 

 
（
会
長
及
び
副
会
長
）

 

第
４
条

 
審
議
会
に
会
長
及
び
副
会
長
１
人
を
置
く
。

 

２
 
会
長
及
び
副
会
長
は
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
定
め
る
。

 

３
 
会
長
は
、
会
務
を
総
理
し
、
会
議
の
議
長
と
な
る
。

 

４
 
副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
、
又
は
会
長
が
欠
け
た
と
き

は
、
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。

 

 
（
会
議
）

 

1
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第
５
条

 
審
議
会
の
会
議
は
、
必
要
に
応
じ
て
会
長
が
招
集
す
る
。

 

２
 
審
議
会
は
、
委
員
の
半
数
以
上
が
出
席
し
な
け
れ
ば
会
議
を
開
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

 

３
 
審
議
会
の
議
事
は
、
出
席
し
た
委
員
の
過
半
数
で
決
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は
、
議
長

の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

 

 
（
会
議
の
非
公
開
）

 

第
６
条

 
審
議
会
の
会
議
は
、
非
公
開
と
す
る
。
た
だ
し
、
審
議
会
に
お
い
て
支
障
が
な
い

と
認
め
た
場
合
は
、
公
開
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 
（
意
見
の
聴
取
等
）

 

第
７
条

 
審
議
会
は
、
必
要
に
応
じ
委
員
以
外
の
者
に
、
会
議
へ
の
出
席
を
求
め
、
そ
の
意

見
若
し
く
は
説
明
を
聴
き
、
又
は
資
料
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 
（
庶
務
）

 

第
８
条

 
審
議
会
の
庶
務
は
、
教
育
委
員
会
に
お
い
て
処
理
す
る
。

 

 
（
委
任
）

 

第
９
条

 
こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
必
要
な
事
項
は
、
教
育
委
員
会
が
定
め
る
。

 

 
 

 
附

 
則

 

 
（
施
行
期
日
）

 

１
 
こ
の
条
例
は
、
令
和
５
年
１
０
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

 

 
（
佐
世
保
市
学
校
学
期
制
検
討
委
員
会
条
例
の
廃
止
）

 

２
 
佐
世
保
市
学
校
学
期
制
検
討
委
員
会
条
例
（
平
成
３
０
年
条
例
第
６
４
号
）
は
、
廃
止

す
る
。

 

 
（
佐
世
保
市
附
属
機
関
設
置
条
例
の
一
部
改
正
）

 

３
 
佐
世
保
市
附
属
機
関
設
置
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

 
 

 
別
表
第
１
教
育
委
員
会
の
項
中
「
佐
世
保
市
学
校
学
期
制
検
討
委
員
会
」
を
「
佐
世

保
市
学
校
教
育
審
議
会
」
に
改
め
る
。
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１２月定例教育委員会 

（報 告） 
 

   

① 令和６年１２月定例会一般質問答弁について（教育総務部） 

 

② 佐世保市子ども読書プラン（案）について（社会教育課） 

 

③ 青少年育成研修会の開催について（社会教育課） 

 

 

 

 

・・・ 

 

・・・ 

 

・・・ 

 

 

 

 

Ｐ １～Ｐ３４ 

 

Ｐ３５～Ｐ８３ 

 

Ｐ８４～Ｐ８５ 

 

 

 

 

   

   

   

   

   

 

   



報告事項１ 

 

令和６年１２月定例会一般質問答弁について 
 

（１）柴田 英樹 議員                  Ｐ３～８ 

●スマホ教室の導入について 

高齢者がデジタル社会に適応し、生活の質を向上させるため、市の出前講座に     

「スマホ教室」を新設する必要性を問う 

●学校給食の質向上について 

学校給食の残量調査の実施状況や、食品ロス削減、給食の質向上を目指した具

体的な施策と今後の計画について問う 

 

（２）永安 健次 議員                  Ｐ９～１０ 

 ●文化財等の保全・管理について 

  文化財等（平戸八景ほか）の管理、及び観光資源としての認識について伺います。 

 

（３）田山 藤丸 議員                  Ｐ１１～１５ 

●「ラーケーション」制度導入について 

  学習という意味の「ラーニング」と休暇と言う意味の「バケーション」を掛け合わせ

た「ラーケーション」制度小野導入について、本市の見解を伺います。 

●新しい時代に対応した学校施設の在り方について 

  学校移設の老朽化対策が急がれる中、体育館の空調設置等が新たに求められ

ている一方で学校プールの集約化や水泳指導の民間委託を行う自治体が増加し

ていますが、本市の見解を伺います。 

 

（４）宮田 京子 議員                  Ｐ１６～１９ 

 ●学校図書館の役割と学校司書の活動について 

  〇学校図書館の現状について 

  〇特色ある学校図書館づくり推進について 

  〇児童生徒の居場所づくりとしての活用について 

 

1



 

 

 

 

（５）崎山 信幸 議員                  Ｐ２０ 

 ●市立中学校の給食無償化について 

〇令和 7 年 4 月から市立中学校第 2 学年及び義務教育学校第８学年への無償

化と併せて食物アレルギーや不登校等による長期欠食の生徒、県立・私立学

校に通う義務教育対象生徒等の保護者の経済的な負担軽減を図る給付金支

給の実施確認について 

 

（６）角田 隆一郎 議員                 Ｐ２１～２５ 

●佐世保市の小中学校の学力について 

 〇佐世保市の小中学校の学力の現状について 

 〇佐世保市の小中学校の学力向上への具体策について 

 

（７）大塚 克史 議員                  Ｐ２６～２８ 

●ＧＩＧＡスクール構想の 1人 1台端末について 

 〇「セカンドＧＩＧＡ」に向けた端末の整備・更新と、さらなる利活用の促進について 

 〇「ファーストＧＩＧＡ」の検証について 

 

（８）小野原 茂 議員                  Ｐ２９～３１ 

●発達障害について 

 〇乳幼児期における早期発見・支援の取組について 

 〇就学先の決定について 

 

（９）諸國 麻椰 議員                  Ｐ３２～３４ 

●小中学校における保護者について 

 〇学習費の現状と今後について 
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１２月５日（木）一般質問２番 柴田英樹議員（市政会）   （一括方式）（20 分） 

質    問 答       弁 

１ スマホ教室の導入について 

高齢者がデジタル社会に適応

し、生活の質を向上させるため、

市の出前講座に「スマホ教室」を

新設する必要性を問う。 

（質問の要旨） 

【１回目】 

デジタル社会が進展し便利に

なる一方、高齢者の中にはデジ

タルに不慣れで対応できない方

も多い。一方、本市ではデジタル

化を推進していると理解してい

るが、利用できる人と利用でき

ない人との間にデジタルデバイ

ド（情報格差）が生じているので

はないか。そこで、次の内容につ

いてお尋ねしたい。 

〇デジタルデバイドの現状の認

識や課題をどう捉えているか。

また、デジタルデバイド対策と

して、どのような対策で望んで

いるのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇デジタルに対する壁を取り除

くアプローチの方法として、本

市は何を行っているのか。 

 

 

 

 

 

 

（行政経営改革部長答弁）             

 

柴田議員の質問１項目め、スマホ教室の導入については、他部

局が実施している内容も含みますが、ＤＸ推進に係るご質問です

ので、私から併せてお答えいたします。 

まず、デジタルデバイドの現状と課題についてですが、総務省

が公表している令和６年版情報通信白書によりますと、令和５年

調査におけるスマートフォンの世帯保有率は９０．６％に達して

おり、日本全国でスマートフォンが広く普及していることが分か

ります。 

年齢階層別の個人のインターネット利用率を見ると、７０歳以

上の年齢層では利用率が低下する傾向があり、このことは本市で

も同様であると考えております。 

また、内閣府が令和５年７月に実施した世論調査では、７０歳

以上の高齢者がスマートフォンを利用していない理由としまして

は、「どのように使えばよいかわからないから」という回答が最

も多く５１．６％を占めており、その割合は令和２年の同じ調査

と比較し約１０％増加している状況でございます。 

本市の令和６年１０月１日時点における７０歳以上の推計人口

は、全人口の２６％に相当する約６万人に上りますが、本市にお

いてもスマートフォンをもっと使いたいが使い方がわからない高

齢者の方が増加しているのではないかと想定されます。 

このため、デジタル社会が進展するなか、情報へのアクセスが

制限され、高齢者がデジタルの恩恵を受けられずに生活の質が低

下するリスクが高まることが大きな課題であると考えておりま

す。 

本市のＤＸ戦略においても、高齢者のスマートフォン保有率が

低い状況を受け、ＤＸの推進にあたっては、高齢者が取り残され

ない、ＤＸのメリットを享受しやすい環境を整えることの重要性

を認識しており、デジタルデバイド対策として携帯電話の通信事

業者等と連携しながら、デジタル活用支援に取り組むこととして

おります。 

 

続きまして、デジタルに対する壁を取り除くアプローチの方法

として、本市で行っている取り組みについて、お答えします。 

携帯電話の通信事業者におかれても、スマホ教室を開催されて

いるところでございますが、これらの民間による取り組みに加

え、本市におきましても高齢者を対象としたデジタル支援とし

て、高齢者の生活支援及び生涯学習支援の２つのアプローチから

初心者向けのスマホ教室を開催しております。 
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〇実施していることの成果はど

うか。現状のままで足りている

のか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇スマホ教室を出前講座として

新設し、より高齢者の近くにあ

る町内会活動などを利用して開

催してほしいという要望もある

が、実現可能性について伺いた

い。 

 

 

 

 

まず、高齢者の生活支援では、令和４年度から「生活支援コー

ディネーター」の取り組みの一つとして、地域の高齢者へのサポ

ートを強化し、要望が多い地区においてスマホ教室を実施してい

ます。実績としましては、令和５年度は１４回の開催で１７７人

が受講され、令和６年度は現時点において２回開催し、８４人が

受講されています。 

次に、生涯学習支援では、コミュニティセンターの主催講座に

おいてスマホ教室を実施しています。実績としましては、令和５

年度は１７回の開催で１９０人が受講され、令和６年度は現時点

において１５回開催し、２４１人が受講されています。 

これらの取り組みにより、多くの高齢者がスマートフォンの使

い方を学び、より豊かな生活を送る一助となっているものと考え

ております。 

 

続きまして、スマホ教室の実施による成果について、お答えし

ます。 現在実施しているスマホ教室につきましては、受講者か

らは非常に好評をいただいております。 

生活支援コーディネーターによるスマホ教室では、「使い方が

分からない」、「操作を進める事に不安がある」などの不安に思う

点や質問を伺い、それらを解消できる方法をお伝えする講座を実

施しており、例えば、西肥バスナビや脳トレのアプリの使い方な

ど、日常生活に即した内容を高齢者に寄り添いながらお伝えして

おります。 

また、コミュニティセンターのスマホ教室では、携帯電話の通

信事業者から講師を派遣してもらっており、基本操作の他にもＬ

ＩＮＥの使い方、天気予報や防災情報の収集方法など、実生活で

役立つ幅広い内容も教えていただいており、高齢者の皆様がデジ

タル機器をより安心して利用できるようサポートしております。 

その結果、受講者の皆様から「講師の説明がわかりやすく、非

常に役立った」という声を多くいただいております。 

今後も地域のニーズに応じた柔軟な対応を行い、高齢者を含む

誰もがデジタル機器を安心して利用できる環境づくりに努めてま

いります。 

 

最後に、スマホ教室を市職員が地域へ出向いて行う出前講座と

して実施することについてですが、先ほど述べましたとおり、現

在実施しておりますスマホ教室は、日頃から高齢者の生活支援に

携わりニーズをよく把握されている生活支援コーディネーター

や、専門的なスキルを持つ携帯電話の通信事業者のご協力を得て

開催することで、参加者から高い評価をいただいております。 

 

従いまして、これまでの取り組みを継続しながら、成果向上に

努めてまいりたいと考えております。 
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【再質問】 

〇コミセンまで行くのが遠い市

民もいるので、身近にある町内

会活動等で、スマホ教室を出張

して行うような取り組みができ

ないのか。 

なお、市役所ホームページの使い方や公共施設の予約、電子地

図やオンライン申請の利用など、市が提供するシステムをスマー

トフォンで利用する方法につきましては、出前講座をぜひご利用

いただきたく存じます。これらは市民の皆様の生活に直結し、便

利と安全を提供する重要な情報であり、スマートフォンを通じて

これらのサービスを活用できることは、結果として市民の皆様の

日常生活の向上につながるものと考えております。 

今後もこれらの取り組みを継続するとともに、より高齢者に伝

わるよう効果的な広報にも力をいれることで、多くの方の参加を

促し、デジタルデバイドの是正につながるよう進めてまいりたい

と存じます。 

 

（教育長答弁）             

 

町内会などにおいてスマホ教室が行えるような取り組みができ

ないのか、という再質問についてお答えいたします。 

個別の町内会活動などにおいてスマホ教室を実施されたい場合

は、「生涯学習ボランティア講師派遣事業」をご活用いただきた

く存じます。 

この事業は、様々な知識や経験をお持ちの市民の方に「生涯学

習ボランティア講師」として登録をいただき、町内会のほか、学

校やＰＴＡ、高齢者サロンなどの要請に応じて、学習会や活動に

講師として派遣する事業でございます。 

本派遣事業の実績といたしましては、ヨガやストレッチ体操、

脳トレなど、令和５年度は３４件の派遣で１，４０６人の参加が

あり、令和６年度は現時点において３０件の派遣で１，２３６人

が参加されております。 

本年１０月からは講座メニューの中に「スマホ・タブレット教

室」も追加しており、多くの高齢者の方にご活用いただきたいと

考えているところではございますが、現在のところ活用実績はま

だございません。 

このような生涯学習ボランティア講師派遣事業や、コミュニテ

ィセンター主催講座におきましても、もっと多くの方にご活用い

ただけるよう、講座回数の増加とその周知広報に努めてまいりた

いと考えております。 
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１２月５日（木）一般質問２番 柴田英樹議員（市政会）   （一括方式）（20 分） 

質    問 答       弁 

２ 学校給食の質向上について  

学校給食の残量調査の実施状

況や、食品ロス削減、給食の質

向上を目指した具体的な施策

と今後の計画について問う。 

 

（質問の要旨） 

他自治体において、学校給食

費の無償化により、給食献立の

質が低下する懸念があるとの記

事を見た。本市の学校給食の状

況をどのように評価しているか

確認したい。 

 

1 佐世保市の学校給食では、食

べ残しの量や内容をどのように

調査しているか。また、これまで

に得られた調査結果は、どのよ

うに活用されているか。さらに、

その結果を基に行われた具体的

な改善策や成功事例があれば確

認したい。 

 

 

 

2 佐世保市の学校給食におい

て、食品ロス削減を目的とした

具体的な取り組みがどのように

行われているのか。また、これら

の活動が食育とどのように連携

しているのか、その工夫や成果

についても確認したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（教育長答弁）             

柴田英樹議員の２項目め 「学校給食の質向上について」お答

えいたします。 

まず、学校給食における「残量調査の実施状況」でございます

が、毎日の喫食状況を把握するため、全ての調理場において、給

食の実施後に献立毎の残量を計量し、それぞれの学校ごとの状況

を確認しております。 

また、毎年１０月には「学校給食食べ残し量調査」を実施して

おり、令和５年度の調査報告から、年間一人当たりの食べ残し量

は、小学校で約１.９ｋｇ、中学校で約５.８ｋｇと推定しており

ます。 

平成２５年に環境省が実施した「学校給食から発生する食品ロ

ス等の状況に関する調査」において、年間一人当たりの食べ残し

量は７.１ｋｇと公表されており、本市の学校給食の食べ残し量

は、多くはない状況と考えております。 

しかしながら、令和２年度以降の本市における食べ残し量は、

微増傾向となっており、その要因としては、児童生徒の生活習慣

や各家庭の食環境の変化、食の好み、不登校の増加など、様々な

要因が複雑に関係しているものと捉えて、今後もその動向を注視

していく必要があると考えております。 

食べ残し量調査結果等を活用し、残量が多かった献立の内容を

改善して残量が減少した事例もあり、残量調査を実態把握の一つ

の手段として用いながら、給食の質の向上につなげているところ

です。 

 

次に、「食品ロス削減に対する本市学校給食の取組とその成

果」についてお答えします。 

学校給食は、残量調査などの結果も踏まえた献立作り、提供、

振り返り、見直しのサイクルを常に繰り返しながら検討し、実施

いたしております。 

取組の一例としましては、児童生徒を対象にした給食アンケー

トを実施し、新献立や人気の献立を計画的に取り入れることで給

食への関心を高めながら、食べ残しの減少につながる取り組みを

行っております。 

また、環境部と連携し、急な休校や学級閉鎖等で発注変更が間

に合わず学校に届けられ、余剰となったパンを子ども食堂などの

団体に引き渡し、協力して食品ロスを減らす仕組みを整えており

ます。この取り組みにより、食べ物が無駄になることを防ぐだけ

でなく、地域の子どもたちへの支援にも役立っております。 

 

食育との連携についてもお尋ねがございました。 

6



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 現在、佐世保市では給食の質

を維持・向上させるためにどの

ような取り組みを行っている

か。 

また、現場の調理員や栄養士

が抱える負担を軽減するための

具体策や、地元特産品を取り入

れた献立作りについて確認した

い。 

これらの取り組みがどのよう

な成果を生んでいるのか、また、

さらに解決すべき課題について

も確認したい。 

 

 

 

 

学校においては、学習指導要領や「食に関する全体指導計画」

に基づき、各教科等を通して「食」や「環境」についての学習を

行いながら、学校教育全体で食育に取り組んでいるところです。 

また、毎年１月に実施される全国学校給食週間では、子どもた

ちが給食に関わる方々への感謝の手紙を書いたり、児童生徒の給

食委員会等の活動として、給食集会で食に関する発表を行ったり

することで、感謝の心や食べることの大切さを考える機会を設け

ています。 

そのほか、子どもたち自ら給食の食べ残し量の調査を実施し、

残食量を減らす活動などを積極的に取り組んでいる学校もござい

ます。 

さらに、栄養教諭や学校栄養職員を中心として、毎月の献立表

や配膳表、教室の掲示資料や、給食時間の校内放送などに用いる

食に関する指導資料、保護者に向けて配布する給食だよりや食育

だよりを作成することによって、子どもたちの食育に活用されて

います。 

このような様々な取り組みにより、児童生徒の食への興味関心

が高まり、食や環境についての知識が深まることで、食品ロスの

削減への意識や態度を育むことにもつながっていくと考えており

ます。 

 

次に、「学校給食の質の維持・向上のための対策や取組」につ

いてお答えします。 

本市は『安全で栄養バランスのとれたおいしい給食』の実施に

重点を置き、食に関する指導の「生きた教材」として活用するた

めに学校給食の充実に努めています。 

安全で安心な学校給食を実施するために、文部科学省が示す学

校給食摂取基準や教材としての価値、ここ数年の過去に類を見な

い物価の急激な高騰なども総合的に判断して、必要な給食費を算

出しています。 

さらに、使用する食材は、佐世保市学校給食会等の関係機関と

連携して、物資審査委員会等において、品質や産地など総合的に

判断し決定しています。 

 

また、特産品の活用についてもお尋ねがありましたが、市内産

のなす、きゅうり、れんこんなどの野菜や薩摩芋、江上文旦や味

まるみかんなどの果、小佐々産の煮干し、地元水揚げのシイラな

ど魚介類を使用しています。 

そのほか、世知原茶を使用したマフィンなど地元の特産品を積

極的に取り入れています。 

毎年１１月には、県産品の食材を使用した「まるごと長崎県給

食」を実施しており、県が実施した令和５年度の「地場産物使用

状況調査」によりますと、市内産食材の使用重量割合は５０.

７％、県内産食材で７５.７％の使用実績となっています。 
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地元食材を活用した献立作成にあたっては、「献立年間計画」

を基に、学校給食摂取基準、使用するものの産地や旬、行事食、

食べ応えや味の組み合わせなどに加えて、先ほども申し上げまし

た残量調査などの結果も考慮した原案もとに、学校、保護者、調

理従事者などで構成する学校給食献立会議において決定いたして

おります。 

 

現場の調理員や栄養士が抱える負担軽減の具体策についてお尋

ねがございましたが、調理従事者の負担軽減のためには、安全な

作業環境づくりが重要と考えております。各種マニュアルを作成

し、対応基準を示すことで、作業内容や調理工程等を明確にし

て、安全な作業環境づくりに努めております。 

また、調理に従事する職員の技術向上も重要であることから、

定期的な研修や新献立の調理実習を行い、給食の質の維持・向上

に努めているところです。 

 

本市の学校給食に関する様々な対応をご説明させていただきま

したが、実際に給食を試食された保護者からは、「量は足りるの

かと思ったが十分な量だった」「家では絶対食べないメニューを

しっかり食べている子どもの姿に感動した」「野菜を食べる習慣

をつけさせていただき感謝している」「家庭より薄味で、家庭の

味付けを見直そうと思った」などの貴重なご意見をいただいてお

ります。 

このようなご意見も本市の学校給食に対する評価指標と捉えま

して、今後も学校給食の無償化に関わらず、子どもたちの健全な

成長に重要な役割をもつ学校給食の質の維持と向上に努め、安

全・安心な学校給食の提供に取り組んでまいります。 
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１２月５日（木）一般質問２番 永安健次議員（自民党）   （一括方式）（30 分） 

質    問 答       弁 

４ 文化財等の保全・管理につ

いて 

 文化財等（平戸八景ほか）の管

理、及び観光資源としての認識

について伺います。 

 

（質問の要旨） 

市内には各地に指定文化財が

点在しており、特に屋外にある

平戸八景などの名勝の中には、

樹木が繁茂し文化財自体が目視

しづらくなっているものも見受

けられる。 このような中で、本

市に所在する文化財が適正に保

護及び管理されているのか疑問

に思っている。 

 まず本市における指定文化財

の件数の概要と管理体制等につ

いて確認をしたい。 

 また、平戸八景の観光資源と

しての利用の取り組みについ

て、現在の実情と将来的な展望

を尋ねる。 

 

【１回目】 

①指定文化財（国・県・市）の種

別と市内に所在する件数につい

て、どのような種類があるか、そ

の件数はどのくらいあるのか。 

 

②文化財における保護と管理体

制について 

１）文化財の指定者の違によっ

て、「保護・管理」の基準が違う

のか？ 

２）どのような方法で文化財を

「保護」「管理」しているのか。

（説明板の設置、樹木管理） 

 

 

 

 

（教育長答弁）             

 

永安議員の質問第４項目目、「文化財等の保全・管理につい

て」のうち、文化財（平戸八景ほか）の管理等についてお答えい

たします。 

文化財の種別は「有形文化財」「無形文化財」「民俗文化財」

「記念物」「文化的景観」「伝統的建造物群」の６類型に分類され

ております。 

現在、本市に所在する指定文化財の数は、令和６年１１月末時

点で１６１件あり、そのうち、国指定等は先般、特別史跡に指定

されました福井洞窟を含む２９件、県指定は３２件、市指定は１

００件となっております。 

この国・県・市の指定文化財におきまして、現状変更等を行う

場合は、文化財の指定を行った行政機関から、許可や承認を得な

ければならないという違いがございますが、保護・管理の基準に

差異はございません。 

 

文化財の保護・管理は、それぞれの文化財所有者が適切に行う

ことが前提となっておりますが、本市におきましても教育委員会

による年２回の定期巡視に加えまして、台風や集中豪雨の際に

は、臨時的に所有者や各文化財保存団体とも連絡をとりながら、

文化財の毀損の有無を把握するよう努めております。 

議員ご指摘の平戸八景におきましては、吉井町の「石橋（いし

ばし）」と早岐瀬戸付近の「潮之目（しおのめ）」で被害を確認

し、文化庁や長崎県、有識の専門家の指導、助言を受けながら、

国・県・市の補助金を活用し、所有者により保護措置を実施して

いただいております。 

このように自然災害による文化財の毀損等の喫緊の課題につき

ましては、所有者や関係機関とコミュケーションを図りながら随

時対応しているところです。 

平戸八景における樹木等の管理につきましては、令和９年度を

策定目標としております「平戸八景保存活用計画」におきまし

て、中長期的な「保護」の基本方針や、周辺景観を含めた管理等

を定めてまいりたいと考えております。 

 

また、周知啓発を目的とした指定文化財の説明板につきまして

は、個人所有の美術工芸品等を除く１４４件を対象といたしまし

て、約９０％の設置率となっております。現在、経年劣化による

更新や新たな指定文化財への設置もあわせて進めているところで

す。 

いずれにしましても、平戸八景をはじめ、悠久の時代から現在

まで受け継がれてきた文化財は、本市の宝であり、皆様の心の拠

9



 

 

 

 

 

【再質問】 

③市内に点在する平戸八景の観

光資源としての活用について 

１）現状でどのような取組みを

行っているのか。 

２）文化財の観光活用としての

ブラッシュアップはどのように

考えているのか。（ライトアップ

等） 

 

 

り所となっていると感じております。今後、より一層、文化財所

有者や関係機関と連携を深め、文化財の適切な「保護」と「管

理」を進めることで、多くの方々が見学できる環境を整えて参り

たいと考えております。 

 

（経済部長答弁）    

永安議員の質問第4項目目の再質問の平戸八景の観光活用につ

いてどのような取り組みを行っているのかとのお尋ねについて

は、私からお答えいたします。 

平戸八景は旧佐世保市内の「潮之目（しおのめ）」、「福石山」、

「岩屋宮（いわやぐう）」、「眼鏡岩」、吉井町御橋観音の「石

橋」、小佐々町の「大悲観」、江迎町の「潜龍ヶ滝」と「髙巌（た

かいわ）」の8ヶ所の景勝地から成るもので、平戸藩第十代藩主の

松浦熈（まつら ひろむ）が平戸往還沿いのお気に入りの風景を

選んだことが由来となっています。この観光活用としては、「観

光マイスター」の資格を取得した乗務員が平戸八景の価値や歴史

的背景、ストーリーを紹介するタクシープランを造成し、提供し

ています。 

また、旅行業者との商談において、平戸八景をはじめ文化財全

般を地域学習の素材として提案するほか、眼鏡岩が映画「坂道の

アポロン」にも登場しましたように、映画やドラマのロケ候補地

として紹介し、公開後の観光PRや周遊に繋げるロケツーリズムも

推進しています。 

 

そして、見慣れた景観をライトアップすることで新たな魅力づ

くりに努め、誘客コンテンツを造成しております。 

平戸八景をはじめとするこれらの文化財は、インバウンドや国

内の観光客のみならず、住民にとっても地域の価値と歴史の再発

見を促す重要な観光資源と認識しており、今後もライトアップな

どの仕掛けをしながら魅力を高め、市内外に向けた情報発信と誘

客を進めてまいります。 
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１２月５日（木）一般質問３番 田山藤丸議員（自民党）   （一括方式）（20 分） 

質    問 答       弁 

１ 「ラーケーション」制度導入

について 

 

学習という意味の「ラーニン

グ」と休暇という意味の「バケー

ション」を掛け合わせた「ラーケ

ーション」制度の導入について、

本市の見解を伺います。 

 

（質問の要旨） 

【１回目】 

○「ラーケーション」制度の紹介 

（１）昨年９月、愛知県の名古屋

市を除く公立小中学校、高等学

校、特別支援学校で「ラーケーシ

ョンの日」がスタートした。 

（２）隣接の佐々町でも本年度

より導入される等、全国の自治

体に広がっている。 

 

○「ラーケーション」の取得等に

ついて 

（１）学校にあらかじめ申請し

た平日に、保護者や家族と校外

での体験や探究の学びを発案し

て計画を立て、自ら実行する。 

（２）愛知県では年間３日間取

得でき、ラーケーションの日は

登校せずとも欠席扱いにならな

い。 

○導入自治体における実情につ

いて 

（１）愛知県では土曜日に働い

ている方が約４５％に上り、日

曜日も約３０％の方が働いてい

る。 

（２）大分県別府市は観光業を

筆頭に第３次産業に関わる人の

割合が全国的にも高い地域とな

っている。 

（３）本市の産業別就業人口の

推移を見ると、令和２年(２０２

（教育長答弁）             

 

１項目め、「ラーケーション」制度の導入についてお答えいた

します。 

議員ご紹介の「ラーケーションの日」でございますが、愛知県

における「休み方改革プロジェクト」の一環として創設された校

外学習活動の日であり、賛同した市町村において、導入されてお

ります。 

愛知県におきましては、子どもが保護者等とともに作成した申

請書を事前に学校へ提出することで、学校に登校しなくても欠席

とはならず、保護者等の休暇に合わせて、年間で３日間まで取得

することができるとうかがっております。 

愛知県教育委員会に確認したところ、子どもが体験や探究の学

び・活動を、自ら考え、企画し、保護者等とともに校外学習活動

に取り組むことで、学校だけではできない学びを深めることが期

待されているということでございました。 

 

全国における各自治体の導入状況につきましては、愛知県のよ

うに、校外での体験を通して学ぶことを目的としたうえで、導入

している自治体に、茨城県や山口県がございます。 

その一方で、大分県別府市や沖縄県座間味村につきましては、

観光業に携わっており、土日や祝日に子どもと一緒に過ごすこと

ができない保護者が多いため、地域の実情に即して、同様の取組

を実施しているとうかがっております。 

 

こういった新たな試みに関して、愛知県におきましては、保護

者や教職員を対象として、周知状況や取得状況に関するアンケー

ト調査が実施されております。 

同調査によりますと、「ラーケーション」に関して、「制度自体

を知っている」と回答した保護者の割合は、９７．２％となって

おり、県内で広く認知されていることがうかがえます。 

また、実際の取得状況につきましては、小学校においては１

３．２％、中学校においては７．０％で実施されているという結

果でございました。 

自由記述による保護者意見の中には、「混雑を避けて、平日に

家族で活動できることがうれしい。」や「普段とは違う会話がで

き、新しいことに挑戦するきっかけになった。」、「職場の事情に

より、仕事が休みづらく、家族の予定を合わせることが難し

い。」、「ラーケーションの日を取ったことや取らなかったことに

よって、友達の中で浮いてしまわないか心配である。」といった

声がございました。 
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０年)の国勢調査の数値で第三

次産業の人口割合が７５％を超

えている。 

 ⇒ 予算も伴わない事業であ

り、本市でもすぐに導入できる

のではと考える。そこで「ラーケ

ーション」導入について、教育長

の見解を伺う。 

 

 

これらの意見から、「ラーケーションの日」につきましては、

好意的な意見もあれば、課題を感じる意見も散見され、取得にお

いては、仕事の都合や子どもたち同士の不公平感など、様々な事

情が複雑に関わっているという実情がうかがえます。 

また、同調査におきましては、「学習の進度が心配で、まだ学

校を休ませることに不安がある」という保護者の意見もございま

した。 

一部の保護者の中には、病欠や出席停止等以外の理由で、学校

に登校しないことによって、「学習の遅れが生じてしまうのでは

ないか。」という不安感を抱いている方も一定数いることがうか

がえます。 

学習指導要領に示されている教育内容につきましては、教育課

程の編成を通して、系統立てたうえで、計画的に配列されてお

り、１単位時間や各教科の単元ごとに、学習のねらいや身に付け

させるべき資質・能力等の精選が図られているところです。 

 

そのため、教育課程の確実な実施は、保護者が学校教育に大き

く期待する部分であり、「体験的・探究的な学びの創出」を含

め、家庭や地域社会との連携及び協働を深めながら、子どもたち

一人一人の可能性を伸ばしていくことが、学校教育の責務である

と認識しております。 

これらのことから、体験活動の重要性を鑑みた時、本事業の意

義は十分理解できるところではございますが、学習保障の観点か

ら、慎重な検討をしていくことも必要であろうと考えているとこ

ろでございます。 

 

いずれにいたしましても、愛知県が提唱する「ラーケーション

の日」は新たに始まったばかりの試みでございますので、先進的

に導入している他地域の成果や今後の動向を、引き続き注視して

まいりたいと考えております。 
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１２月５日（木）一般質問３番 田山藤丸議員（自民党）   （一括方式）（20 分） 

質    問 答       弁 

２ 新しい時代に対応した学校

施設の在り方について 

 

 学校施設の老朽化対策が急が

れる中、体育館の空調設置等が

新たに求められている一方で、

学校プールの集約化や水泳指導

の民間委託を行う自治体が増加

していますが、本市の見解を伺

います。 

 

（質問の要旨） 

【１回目】 

① 学校施設をめぐっては公共

施設の量的削減、学校施設の管

理、学習指導、教職員の働き方改

革等、様々な論点が存在する中

で、集約化や民間委託の優先度

が高いと考えられる施設に学校

のプールがある。令和４年の１

２月定例会で一般質問を行った

際、整備や維持管理の費用につ

いて、外部プールを利用するこ

とで、水泳授業の質を維持しつ

つ一定の整理ができるよう、

様々な検討をしているとの答弁

があった。検討の進捗を伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（教育長答弁）             

田山議員の質問の２項目目、新しい時代に対応した学校施設の

在り方についてお答えいたします。 

 令和4年12月の一般質問における、「室内温水プールや民間プー

ルの活用」に関するご質問に対する、「現地建て替えや学校プー

ルの集約化など、学校の状況に応じた様々な検討を進めたい」と

いう答弁について、その進捗状況に関するお尋ねでございまし

た。 

 検討するにあたり、まず児童生徒や教職員の負担はどうなるの

か、また民間委託の可能性やコストはどうなのか、学校再編計画

との整合はどうなのかといった点を主なポイントとして検討して

きたところです。 

 検討を進めるにつれ、様々な課題が浮き彫りになってまいりま

した。例えば、大規模校が外部プールを利用する場合、輸送コス

トが設備の改修コストを上回るといったことがございます。 

 また、その輸送については、移動手段としての貸し切りバスの

手配に苦慮するといったことがすでに発生しております。 

そのため、集約という手法により、移動にバスなどの手段を伴

わず、かつ短時間で移動可能な近隣校のプールを共同利用するこ

とが現実的な対応として考えられます。 

現在は、3校の中学生が小学校のプールを使用するといった形

で実践しているところです。 

ただし、他校のプールを使用する際は、プールを管理する学校

側の教職員に負担が偏るため、今後の展開については慎重な検討

が必要となります。 

中でも、議員のご指摘にございました多様な論点、特に施設の

管理や学習指導に関連する教職員の負担軽減という点につきまし

ては、教育委員会としましても重要視すべきであるととらえてお

ります。 

そこで、負担軽減という視点から、佐世保市では体育学習サポ

ーター事業と称し、学校へ専門員を派遣するという形で、体育授

業のサポートを行う事業をはじめ、指導力向上研修などをこれま

でに実施しているところです。 

この教員をサポートするという形を、水泳指導の民間委託とい

う形に強化することは、さらなる教職員の負担軽減につながり、

ひいては働き方改革にも資する、非常に有効な手段であると考え

ております。 

 

プールの整備に話を戻しますと、一概に自校以外のプールを使

用することが最 

善というわけではないことが明らかになってきましたことか

ら、学校プールの整備に関する基本的な方向性として、「使える
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② 11 月 29 日の石破総理によ

る所信表明演説の中で、防災庁・

防災対策の分野として避難所と

なる全国の学校体育館の空調整

備のペースを２倍に加速すると

の表明があった。 

体育館への空調設置に係る国

庫補助率の加算など、政府の新

たな取組を注視し、例えば災害

時の避難所に指定している体育

館への空調設置を優先するな

ど、機を逸することなく対応で

きるよう検討を進めてほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設は可能な限り活用し、軽微な補修では対応しきれず、循環ポ

ンプやろ過機といった大型設備の更新が必要となった時点で、個

別の事案に即した対応を図る」としたところです。 

その結果、前回ご質問をいただいた際には、8校だった自校以

外のプール利用は現在10校となっており、その内訳としまして

は、公営プール等利用が7校、集約にあたる他校との共同利用が3

校となっております。 

このように、学校プールにおきましては近隣校同士の集約を実

践しているところですが、広範囲にわたる集約については、現在

策定が進んでいるスポーツ施設再編計画でも検討することとされ

ております「類似施設機能の整理」という視点で市長部局とも連

携し、整理していきたいと考えているところでございます。 

 

次に、体育館における空調設備の整備につきましては、これま

でも複数回、議会でのご質問をお受けして参りましたが、学校施

設全般における老朽化対策として、安全性を優先せざるを得ない

財政負担の事情などもご説明してきたところです。 

議員ご案内の石破総理の所信表明演説に先立ち、１１月２２日

に閣議決定された「国民の安心・安全と持続的な成長に向けた総

合経済対策」においても、「自然災害への備えに万全を期すた

め、避難所となる全国の学校体育館への空調施設の整備につい

て、ペースの倍増を目指して計画的に進める」といった内容が盛

り込まれており、財政負担の面での課題をクリアする足掛かりと

なればと、一定、期待をいたすところです。 

また、この閣議決定を受け、文部科学省から現時点での検討案

である交付金の概要が示され、防災担当部局との緊密な協力体制

の下で検討するよう、通知がなされております。 

対象となる工事内容や補助の要件など、詳細が不明な点もござ

いますが、防災危機管理局とも連携を図りながら、国の動向等を

注視して参ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14



【再質問】 

 越前市では、全小学校の水泳

授業を室内温水プールに集約し

ている。さらに、使用を終えたプ

ールに太陽光パネルを設置し、

プールの解体をせずにＣＯ2 削

減の推進のほか環境学習にも役

立てる取組が国の事業採択を受

けている。 

③ そこで、佐世保市内の公立

小中学校において、現在使用さ

れていないプールの数および、

跡地の活用策について伺う. 

 

再質問にお答えいたします。 

お尋ねにございました、市内の公立小中学校において現在使わ

れていないプールの数でございますが、総合グラウンドプールを

利用している吉井中学校、近隣の小学校プールを利用している世

知原中学校。 

この2校につきましては、先ほどお答えしました大規模な設備

改修を行う必要があったため、自校以外のプールを利用すること

とした2校となっております。 

プール跡地の活用に関しましては、現段階で具体的な方針を持

っているものではございませんが、今回ご紹介いただいたような

取組に関しては、大変参考になるものでありますので、今後、研

究してまいりたいと思います。 

例えば、ご紹介にございましたように使わなくなったプールへ

の太陽光パネル設置など、CO2削減や環境学習に活用する方法も

含め、現在、電力の地産地消に取組んでいる西九州させぼパワー

ズなどと情報を共有しながら、持続可能なエネルギー利用や環境

教育の推進に役立つ方策を研究していきたいと考えております。 

議員から頂いた貴重なご意見を踏まえ、今後も市民の皆様のご

期待に沿う形で学校施設の老朽化対策と、安全・安心確保に向け

た取組を一層推進して参ります。 
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１２月６日（金）一般質問９番 宮田京子議員（市政会）   （一括方式）（20 分） 

質    問 答       弁 

１ 学校図書館の役割と学校司

書の活動について 

 

○ 学校図書館の現状について 

（質問の要旨） 

・蔵書率が１００％に達してい

ない学校がある状況から、各学

校が基準に達するよう蔵書を配

備する必要があると考えるがい

かがか見解を伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学校司書については、Ｈ１７年

度以降、配置・増員され一定効果

を挙げられているが、現在１人

で４校を担当している学校司書

もおり、まだ十分な配置とは言

えないと考える。 

そこで、学校司書の増員を検

討されてはいかがか伺う。 

 

 

 

（教育長答弁）             

 

1項目目、学校図書館の役割と学校司書の活動についての1つ

目、学校図書館の現状についてお答えいたします。 

学校図書館の充実は、読書活動を通じて子どもたちの豊かな心

を育むとともに、読解力・情報活用能力等の学習の基盤となる資

質・能力の育成を図るうえでも、その果たす役割は大変重要なも

のであると認識しております。 

議員ご指摘の「各学校の蔵書率について、基準に達するように

配備する必要性があるのではないか」ということについてお答え

します。 

学校図書館に整備すべき蔵書数は、文部科学省の「学校図書館

図書標準」によって、学級数に応じた基準蔵書数が定められてい

ます。 

蔵書率につきましては、その学校の基準蔵書数に対する実際の

蔵書数の割合でございます。 

学校図書館の蔵書を充実させることで、子どもたちは多くの本

に触れることができ、豊かな心や学習の基盤となる資質・能力等

の育成を図ることにもつながります。 

小中学校の図書購入費につきましては、１０年前の平成２７年

度は３千０２９万５千円でしたが、今年度は４千１７５万８千円

と、１千１４３万３千円増加している状況にございます。 

その結果、令和５年度の市立学校全体の蔵書率は、小学校９

９.０％、中学校１００.４％となっております。 

一方で、議員ご指摘のように蔵書率１００%に満たない学校も

ございますので、次年度以降の図書購入費につきましては、そう

した学校へ一定の増額ができるよう、各学校の規模と蔵書の実態

に応じて予算配分することを検討しております。 

本市のすべての市立学校で蔵書率が１００％となり、子どもた

ちの読書環境が充実するよう努めてまいります。 

 

続きまして、議員ご提案の学校司書の増員について、お答えい

たします。 

本市では、学校図書館が子どもたちの様々な学習を支援する学

習情報センターとして、また、読書活動を推進する中核としての

読書センターとしての機能を十分発揮できることを目的に学校司

書の配置を行っております。 

 議員ご紹介のとおり、本市においては、平成１７年度から学校

司書の配置を始め、本年度は２３名を全校に派遣しております。 

他市町の学校司書の勤務や配置の状況につきましては、１日に

３時間や４時間の勤務で複数校を担当し、中には１人で５校を担

当させるという市町もございます。 
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〇特色ある学校図書館づくりの

推進について 

（質問の要旨） 

・学校図書館機能を高めるため

に行っている学校司書に対する

技術向上支援や相談体制等の整

備について伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市においては、１人の学校司書が２校から４校を担当してい

る状況でございますが、１日あたりの配置時間につきましては７

時間と充実しております。 

その中で、蔵書を適切に管理し、児童生徒へ熱心に読書の啓発

活動に尽力いただいております。 

その結果、学校図書館における１人あたりの貸出冊数は、令和

５年度は、平成１７年度に比べると、小学校は約4.3倍、中学校は

約2.2倍と、学校司書配置以来、増加傾向が続いており、十分な効

果を上げていると評価しております。 

議員ご提案の学校司書の増員につきましては、本市でも一定充

実している状況も踏まえ、今後、他市町の動向を注視しながら、

本市における学校司書の人数、勤務時間、担当学校数等も含め、

より効果的な配置について研究を続けてまいります。 

 

次に、2つ目の特色ある図書館づくりの推進についての中の、

「学校図書館機能を高めるために行っている学校司書に対する技

術向上支援や相談体制等の整備」についてお答えいたします。 

学校図書館には「読書センター」として、子どもたちが好きな

本を選び読書を楽しむ場としての機能がございます。 

また「学習・情報センター」として、授業で学んだことを深め

る学習や、資料を収集し、考えをまとめる学習など、児童生徒の

主体的な学習活動を支援する機能がございます。 

これらの学校図書館機能の向上には、学校司書の資質・能力の

育成が不可欠であることから、特に経験年数の少ない学校司書へ

のサポートは、重要であると認識しております。 

 

そこで、本市では計画的に学校司書研修会を実施しており、今

年度は実施済みのものも含めて13回の研修を計画しております。 

4月には新任の学校司書に対する研修を開催し、業務内容や学

校図書管理システムの操作方法、児童生徒との接し方などを指導

しております。 

また、市立図書館職員を招いた研修や教職員で構成される教育

研究会図書館部会との合同研修会も実施しており、これらを通じ

て図書の効果的な配架や読書週間の取組についての情報交換を行

っております。 

これらに加えて、授業支援に係る研修に力を入れております。

例えば、児童生徒がクイズ形式で複数の本に触れ読書意欲の向上

につなげる読書アニマシオンや様々なジャンルの本に親しむ機会

をつくる味見読書、学習内容に関連する書籍を学校司書が授業の

冒頭に紹介するブックトークなどの手法についての研修を実施し

ており、経験年数の少ない学校司書にとって体験的に学ぶことの

できる貴重な場となっております。 
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・学校図書館ガイドラインでは、

学校図書館支援センター設置を

推奨されているが、このような

拠点となる施設を設置すべきと

考えるがその見解を伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇児童生徒の居場所づくりとし

ての活用について 

（質問の要旨） 

・一時的に学級になじめない子

の「居場所」として学校図書館を

活用してはどうか伺う。 

 

 

 

 

 

 

さらに、本市独自の取組として、経験豊かな学校司書を専任指

導員として配置し、各学校での直接支援や助言を行っておりま

す。新任の学校司書には年6回、2年目には4回、3・4年目には3回

の訪問を行い、手厚い支援を提供する体制を整えております。 

また、学校司書が学校図書館の運営に関する支援が必要な際に

は、図書管理用端末のチャット機能を使用して、学校司書専任指

導員に相談ができるようにしております。 

これらの取組の結果、学校図書館での授業支援の回数は令和3

年度の391回から令和5年度には455回と大きく増加いたしまし

た。今後も学校図書館機能の充実及び学校司書のサポートや技能

向上を継続的に推進してまいります。 

 

続きまして、学校図書館ガイドラインにおいて推奨されている

学校図書館支援センター等の拠点となる施設の設置について、本

市の見解をお答えいたします。 

学校図書館支援センターは、学校図書館の運営や活用、学校図

書館間の連携などの支援を目的とされており、設置している自治

体では、その多くが公立図書館に設置されております。 

本市におきましては、現在、学校図書館支援センターの設置を

行っておりません。しかし、本市独自の取組として、先ほどご説

明させていただいた学校司書専任指導員が、他の学校司書に対し

て助言や支援をする等、その役割を担っております。 

より良い学校図書館の支援のため、学校図書館支援センターの

設置につきましては、関係機関との連携や学校司書専任指導員の

在り方も含めて、今後も研究してまいります。 

 

続きまして３つ目、児童生徒の居場所づくりとしての活用につ

きましてお答えいたします。 

現在、不登校傾向にある児童生徒や学級になじめない児童生徒

に対して、校内教育支援センターや保健室、相談室などの別室を

利用して対応しております。 

その中で、教職員やスクールカウンセラー、各種支援員等によ

り、教育相談やＩＣＴを活用した学習など、それぞれの子どもの

実態に寄りそった支援を進めている状況がございます。 

議員ご提案の児童生徒の居場所としての学校図書館の活用につ

きましては、学校図書館ガイドラインに「一時的に学級になじめ

ない子供の居場所となりうる」とございます。 

集団での生活に不安を抱える児童生徒や、読書を好む児童生徒

にとって、学校図書館は安心できる居場所の１つとして、大変有

意義であるものと認識しております。 

実際に、校内教育支援センターに通う生徒が、定期的に学校図

書館で読書活動を行っている学校もあり、利用した生徒が落ち着

いて学校生活を過ごすことができていると伺っております。 
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その一方で、本来の目的である読書活動や学習等で学校図書館

を利用する学級もございますので、特定の児童生徒が継続的に滞

在することと併せて、学校司書が本来の業務と異なる児童生徒の

見守りに従事することは大変厳しい状況がございます。 

したがいまして、授業での学校図書館の利用状況や、学校図書

館を利用する児童生徒を対応する職員の配置等、一定の条件を満

たしたうえで、学校図書館を一時的に活用することは可能である

と考えられます。 

いずれにいたしましても、学校図書館の設置目的に鑑み、学校

図書館機能の充実を図ることと併せて、不登校傾向にある児童生

徒や学級になじめない児童生徒等が、安心して学校生活を送り、

将来、社会的に自立ができるよう、多様な支援策につきまして

は、別途研究を進めてまいります。 
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１２月６日（金）一般質問１０番 崎山信幸議員（自民党）   （一括方式）（20 分） 

質    問 答       弁 

２ 市立中学校の給食無償化に

ついて 

 

○ 令和７年４月から市立中学

校第２学年及び義務教育学校第

８ 学 年 へ の 無 償 化 と 併 せ   

て食物アレルギーや不登校等に

よる長期欠食の生徒、県立・私立

学校に通う義務教育対象生徒等

の保護者の経済的な負担軽減を

図る給付金支給の実施確認につ

いて 

 

（質問の要旨） 

市長が進める９９の政策のな

かでも重要と位置付けられてい

る「中学校給食費の無償化」につ

いて、令和６年３月定例会（令和

６年度当初予算審議）において、

教育委員会が「令和６年度に中

学校第３学年の無償化を開始

し、順次、対象学年を拡大して、

２０２６年度に全学年での無償

化を目指すスケジュール案」を

示されている。 

また、先日行われた 11月 25 日

の定例記者発表の質疑におい

て、学校給食費の完全無償化に

向けたスケジュールの質問に対

し、「学校給食費の無償化はマニ

フェストの中の大きな政策の一

つであり、任期内に実現した

い。」と回答はなされているもの

の、現時点において、令和７年度

以降の具体的な取組について確

認したい。 

 

 

 

 

 

（市長答弁）             

 

崎山信幸議員の２項目め 「市立中学校の給食無償化につい

て」の来年度への取り組みについてお答えいたします。 

 

現在、「選ばれるまちＳＡＳＥＢＯ」を創るシティブランディ

ング・プロジェクトを始動しており、その４つの柱のひとつであ

る「子育て」の分野における「子ども・子育て応援プログラム」

の具体的な取り組みとして、令和６年度から市立中学校第３学年

等を対象とした給食費の無償化を実施いたしております。 

今後の取り組みといたしましては、教育委員会が令和６年３月

定例会の文教厚生委員会において示された、「令和７年度に中学

校第２学年等へ、令和８年度に中学校第１学年等へと段階的に支

援を拡充する」スケジュールに則って実施するよう、シティブラ

ンディング・プロジェクトに係る推進会議等も活用しながら全庁

的な検討を前向きに進めているところです。 

 

また、その際に附帯決議を受けておりました食物アレルギーや

不登校、県立、私立等への就学によって無償化の恩恵を受けてい

ない生徒の保護者への経済的負担の軽減を図るための「学校給食

費相当額助成事業」の実施に関する議案を本定例会に上程してい

るところですが、この助成事業につきましても、ご承認の上で、

中学校第２学年等、第１学年等への支援を拡大する際には、助成

事業も同様に拡充していく必要があろうかと考えております。 

いずれにしましても、子育て世代にやさしいまちを目指しなが

ら、「選ばれるまちＳＡＳＥＢＯ」の実現に意を用いてまいる所

存です。 
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１２月６日（金）一般質問１２番 角田隆一郎議員（自民党市民会議）（一括方式）（20 分） 

質    問 答       弁 

１ 佐世保市の小中学生の学力

について 

 

 

○ 佐世保市の小中学生の学力

の現状について 

○ 佐世保市の小中学生の学力

向上への具体策について 

 

（質問の要旨） 

【１回目】 

○佐世保市の小中学生の学力

が全国平均に及んでいないこと

を危惧している。 

○小中学生の学力が重要であ

ると考えている。 

 佐世保市の小中学生の学力の

現状とそれに対して、学力向上

へ成果につながる具体策を問

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（教育長答弁）             

 

１項目め、佐世保市の小中学生の学力についてのうち、１つ

め、本市の小中学生の学力の現状について、今年度実施されまし

た、令和６年度全国学力・学習状況調査の結果を用いてお答えい

たします。 

本市の現状といたしましては、小学校の平均正答率は国語が

66％、算数が62％、全国平均を100％としたときの達成率は、国

語が98.1％、算数が97.6％でございました。また、中学校の正答

率については、国語が54％、数学が47％で、全国比達成率は国語

が92.2％、数学が89.3％と、小中学校におきまして、全国平均に

は残念ながら届いていない現状でございます。 

 

続きまして、本市の小中学生の学力向上に向けた取組について

お答えいたします。 

変化の激しい、将来の予測が困難なこれからの社会において

は、児童生徒に、自ら課題を見つけ、自ら学び、主体的に考えて

判断し、よりよく問題解決する資質能力を育むことが求められて

おります。現行の学習指導要領においては、新しい時代の学力観

として、育むべき資質・能力を３つの柱で明示される等、全ての

子どもを自立した学習者に育てることに軸足が置かれた教育へと

転換されております。 

旧来の学習指導を想起いたしますと、知識や技能を身につけさ

せることに重きが置かれ、ややもすると知識を暗記することや正

解主義に偏ったものも散見されておりました。しかしこれから

は、正解のない課題に対しましても、主体的に考え、多様な立場

の者が協働的に議論し、互いに納得できる答えを生み出すなど、

より質の高い、「深い学び」が必要であることから、「主体的、対

話的で深い学び」の視点からの授業改善が強く求められていると

ころでございます。 

ご紹介いただきました宝達志水町の授業につきましては、私も

文教厚生委員会の視察に同行させていただきましたが、こうした

新しい時代に求められる授業への移行が格段に進んでいることを

実感いたしたところです。 

 

併せまして、福島県や京都市の実践例もご紹介いただきました

が、いずれもより質の高い授業を創造することに主眼を置いた取

組であり、授業改善を学力向上のファクターとする点において

は、同じ見解でございます。 

また、今回の全国学力学習状況調査に関し、文部科学省におか

れては、「主体的・対話的で深い学びに取り組んだ」学校ほど、
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児童生徒の正答率が高く、また、「挑戦心・自己有用感・幸福感

等との相関関係がある」と分析されております。 

このようなことから、日々の授業を改善することこそ、本質的

に子どもたちの学力向上につながる確かな手立てであると確信

し、各種取組を進めているところでございます。 

 

具体的には、まず、各学校がそれぞれの学校内で主体的に進め

ております授業改善研修の支援に努めているところです。教育委

員会事務局の指導主事を各学校へ派遣し、児童生徒の意欲を喚起

し、深い思考を生み出す課題提示の在り方、また、多様な解決方

法を、端末を活用しながら練り合う、質の高い学びづくりのポイ

ント等について、直接、指導を行ってまいりました。 

併せて、今年度１０月から１１月にかけまして、市内小・中学

校６校で、全ての小中学校の校長と研究主任参加のもと、これか

らの時代に求められる授業改善のための、授業公開及び研究会を

開催いたしました。授業の中では、児童生徒が課題に対する自身

の考えを一人一台端末で入力し、全員でそれぞれの考えをリアル

タイムに共有することにより、友達の考えを参考にしたり、自分

の考えを深めたりして、活発な議論につなげておりました。 

 研究会では、先生が説明し、子どもが説明を聞くだけの授業を

脱却し、子どもが自ら考え、説明する授業、学びを起こす授業へ

シフトするためのポイントを共有いたしました。また、これから

の教師の役割は「児童生徒の主体的な学びの伴走者」であること

を再確認したところでございます。 

また、教育センターにおきましては、現職の文部科学省調査官

等を講師として招聘し、現行の学習指導要領の理念に即した実践

研修をはじめ、多岐にわたる研修講座を開催いたしました。 

中でも「授業改善研修」におきましては、自身の授業力を高め

たいと願う教師が、それぞれの教科ごとに参集し、年間を通じて

継続的に専門的な指導力を磨き合う実地研修を行うなど、学び続

ける教師集団づくりに努めております。 

 

これまでのこれらの取組により、授業改善についての手ごたえ

を実感しているところであり、全ての教職員の授業を視察する学

校訪問におきましても、確かな変化を感じております。 

単なる講義型の授業ではない、子どもたちが能動的に学ぶ姿、

また目的をもって協働的に学ぶ姿がこれまで以上に見られるよう

になっており、「自律した学習者」を育む授業が確実に増加して

いる状況にあるととらえております。 

 

また、学力向上の具体策にかかる、今後の取組につきましても

ご紹介いたします。 

まず、１つ目に、中学校で行われている評価の研究に着手いた

します。 
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先に申し述べました通り、「課題を見つけ、主体的に判断し、

よりよく問題解決する力」、また、「決まった答えのない問いに対

して、情報をもとに協働しながら最適解を生み出す力」の育成が

求められているところでございますが、こうした背景を踏まえ、

本県の高校入試問題の内容が一部見直されることとなりました。 

県教育庁高校教育課によりますと、令和７年度の長崎県公立高

等学校入学者選抜から、学力検査問題の中に探究的な問題を出題

するとされており、具体的には、学んだことを実用的に活用して

応える問題、また、単に結論や結果のみを問うのではなく、結論

を導くための方法等、学びの過程に着目した問題を２割程度出題

することとされております。 

高校入試の在り方が見直されるこの機に、市内中学校における

定期テストにつきましても、今求められている資質・能力を問う

ものとして適切であるか、全中学校で実際に行われているテスト

問題を集約し、分析・研究を行い、その結果を共有しながら、よ

り適切な評価問題へ改善を図るとともに、さらにはそうした力を

着実に身につけさせる授業への転換を図ってまいります。 

 

２つ目は、英語検定試験検定料補助事業でございます。 

議員からも宝達志水町の取組としてご紹介がございましたが、

本市におきましても今年度から英語検定試験の検定料の補助事業

を開始いたしました。検定受験への経済的、心理的負担の軽減を

図るとともに、子どもたちが、学校を離れた場所においても目標

を持って主体的に学習に向かう力を育てる取組の一助として推進

いたしております。 

 

３つ目は、新たなAI型ドリルの導入でございます。 

児童生徒に貸与している一人一台端末に導入されているAI型ド

リルを、令和７年度から、より高度な学習環境を提供できるコン

テンツに刷新する方向で現在、検討を進めております。児童生徒

の学習意欲をより喚起させ、一人一人の習熟度に合わせたフォロ

ー問題を出題することができるなど、個別の学びに最適なツール

を導入する予定としております。これを機に、児童生徒の主体的

な学びをサポートし、生涯にわたる学習者としての基盤を構築し

てまいりたいと考えております。 

 

４つ目に、教育センターにおける教職員の資質向上事業につき

ましても一層の充実を目指してまいります。 

 

議員ご案内の宝達志水町におかれては、教師が自ら学ぶ環境が

整備されていると伺っておりますが、本市におきましても教職員

がいつでも主体的に研鑽に努めることができる環境を一層整備し

てまいります。 
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【再質問】 

○教職員の意識改革、授業のや

り方の見直し、子どもの意識改

革、保護者への啓蒙等、成果につ

ながる具体策が必要ではない

か。 

 （質問）今一度、佐世保市の学

力向上への具体策を問う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

具体的には、まず、希望する学校を対象とした「出前研修」に

加え、教職員一人一人を対象とした支援といたしまして、個別の

指導上の悩みを解消することを目的とした「個別相談型授業改善

研修」を行うこととしております。 

併せまして、「オンデマンド研修動画」の拡充や、授業改善に

かかる好事例の情報発信などの充実を図る等、教職員がいつでも

主体的に学ぶことができる環境整備に取り組んでまいります。 

また、教職経験年数の少ない教員に対しましては、経年研修な

どの機会を通して、学習指導要領が目指す授業像や１人一台端末

を活用した授業改善について、具体的な授業場面を想定した研修

を行ってまいります。 

 

以上、縷々申し上げましたが、いずれの取組につきましても、

腰を据えて進めることが肝要であるとの認識のもと、誠実に、実

直に、鋭意取り組んでまいります。 

 

再質問にお答えいたします。 

教職員の意識改革、授業のやり方の見直し、子ども意識改革、

保護者への啓発、とのことでございますが、いずれも重要なこと

であると考えております。 

先の答弁にてご説明いたしました一連の実践を推進することを

基本としつつ、必要な施策の導入につきましては、次期学習指導

要領の動向と本市の現状を見極めながら判断してまいりたいと考

えております。 

 

併せまして、先般、教育委員会の諮問機関である学校教育審議

会から答申をいただいたところでございます。大学の学長をはじ

めとした有識者による、本市の教育の在り様にかかる熱心な審議

の果てに提言をいただいたところでありますが、現在私どもが進

めている、非認知能力の育成を含めた全人的な教育のコンセプト

に間違いはないという確信を得たところでございます。 

一人一人の児童生徒を認め、賞賛し、自分への肯定的な気付き

を促すとともに、自分のよさや可能性をしっかりと認識させるこ

とを大切にしながら、今後も子どもたちのウェルビーイング向上

をめざし、取り組んでまいります。 
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【再々質問】 

○市長は子育てが一丁目一番地

と掲げている。小中学生の学力

向上について、これまでのやり

取りを聞いてどう思うか。 

 （質問）市長の所見を問う。 

（市長答弁）   

角田隆一郎議員の１項目めに関する再々質問、佐世保市の小中

学生の学力について、私の所感をということでございますので、

お答えいたします。 

全国学力・学習状況調査における本市の状況につきましては、

私も十分承知しているところでございます。現在、教育委員会に

おいて授業改善を推し進め、本市の子どもたちに必要な資質・能

力の育成を図っていくとのことでございました。 

令和５年１０月に、総合教育会議において、教育委員の皆様と

熟議を重ねた上で、「佐世保市教育大綱」を改定いたしました。

その中で、子どもたちが将来を生き抜く力を身に付けること、ウ

ェルビーイングを高めることにつきましては、私といたしまして

も、佐世保の教育の核となるものと考えております。 

本市の子どもたちが、確かな学力を身に付けることに加えて、

幸せと生きがいを感じながら、未来を切り開くために必要な力を

身につけることができるよう、教育委員会を支援してまいりま

す。 
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１２月９日（月）一般質問１６番 大塚克史議員（公明党）   （一括方式）（30 分） 

質    問 答       弁 

１ ＧＩＧＡスクール構想の１

人１台端末について  

 

○「セカンドＧＩＧＡ」に向けた

端末の整備・更新と、さらなる利

活用の促進について 

○「ファーストＧＩＧＡ」の検証

について 

 

（質問の要旨） 

【１回目】 

●「ＧＩＧＡ第１期」の現状を

確認するために、安全・安心なイ

ンターネット環境、学校と保護

者間の連絡、不登校等の支援、そ

して、教職員のスキルアップの

４観点について、現在取組まれ

ている状況を伺います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（教育長答弁）             

  

１項目め、ＧＩＧＡスクール構想の１人１台端末について、お

答えいたします。 

本市では、ＧＩＧＡスクール構想に基づき、児童生徒に新しい

時代を生き抜く創造性や社会性を身につけることを目的として

「スマート・スクール・ＳＡＳＥＢＯ構想」を策定し、多様な取

組を通して、同構想の具現化に努めているところでございます。 

先程、議員からお尋ねいただきました、インターネット環境、

学校と保護者間の連絡、不登校等の支援、教職員のスキルアップ

の４観点を通して、ＧＩＧＡ第１期の取組状況についてご説明い

たします。 

 

まず、インターネット環境についてご説明いたします。 

本市では、児童生徒用端末として、場所の制約にとらわれるこ

とのないＬＴＥ通信対応モデルを選定しております。 

安全対策としまして、フィルタリングソフトを導入しており、

不適切なサイトの閲覧やＳＮＳ等への接続はできない仕組みで

す。 

次に、学校と保護者間の連絡につきましてご説明いたします。 

本市では、「まなびポケット」というポータルサイトを導入い

たしました。これにより、保護者のスマートフォンから欠席等の

連絡ができるようになりました。 

学校からも、不審者情報や荒天時の対応など、速やかな配信が

可能になり、保護者と学校双方の立場において、利便性の向上が

図られました。 

次に、不登校等の支援につきましてお答えいたします。 

様々な事情により、自宅や校内教育支援センターなどで学んで

いる児童生徒につきましては、本市が導入しました各種オンライ

ンツールを活用し、授業や教材の配信、双方向通信による健康状

態の確認や相談などを行っております。 

また、個人の習熟度に応じて出題する機能を持つ、ＡＩ型ドリ

ルも導入しており、自宅等で学ぶ児童生徒の学びをサポートして

います。 

令和７年度に開設する夜間学級におきましても、端末を配付し

ＩＣＴの良さを生かし、多様な学びを支援してまいります。 

最後に、教員のスキルアップについて、申し上げます。 

本市では、ＧＩＧＡ第１期の円滑なスタートができるように、

令和２年度、端末を児童生徒に配付する前に、全ての教員に対し

て研修を実施いたしました。 
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●「ＧＩＧＡ第２期」に向けた

端末の整備・更新に関する質問

として、まず、規模を明確にする

ために、いつ頃に、何台程度を新

端末に更新し、旧端末を処分す

る必要があるのかを伺うととも

に、その際の適切な端末の処分

とデータ消去並びに環境部との

連携の必要性への認識について

伺います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、グーグル フォー エデュケーション パートナー自治体

である本市では、同社の支援のもとで、継続して技能研修を実施

しております。 

併せて、国の基準を満たすＩＣＴ支援員１８名を配置し、教員

のＩＣＴ活用にかかるサポートを行っており、これらの研修や人

的支援を通して本市の教員はＩＣＴ活用能力を高めてきておりま

す。 

例年、文部科学省が都道府県単位で結果を公表している、「学

校における教育の情報化の実態等に関する調査」に、本市教員の

結果を照らし合わせますと、授業にＩＣＴを活用して指導する能

力などの項目において、上位の県と並ぶ結果を示しております。 

 

以上のように、教職員のＩＣＴ活用スキルは確実に向上してい

るところでございますが、教員個々のスキルアップはスマート・

スクール・ＳＡＳＥＢＯ構想具現化の重要事項として、様々な方

策のもと粘り強い取り組みを続けてまいります。 

 

続きまして、ＧＩＧＡ第２期に向けた端末の整備・更新につい

てお答えいたします。 

全国的にＧＩＧＡ第１期の端末は、令和２年度に整備が行われ

たことから、全国の自治体の約７割の端末更新が、令和７年度に

集中してまいります。そのため、国より、更新時期の集中を避け

るために、更新年度を精査するよう依頼がありました。 

本市においては、端末のリース契約の終期が令和８年２月末で

あり、その後は、本市の所有物として継続して利用できること

と、機器に故障が生じても予備機で対応できる見込みであること

から、端末更新を、令和８年度として検討を進めております。 

 

新端末の必要調達台数は、現時点では、令和８年度の見込み児

童生徒数、計１９，０８９名分に加え、その１５％にあたる予備

機２，８６３台を加えた、計２１，９５２台と見込んでおりま

す。 

安定した大量調達や価格を抑える効果が期待できるため、「長

崎県市町村行政振興協議会」が実施する共同調達に参画するとと

もに、国の「ＧＩＧＡスクール構想加速化基金」を基に、国庫補

助財源の活用を検討してまいりたいと考えております。 

 

端末の処分につきましては、現端末２０，５１１台の処分が必

要となってまいりますが、児童生徒及び教職員の個人情報等が端

末に含まれておりますので、廃棄前にすべてのデータを、完全に

消去することが極めて重要であると考えております。 

さらに、ＧＩＧＡ端末を廃棄する場合は、産業廃棄物となり、

排出事業者として、本市教育委員会には処理の責任がございま

す。 
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【再質問】 

●「ＧＩＧＡ第２期」に向け

て、「ＧＩＧＡ第１期」の検証を

どのように行い、端末のさらな

る利活用の促進へ繋げていくの

かを伺います。 

※意見有：ＧＩＧＡ第２期で

検討してもらいたい 

①子ども相談チャットアプリの

活用（アプリの内容は議員説明） 

②端末保証制度の導入（端末の

破損や故障等の場合のサポート

保証） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

処分端末を適正に処理するために、長崎県教育庁と国のガイド

ラインや処分方法について認識を統一するとともに、小型家電リ

サイクル法に基づく認定事業者への処理委託につきましても、市

環境部と連携しながら、詳しいスケジュールや手順等を確認して

まいります。 

 

再質問のＧＩＧＡ第１期の検証とＧＩＧＡ第２期に向けた端末

のさらなる利活用の促進についてお答えいたします。 

本市では、スマート・スクール・ＳＡＳＥＢＯ構想をもとに、

教育の情報化を進めてまいりましたが、来年３月で１人１台端末

の整備をしてから、４年が経過いたします。 

また、端末更新を検討している令和８年度を控え、現在から令

和７年度にかけては、ＧＩＧＡ第１期と２期をつなぐ、重要な時

期であると認識しております。 

 

そのようなことから、教育委員会の５課から構成されるスマー

ト・スクール・ＳＡＳＥＢＯ推進室では、ＧＩＧＡ第１期を振り

返る作業を行っているところでございます。 

現在、各学校は、児童生徒が同じ課題に同じ方法で取り組む授

業から、教科書や紙の資料で調べる子どももいれば、端末を活用

して動画から学ぶ子、ＡＩ型ドリルで問題を解く子もいるなど、

それぞれの興味関心や習熟度に応じて、学び方を自分で調整す

る、個別最適化された授業をめざした改善に取り組んでいます。 

また、端末で友達の考えを参照しながらグループで検討しあう

協働学習や、海外や県外の学校とのオンライン交流も行われてお

り、スマート・スクールＳＡＳＥＢＯ構想により、これまでには

ない多様な学び方が実現してまいりました。 

 

このような学校現場の変化を振り返り、今後もさらに端末の利

活用を促進させていくために、スマート・スクール・ＳＡＳＥＢ

Ｏ構想の取組を洗い出しながら検討を重ね、次世代の構想素案を

今年度中にとりまとめ、次年度に精査することとしております。 

素案には、日々進化する情報技術の進展を視野に入れながら、

端末更新に加え、新しいネットワーク環境や生成ＡＩの利活用、

デジタル教科書、教職員のＩＣＴ活用指導力のさらなる向上な

ど、新たな視点を盛り込んでまいります。 

 

今後も、国の動向を注視するとともに、長崎県や他の先進自治

体の情報を収集することを続け、より精度を高め、文部科学省の

端末更新への補助要件である、「公立学校情報機器整備事業に係

る各種計画の策定要領」における、端末の更新計画の策定・公表

へも繋げてまいりたいと考えております。 
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１２月９日（月）一般質問１７番 小野原茂議員（市民クラブ）（一括方式）（30 分） 

質    問 答       弁 

１ 発達障害について 

 

○乳幼児期における早期発見・

支援の取組について 

○就学先の決定について 

 

（質問の要旨） 

【１回目】 

発達障害児等の就学にあたり

就学先をどのように決定してい

るのか、その手順や方法につい

て伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（教育長答弁）             

 

引き続き、発達障害のある子どもの就学先をどのように決定し

ているのか、手順や方法について、私からお答えいたします。 

発達障害をはじめ、障害のある子どもの就学先の判定にあたっ

ては、将来の社会的自立のために必要な力を培う視点に立って行

うことが重要となります。 

そこで、学校教育法施行令に基づき、保護者及び教育学、医

学、心理学等の有識者の意見を聴き、市町村教育委員会が決定す

ることとなっております。 

入学前の子どもは、就学予定の各小学校において、就学時健康

診断を行います。学校医、学校歯科医等による健康診断や教職員

が面談を行い、その中で、何らかの配慮が必要と思われる場合

は、就学相談のご案内をいたします。 

就学相談におきましては、教育委員会事務局職員が、保護者か

ら子どもの状況の聴き取りや教育的ニーズ等について相談、協議

を行います。 

一人一人の子どもの教育的ニーズや必要となる支援等を整理し

たうえで、医学、心理学等の専門家で組織された教育支援委員会

による多角的な判定の後、保護者との協議を経て、最終的に教育

委員会で就学先を決定するという手続きを取っております。 

 

このような法に基づいた手続きに加え、本市におきましては、

より詳細なアセスメントを行うため、教育委員会事務局職員が各

幼稚園、保育園等に出向き、子どもの様子を観察し、園職員との

情報交換を行い、子どもの実態把握に努めております。 

また、特別支援教育を専門とする教職員を相談員とする、保護

者対象の就学相談会や発達障害のある子どもの保護者を対象とし

た就学に係る説明会を実施することで、子どもの就学について考

える機会の提供に努めております。 

さらに、保護者の希望に応じて特別支援学校や市内小学校特別

支援学級を見学し、学習環境や日々の学習の様子、通学方法等を

確認する機会を設けております。 

今後も子ども一人一人に寄り添い、保護者と丁寧に合意形成を

図りながら、就学先の決定を進めてまいります。 
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【再質問】 

発達障害等の児童生徒が安心

して学校生活を送るための取組

として、「個別の教育的ニーズに

応じた支援」、また「教師の専門

性向上のための取組」や、「特別

支援教育補助指導員をはじめと

する支援体制の構築のための取

組」について伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

再質問についてお答えします。 

まず、発達障害のある児童生徒が安心して学校生活を送るため

の「個別の教育的ニーズに応じた支援の取組」についてでござい

ます。 

発達障害と一言で申しましても、その特性は一人一人異なり、

個に応じた指導のあり方も異なります。 

このことから、個々の障害の状態や特性を正確に把握し、長期

的視野に立って一貫した支援を行うこと、また、そのための「個

別の教育支援計画」の作成が強く求められております。 

「個別の教育支援計画」とは、障害の状況、必要な支援の内

容、保護者や本人の願い等を記載した、情報共有のためのツール

でございますが、本人、保護者とともに検討を重ね、合意形成を

図りながら作成し、ニーズに応じた支援のために活用しておりま

す。 

また、学校内だけにとどまらず、保護者や関係機関と多面的な

情報共有を行い、将来を見据えた切れ目ない支援におきましても

有効に生かしております。 

今後も一層の活用と指導の充実に向け、各学校への指導を図っ

てまいります。 

 

次に、「教職員の特別支援教育への専門性の向上のための取

組」についてお答えいたします。 

令和３年１月の中央教育審議会答申では、全ての教師に求めら

れる特別支援教育に関する専門性として、障害の特性等に関する

理解と指導方法を工夫できる力、合理的配慮に対する理解等が挙

げられております。 

そこで、本市教育センターにおいて、特別支援教育に関する教

職員の更なる資質向上を図り、児童生徒の支援が一層充実できる

よう研修の機会を設定しております。 

全教職員を対象とした、特別支援教育に関する研修講座を開催

し、合理的配慮や個別の教育支援計画等の研修に、昨年度は46講

座に延べ835人が参加しております。 

併せて、県教育センターにおきましても、初めて特別支援学級

の担任となった教員を対象とした研修講座を開催し、不安を取り

除くとともに専門性の向上に努められています。 

 

次に「特別支援教育補助指導員をはじめとする支援体制の構

築」についてお答えします。 

 学校においては、特別支援教育コーディネーターを中心とし

た組織的な支援体制の構築を図っており、特別な配慮を要する児

童生徒への支援の在り方について、校内支援委員会を開き、全職

員の共通理解や外部機関との連携により、児童生徒の特性に応じ

た手厚い指導、支援に努めております。 
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そのような中におきまして、特に、担任だけでは対応が難し

く、集団生活の中で困り感を抱いている児童生徒に寄り添い、個

別に対応する特別支援教育補助指導員は、学校にとって欠かせな

い存在となっております。 

 現在、各学校の実態に応じて市内６１校に４７名を配置して

おります。 特別支援教育補助指導員の支援状況の一例をご紹介

いたしますと、授業場所を離れられない教員の代わりに児童生徒

の身辺処理を介助したり、教室移動の際の安全を確保したりして

おります。 

さらに、落ち着いて学習に取り組めず、教室を飛び出してしま

う恐れのある児童生徒のそばに寄り添い、様子を見ながら声かけ

をし、心理的な安定を図る等の支援をしております。 

また、様々な疾患を有するなど、医療的ケアが必要な児童生徒

への対応につきましては、看護師資格を有する補助指導員が支援

することで、児童生徒の安全で安心な学習や生活につながってお

ります。学校組織の一員として、教職員と協働しながら多様な児

童生徒の支援を行っております。 

 

現在、全国同様、本市においても特別な配慮を要する児童生徒

の増加傾向に鑑み、学校からの配置要望も高まっております。今

後も児童生徒の安心で安全な学校生活の保障、教職員の負担軽減

の両方の視点から、各学校の実態に即した効果的な配置ができる

よう意を用いてまいりたいと考えております。 

 

いずれにいたしましても、教職員の特別支援教育に関する専門

性の向上、特別支援教育補助指導員を含めた組織としての支援体

制の充実を図ることで、未来を担う全ての子どもたちの可能性を

最大限に引き出す教育を推進してまいります。 
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１２月１０日（火）一般質問２１番 諸國麻椰議員（若者議員）   （一括方式）（15 分） 

質    問 答       弁 

２ 小中学校における保護者負

担について 

 

○学習費の現状と今後について 

 

（質問の要旨） 

【１回目】 

・全国的に物価高騰が続き、学校

教育費に係る保護者の負担が増

大している中、小・中学校におい

て、特に新１年生の入学にかか

る保護者負担は大きい。小・中児

童生徒新１年生の入学に際する

保護者負担額について伺う。 

・経済的に困窮されている世帯

については就学援助制度がある

が、新入学用品に対する支援と

保護者の負担がどの程度なのか

を伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（教育長答弁）             

 

２項目め「小中学校における保護者負担額について」のうち、

新一年生にかかる入学準備品および入学当初の保護者負担額につ

きまして、お答えいたします。 

まず、各教科で使用する問題集等の、「教材費」につきまして

は、毎年各学校に調査を行っております。 

今年度の小学校１年生の平均額は５，４８６円、中学校１年生

の平均額は９，９１４円となっております。 

また、体操服やジャージ等、その他の入学準備品につきまして

は、各学校によって多少の差はございますが、およそ３０，００

０円と把握しております。 

加えて、中学校につきましては、今年度の１年生男子の制服の

平均額は、およそ３９，０００円、女子がおよそ４７，０００円

となっております。 

 

次に、経済的に困窮されている世帯に対する就学援助制度の支

援額と保護者負担額についてのおたずねにお答えいたします。 

就学援助費につきましては、学用品費、通学用品費、新入学用

品費、校外活動費、修学旅行費、通学費、学校給食費、医療費へ

の支給がございます。 

特に、議員ご質問の新入学用品費に対する支援としましては、

新入学用品にかかる費用として、小学校１年生に対して５７，０

６０円、中学校１年生に対して６３，０００円を支給しておりま

す。 

その他、ノート、筆記用具などの学用品費は、全学年児童生徒

の保護者に対して、小学校は１１，６３０円、中学校は２２，７

３０円を支給しております。 このように、一定の支援をしてお

りますが、支給の上限を上回る金額については、保護者の負担と

なっている現状がございます。 

なお、新入学用品費につきましては、就学援助の対象の方が入

学前に受給できる制度となっております。中学校及び義務教育学

校後期課程への新入生におきましては、就学援助の認定を既に受

けている小学校６年生の保護者の方に対して、新たな手続きをす

ることなく、入学前までに支給をいたしております。 

小学校及び義務教育学校前期課程への新入生に対しましては、

１１月に対象者のいる全世帯に対し、就学援助の申請に係る案内

文書を郵送しております。 

支援を希望される方はオンラインにより申請の手続きを行って

いただき、保護者の負担がなるべくかからないようにしており、

中学校と同じく入学前までに支給をいたしております。 
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【２回目】 

・特に、学校教育費の中で、中学

校の制服は大きな割合を占めて

いると考える。さきほど平均額

を示していただいたが、最高価

格、最低価格をお示しいただき

たい。 

 

 

 

【３回目】 

・最高値と最安値を比較すると、

男子生徒が約３万４千円の差

額、女子が約２万５千円の差額

が出ている。なぜ同じ制服なの

に金額が違うのですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【４回目】 

・制服のデザインを新しく変え

た学校の制服価格について、最

高値、最安値を伺いたい。 

 

本市における市立の中学校の制服にかかる費用の最高価格、最

低価格について、お答えいたします。 

中学校の制服につきましては、各学校が指定しておりますもの

を、複数の店舗が取扱っており、それぞれの販売店によって価格

が異なります。そのようなことから、すべてを把握しているわけ

ではございませんが、制服の最高価格は、男子がおよそ５８，０

００円、女子がおよそ５９，０００円でございます。 

最低価格は、男子がおよそ２４，０００円、女子がおよそ３

４，０００円でございます。 

 

 

なぜ制服の金額が異なるのかとのご質問についてお答えいたし

ます。 

学校において制服を選定する際には、平成３０年３月１９日付

け文部科学省通知である「学校における通学服等の学用品等の適

切な取扱いについて」に従い、できるだけ、保護者の経済的負担

が過重なものとならないよう留意しながら進めております。 

一定の価格の差が生じておりますのは、旧来の学生服と、新た

にデザインされた制服を導入する学校との差によるところが大き

い状況でございます。 

具体的に申し上げますと、本市におきまして、最も低廉な価格

である学校の制服は、一般に「標準型学生服」と呼ばれる、男子

用、黒の詰襟デザインの学生服でございます。古くは明治時代か

ら着用されたともいわれ、全国的な生産量や流通も多いものでご

ざいます。 

その一方で、ここ数年で制服にも多様性や個人の尊重という観

点が加わり、ジェンダーレス化が進む中、性別を問わないブレザ

ータイプの制服を選択する学校が増加している傾向にあります。 

新しい制服の導入では、「多様性」と「着やすさ」が重視され

る傾向にあり、男女でほとんどシルエットが変わらないタイプ

や、利き手によって前合わせを自由に変えられるタイプなど、多

様なニーズへの対応がなされております。 

価格といたしましては、学校ごとにデザインが異なる点から、

標準学生服より高い価格設定となっておりますが、新しい制服の

導入に当たっては、生徒の声を十分に反映させ、保護者や地域住

民にも意見をいただきながら決定するよう留意され、また、導入

までの期間には猶予を持たせ、切り替えのタイミングにおいて

は、一定期間、新旧の制服を選択できるよう配慮しております。 

 

 

制服のデザインを新しく変えた学校の制服価格についてお答え

いたします。 

先ほど申し上げました、およそ５８，０００円が男子の最高価

格、およそ５９，０００円が女子の最高価格でございます。 
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【５回目】 

・制服をはじめとした学校教育

費の保護者負担額について、学

校・地域間に大きな格差が出な

いような教育委員会の手立てに

ついて伺いた 

い 

 

 

また、最低価格は、男女ともにおよそ４７，０００円となって

おります。 

さきほど申し上げた通り、販売店により価格の差がございまし

て、最高価格のおよそ５８，０００円の制服を採用している学校

の制服は、別の販売店では、およそ４８，０００円で販売されて

いるとの事例もございました。 

いずれにしましても従来の制服と比べ、価格が高くなっている

状況でございます。 

 

 

学校・地域間に大きな格差が出ないような教育委員会の手立て

についてお答えいたします。 

冒頭で申し述べました「教材費」につきましては、各学校にお

いて、保護者の大きな負担にならないよう配慮しております。そ

の教材費の徴収状況については、毎年教育委員会に報告を求めて

おり、他の学校に比べ、大きな金額の差がある場合は改善を促し

ております。 

また、学校によっては、児童生徒の１人１台端末におけるＡＩ

型ドリルを活用することにより、教材費の中に含む問題集等を購

入せず、負担を軽減する取組をしております。そのような取組を

市内各学校にも周知し、指導を継続してまいります。 

 

今後、多様性を認め、機能性を高める観点から、制服を新しい

デザインに変更する学校が増えることも想定されます。そのデザ

インや価格等につきましては、学校を主体として、生徒・保護

者・地域のご理解を得た上で採用されるものと認識しておりま

す。 

したがいまして、各学校における価格の差に配慮しながら、就

学援助制度の支給額にできるだけ近づけるよう、また、入学準備

品の価格につきましては、できるだけ早い段階で保護者に情報提

供ができるよう、指導してまいります。 

教育委員会といたしましては、すべての保護者の方々が安心し

てお子様を学校に通わせることができるよう、また、新入学児童

生徒が希望をもって、新しい生活を踏み出すことができる環境整

備に努めてまいります。 
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●第三次佐世保市子ども読書プラン　重点施策における数値目標の考察（→第四次の方向性）

令和11年度

目標 実績 目標

小 学 校 6 年
生 17.60% 18.10% 27.00% 未達 見直し 小学校 82.50% 90%

中 学 校 3 年
生 27.50% 28.00% 36.30% 未達 見直し 中学校 67.20% 75%

小学校 89冊 86.4冊 90.9冊 達成 継続 小学校 90.9冊 96冊

中学校 13.5冊 13.0冊 13.4冊 達成 継続 中学校 13.4冊 16冊

小学校 86% 84.00% 80.40% 未達 継続 小学校 80.40% 86%

中学校 37% 35.80% 19.20% 未達 継続 中学校 19.20% 25%

小学校 96.10% 94.10% 99.00% 達成

中学校 98.10% 97.10% 100.40% 達成

小学校 40% 38.00% 45.70% 達成 継続 小学校 45.70% 70%

中学校 40% 36.60% 53.80% 達成 継続 中学校 53.80% 80%

（５）市立図書館における
学校等への支援件数

714.8件 447件 未達 継続

市立図書館職員が学校等へ支援（市立図書館見学時のおはなし
会、出前講座含む）を行う件数を数値目標に設定する。
（一日3件×4日×4週×10月＝480件）

447件 480件

（６）市立図書館における
学校等への貸出冊数

8717.8
冊

4,903冊 未達 継続
児童生徒数の減少などに伴い、学校及び幼稚園・保育園等の貸
し出し冊数が年々減少していることを踏まえ、令和5年度と同程度
を目標に設定する。

4,903冊 5,000冊

（７）調べる学習コンクー
ルへの応募点数

100.6点 42点 未達 継続
令和６年度から応募点数向上のため、図書館主催の調べる学習
講座の受講生定員を増やしたこともあり、２割増を目標に設定す
る。

42点 50点

現状把握と保育施設における読書環境を整える第一歩として新規
で数値目標を設定し、環境整備に関する情報の共有等を行いな
がら、環境の向上を目指すもの。

　 85%

新数値目標

（１）平日に本を全く読ま
ない子どもの割合

（２）学校図書館の本の
貸出冊数（一人あたりの
貸出冊数）

（４）-1学校図書整備状
況（蔵書率）

（４）-2図書標準冊数を
達成している学校の割合

　
廃止（同

義のものと
一本化）

（３）授業において学校
図書館を月4回以上活用
した学校の割合

（５）市立図書館における学
校等への支援件数

（６）市立図書館における学
校等への貸出冊数

（７）調べる学習コンクール
への応募点数

720件

実質的に平日に本を読む環境はあるが(R5朝読実施率　小学校
95.7％、中学校100％）、学校・家庭・平日・休日関わらず本に親しむ子
どもが増えることを目指すべきでは・・等の関係機関委員の意見等もあ
り、改めて目標を見直し、「第5次長崎県子ども読書推進計画」の同項目
の目標を参考に本市の現状に鑑みて設定したもの。
学校図書館運営に係る研修会の充実等を通して、読書を楽しむ取組や
読書環境の整備・充実が図られることを考慮して設定している。

学校図書館の貸出冊数については、読書量だけでなく、読書の質
の向上も求められることも考慮し設定している。好きな本を々読
む、電子書籍で読むなど、様々な読書形態の多様化していること
から、小学校で平均96冊、中学校で平均16冊を目標値として設定
した。

授業における学校図書館活用（月４回以上）の割合を小学校は年
1％、中学校は年 1.2％上昇を目標に数値を設定する。

（４）－１学校図書整備状況（蔵書率）は、本市全体の蔵書率であ
り、（４）－２図書標準冊数を達成している学校（＝蔵書率100％以
上の学校）の割合を伸ばすことが、子ども達の読書環境の充実の
為の指標としてより意味を持つものであると考え、第四次では１つ
に絞ることとしたもの。
次期の標準冊数については、小中学校ともに20％上昇することを
目標値として設定する。 （４）図書標準冊数

を達成している学
校の割合

（２）学校図書館の
本の貸出冊数（一
人あたりの貸出冊
数）

（３）授業において
学校図書館を月4
回以上活用した学
校の割合

 

第三次佐世保市子ども読書プラン 第四次佐世保市子ども読書プラン

検討内容・次期設定理由R5年度
進捗

第四次の
方向性（継
続・廃止

等）

数値目標
令和6年度

目標

令和5年度

実績

R5年度

新規
（８）保育施設における絵本
コーナーまたは図書室を設置
している施設の割合

新規
（１）本を読むことは
好きですか

9,000冊

104点
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改   定   後（第四次） 改   定   前（第三次） 
 

目  次 
 
第１章 計画策定の趣旨……………………………………………● 

 
 １ 計画策定の目的…………………………………………………● 

 

 ２ めざす子ども像…………………………………………………● 

 

 ３ 基本方針…………………………………………………………● 

 

 ４ 計画の期間………………………………………………………● 

 

 
第２章 第三次計画における取組と成果及び課題…………● 

 
１ 家庭・地域における読書活動の推進………………………● 

  

 ２ 幼稚園・保育所等における読書活動の推進………………● 

 

 ３ 学校における読書活動の推進………………………………● 

 

 ４ 図書館における読書活動の推進……………………………● 

 

 ５ 読書に関わるボランティアへの支援………………………● 

 
 
第３章 第四次計画における子どもの読書活動推進 

のための取組…● 
  
 １ 家庭・地域における読書活動の推進………………………● 

  

 ２ 幼稚園・保育所等における読書活動の推進………………● 

 

目  次 
 
第１章 計画策定の趣旨……………………………………………１ 

 
 １ 計画策定の目的…………………………………………………１ 

 

 ２ めざす子ども像…………………………………………………２ 

 

 ３ 基本方針…………………………………………………………３ 

 

 ４ 計画の期間………………………………………………………３ 

 

 
第２章 第二次計画における取組と成果及び課題…………４ 

 
１ 家庭・地域における読書活動の推進………………………７ 

  

 ２ 幼稚園・保育所等における読書活動の推進………………９ 

 

 ３ 学校における読書活動の推進………………………………１１ 

 

 ４ 図書館における読書活動の推進……………………………１４ 

 

 ５ 読書に関わるボランティアへの支援………………………１６ 

 
 
第３章 第三次計画における子どもの読書活動推進 

のための取組…１７ 
  
 １ 家庭・地域における読書活動の推進………………………１７ 

  

 ２ 幼稚園・保育所等における読書活動の推進………………１９ 
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改   定   後（第四次） 改   定   前（第三次） 
 

３ 学校における読書活動の推進………………………………● 

 

 ４ 市立図書館における読書活動の推進………………………● 

 

 ５ 読書に関わるボランティアへの支援………………………● 

 

第４章 重点施策…………………………………………………● 
 

 １ 重点施策………………………………………………………● 

 

 ２ 数値目標………………………………………………………● 

 

 ≪参考資料≫………………………………………………………● 

 

≪政策の体系≫……………………………………………………● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 学校における読書活動の推進………………………………２１ 

 

 ４ 市立図書館における読書活動の推進………………………２２ 

 

 ５ 読書に関わるボランティアへの支援………………………２５ 

 

第４章 重点施策…………………………………………………２７ 
 

 １ 重点施策………………………………………………………２７ 

 

 ２ 数値目標………………………………………………………２７ 

 

 ≪参考資料≫………………………………………………………２９ 

 

≪政策の体系≫……………………………………………………３５ 
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改   定   後（第四次） 改   定   前（第三次） 
 

 

第１章 計画策定の趣旨 

 

 

１ 計画策定の目的 

 

読書は、子どもが言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造

力を豊かなものにし、人生をより深く生きる力を身に付けていく上

で欠くことができないものです。 

社会の変化が加速度を増す中、子どもたちを取り巻く環境は大き

く変化しており、インターネットやスマートフォンの普及、またそ

れを活用した SNS1等コミュニケーションツールの多様化は、利便性

の向上と同時に、デジタル媒体への依存度を強め、活字離れの進行

や読書・学習意欲の低下にも影響を及ぼしています。また、年齢が

上がるにつれて本を読まなくなる割合が高まる傾向にあり、これを

防ぐためにも、幼少期から本に親しむ習慣を身に着け、自ら学ぶ楽

しさや知る喜びを体得することは重要であり、生涯にわたる学びを

助け、個々のウェルビーングの実現に資することにも繋がります。 

 

国においては、平成 13 年 12 月に「子どもの読書活動の推進に関

する法律」が施行され、翌年 8月には「子どもの読書活動の推進に関

する基本的な計画」が策定されました。現在は、令和 5年に策定され

た第五次計画をもとに推進されています。 

 

長崎県でも、令和 6年 3月に第五次計画が策定されたところです。 

 

あわせて、学習指導要領 2では、生きる力を育むことを目指し、知識及び

技能の習得と、思考力、判断力、表現力等の育成のバランスを重視した

上で、知識の理解の質を高め、確かな学力を育成することが重点に置か

れています。 

 

 

 子どもたちが豊かな人生を切り拓いていくために、学校教育に

 

第１章 計画策定の趣旨 

 

 

１ 計画策定の目的 

 

読書は、子どもが言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造

力を豊かなものにし、人生をより深く生きる力を身に付けていく上

で欠くことができないものです。 

子どもたちを取り巻く環境は日々変化していますが、とりわけ、

インターネットやスマートフォンの普及は、情報収集の手段として

の読書離れ・活字離れに影響を及ぼしています。また、年齢が上が

るにつれ本を読まなくなる傾向にあり、これを防ぐためにも幼少期

から本に親しむ習慣を身に着けることは重要だと言えます。 

 

 

 

 

 

国において、平成 13 年 12 月に「子どもの読書活動の推進に関す

る法律」が施行され、翌年 8月には「子どもの読書活動の推進に関す

る基本的な計画」が策定されました。現在は、平成 30年に策定され

た第四次計画をもとに推進されています。 

 

長崎県でも、平成 31 年 3月に第四次計画が策定されたところです。 

 

あわせて、小学校では令和 2 年度から、中学校では令和 3 年度から新学

習指導要領 1 に基づいた教育が全面実施されますが、新学習指導要領で

は、生きる力を育むことを目指し、知識及び技能の習得と、思考力、判

断力、表現力等の育成のバランスを重視した上で、知識の理解の質を高

め、確かな学力を育成することが重点に置かれています。 

 

各教科等を通じて言語活動の充実を図ることが求められており、
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改   定   後（第四次） 改   定   前（第三次） 
 

は学習の基盤となる資質・能力（言語能力・情報活用能力、問題発

見・解決能力等）の育成が求められており、これらの資質・能力の

育成のために、学校図書館の果たす役割はより一層重要なものとな

っています。 

 

さらに、それまで法的根拠がなかった学校司書 3 については、平

成 26 年 6 月の学校図書館法の一部改正により配置努力規定が盛り

込まれ、学校図書館の運営の改善及び向上と、児童生徒及び教員の

一層の利用促進が求められています。 

 

佐世保市においては、平成 22 年 3 月に第一次子どもの読書活動

推進計画「読書大好き佐世保っ子プラン 21」、平成 27年には「読書

大好き佐世保っ子プラン（第二次）」を策定、令和 2 年には「第三

次佐世保市子ども読書プラン」を策定し、関係課が連携し推進して

きました。 

 

―――――――――― 

1 SNS    ｿｰｼｬﾙ･ﾈｯﾄﾜｰｷﾝｸﾞ･ｻｰﾋﾞｽの略称で、web 上で、社会的ネットワークを 

構築可能にするサービスのこと。 

 

2  学習指導要領  全国のどの地域で教育を受けても、一定の水準の教育を受けられ

るようにするため、文部科学省が、学校教育法等に基づき、各学

校で教育課程（カリキュラム）を編成する際の基準を定めている

もの。 

 

3 学校司書   専門的な知識・経験を有する学校図書館担当事員のこと。制度上

の資格の定めはないが各地方公共団体で採用時にそれぞれの実

情に応じ司書資格等要件を求めて募集している。 

 

 

第三次計画では、第二次計画の進捗状況を踏まえ、本の貸出冊数

や図書の整備状況など 7つの指標を設定し、子どもの読書活動の推

進に取り組みました。第三次計画においては、指標である「学校図

学習指導や読書指導において、学校図書館の果たす役割が一層重要

なものとなっています。 

 

 

 

さらに、それまで法的根拠がなかった学校司書 2 については、平

成 26 年 6 月の学校図書館法の一部改正により配置努力規定が盛り

込まれ、学校図書館の運営の改善及び向上と、児童生徒及び教員の

一層の利用促進が求められています。 

 

佐世保市においては、平成 22 年 3 月に第一次子どもの読書活動

推進計画「読書大好き佐世保っ子プラン 21」、平成 27年には「読書

大好き佐世保っ子プラン（第二次）」を策定し、関係課が連携し推進

してきました。 

 

 

―――――――――― 

 

 

 

1 学習指導要領  全国のどの地域で教育を受けても、一定の水準の教育を受けら 

れるようにするため、文部科学省が、学校教育法等に基づき、各学

校で教育課程（カリキュラム）を編成する際の基準を定めているも

の。 

   

2 学校司書   専門的な知識・経験を有する学校図書館担当事員のこと。制度上

の資格の定めはないが各地方公共団体で採用時にそれぞれの実

情に応じ司書資格等要件を求めて募集している。 

 

 

第二次計画では、第一次計画の進捗状況を踏まえ、本の貸出冊数

や図書の整備状況など 7つの指標を設定し、子どもの読書活動の推進

に取り組みました。第二次計画においては、指標である「学校図書館
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書館の本の貸出冊数（一人あたりの貸出冊数）」や「学校図書整備状

況（蔵書率）」など概ね進捗がみられる分野もありますが、目標値に

は達していない項目もあります。 

 

また、読書推進として、本を読むだけでなく、本を通した人との

コミュニケーション、本を使った学習など、さまざまな形で本と関

わる機会を創出することが求められています。 

 

そこで、第三次計画が令和六年で計画期間満了を迎えるにあた

り、このような進捗状況を踏まえ、新たに第四次計画を策定し、子

どもの読書活動の推進に取り組んでいきます。 

 

第三次計画同様、子どもが読書を通して幅広い知識を身につけ、

感性豊かで人間性あふれる子どもに成長することを願って、子ども

が自ら本に親しむ機会の創出と読書環境の整備充実のための方針

及び具体的な施策を明らかにし、市全体で取組を推進するため「第

四次佐世保市子ども読書プラン」を策定します。 

 

 

２ めざす子ども像 

 

 

計画策定の目的である「読書を通して幅広い知識を身に付け、感

性豊かで人間性あふれる子ども」の具体的な姿を、次の 3つの「め

ざす子ども像」としてイメージし、次頁に示す基本方針の下、推進

していきます。 

 

○本とのふれあいを楽しむ子 

 

多くの本と出会うことにより、読書への興味関心がわき、感性が育まれ

る。 

 

○本から学び、知ることの喜びを感じる子 

の本の貸出冊数（一人あたりの貸出冊数）」など概ね進捗がみられる分

野もありますが、目標値には達していない項目もあります。 

 

 

また、読書推進として、本を読むだけでなく、本を通した人との

コミュニケーション、本を使った学習など、さまざまな形で本と関

わる機会を創出することが求められています。 

 

そこで、第二次計画が令和元年で計画期間満了を迎えるにあた

り、このような進捗状況を踏まえ、新たに第三次計画を策定し、子

どもの読書活動の推進に取り組んでいきます。 

 

第一次、第二次計画同様、子どもが読書を通して幅広い知識を身

につけ、感性豊かで人間性あふれる子どもに成長することを願っ

て、子どもが自ら本に親しむ機会の創出と読書環境の整備充実のた

めの方針及び具体的な施策を明らかにし、市全体で取組を推進する

ため「第三次佐世保市子ども読書プラン」を策定します。 

 

 

２ めざす子ども像 

 

 

計画策定の目的である「読書を通して幅広い知識を身に付け、感

性豊かで人間性あふれる子ども」の具体的な姿を、次の 3つの「め

ざす子ども像」としてイメージし、次頁に示す基本方針の下、推進

していきます。 

 

○本とのふれあいを楽しむ子 

 

多くの本と出会うことにより、読書への興味関心がわき、感性が育まれ

る。 

 

○本から学び、知ることの喜びを感じる子 
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本から学び、知ることの楽しさ、喜びを感じることにより、

更なる探求心や真理を求める態度が培われ、知性が磨かれる。 

 

 

○本で得た知識を生活に活かし、自分の考えや思いを表現すること

ができる子 

 

読書を通して身につけた知識や感性によって、自己の学習

意欲を高めたり、読書で得た体験や思いを周りの人と共有す

るなど、世代を超えて人とのつながりを構築できる人間性が

培われる。 

 

 

３ 基本方針 

 

 

この計画を推進し実現させるためには、「読書に親しむことので

きる場」と「豊富な資料」そして「子どもに本を手渡す専門的職員」

の 3要素を充実させることが不可欠です。 

 

また、子どもに関わるすべての大人が読書の重要性を認識し、社

会全体で取り組んでいくことが大切です。 

 

よって、以下の基本方針のもと、各施策に取り組んでいきます。 

 

 

（１）家庭、学校、幼稚園・保育所、地域等において、子どもの発

達段階に応じた読書に親しむ機会の充実を図ります。 

 

 

（２）市立図書館をはじめ、学校、幼稚園・保育所、地区コミュニティ

センター等の図書館（室）の整備充実を図り、子どもが本に親し

 

本から学び、知ることの楽しさ、喜びを感じることにより、

知性が磨かれる。 

 

 

○本で得た知識を生活に活かし、自分の考えや思いを伝えることの

できる子 

 

読書を通して身につけた知識や感性によって、自己を高め

たり、人とのつながりを構築できる人間性が培われる。 

 

 

 

 

３ 基本方針 

 

 

この計画を推進し実現させるためには、「読書に親しむことので

きる場」と「豊富な資料」そして「子どもに本を手渡す専門的職員」

の 3要素を充実させることが不可欠です。 

 

また、子どもに関わるすべての大人が読書の重要性を認識し、社

会全体で取り組んでいくことが大切です。 

 

よって、以下の基本方針のもと、各施策に取り組んでいきます。 

 

 

（１）家庭、学校、幼稚園・保育所、地域等において、子どもの発

達段階に応じた読書に親しむ機会の充実を図ります。 

 

 

（２）市立図書館をはじめ、学校、幼稚園・保育所、地区公民館等の図

書館（室）の整備充実を図り、子どもが本に親しみやすい読書環
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みやすい読書環境をつくります。 

 

（３）市立図書館職員や教職員、保育士、保育教諭 4、図書ボラン

ティア等、子どもと本を結びつける、さらには本を通じて人と

人を結びつける人材の育成、充実を図ります。 

 

 

（４）市立図書館、学校、幼児教育センター、地区コミュニティセ

ンターなど、子どもの読書活動に関わる機関の緊密な連携、

協力を図り、横断的な読書活動を推進します。 

 

 

なお、この計画に言う「子ども」とは、おおむね 18歳以下のすべ

ての子どもを示しますが、幼いころからの読書の習慣づけの大切さ

を鑑み、乳幼児から小・中学生を中心に読書活動の推進を図ってい

きます。 

 

また、この計画に述べる「学校」及び「小中学校」については、小・

中学校及び義務教育学校を示すこととします。 

 

 

 

 

４ 計画の期間 

 

 

令和 7年度から令和 11年度までの 5年間 

 

―――――――――― 
3 4 保育教諭  「幼稚園教諭免許状」と「保育士資格」の両方の免許・資格を

有するもの。認定こども園法の改正（平成 24 年 8 月公布）

により、新たに学校教育と保育を一体的に提供する施設「幼保

連携型認定こども園」が制度化（平成 27 年 4 月施行予定）

境をつくります。 

 

（３）市立図書館職員や教職員、保育士、保育教諭 3、図書ボラン

ティア等、子どもと本を結びつける、さらには本を通じて人と

人を結びつける人材の育成、充実を図ります。 

 

 

（４）市立図書館、学校、幼児教育センター、地区公民館等、子ど

もの読書活動に関わる機関の緊密な連携、協力を図り、横断

的な読書活動を推進します。 

 

 

なお、この計画に言う「子ども」とは、おおむね 18歳以下のすべ

ての子どもを示しますが、幼いころからの読書の習慣づけの大切さ

を鑑み、乳幼児から小・中学生を中心に読書活動の推進を図ってい

きます。 

 

また、この計画に述べる「学校」及び「小中学校」については、小・

中学校及び義務教育学校を示すこととします。 

 

 

 

 

４ 計画の期間 

 

 

令和 2年度から令和 6年度までの 5年間 

 

―――――――――― 

 3 保育教諭  「幼稚園教諭免許状」と「保育士資格」の両方の免許・資格を

有するもの。認定こども園法の改正（平成 24 年 8 月公布）

により、新たに学校教育と保育を一体的に提供する施設「幼保

連携型認定こども園」が制度化（平成 27 年 4 月施行予定）
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されたことによるもの。 

 

第２章 第三次計画における取組と成果及び課題 

 

 

第三次計画では、次の 4項目を重点施策として掲げ、子どもの読

書活動の推進を図ってきました。 

 

 

 

 

 １ 家庭での読書活動の推進 

 ２ 読書に関する講座や研修会等の充実 

 ３ 学校司書の効果的配置及び「学習センター」としての学校図書館

の機能充実 

 ４ 関係機関の連携による本を活用した発表の場の提供 

 

 

「市立図書館における子ども（18 歳以下）の貸出冊数」は、過去

10 年の間で平成 26年度の 277,868 冊をピークに減少傾向であり、

特に中高生の減少率は 40％を超えています。一方で小中学校にお

いては、司書教諭や学校図書館担当職員、学校司書等が連携した読

書推進活動を継続的に実施することで、令和５年度の一人あたりの

貸出冊数は小学校で目標値を達成し、中学校も目標値に迫っていま

す。学校内で計画的に本に触れる時間をつくることで、読書習慣の

定着にも一定の効果があると考えられます。しかし「平日にまった

く本を読まない子」の割合も少しづつ上昇しており、読書の良さを

実感し、自ら読書に親しもうとする児童生徒を育成する必要があり

ます。 

 

また、平成 17 年度に 3 名からスタートした学校司書は、平成 18 年

度に 4名、平成 23 年度に 17 名、平成 24 年度は 18名、平成 28年度は 20

名、令和元年度からは 23名配置するなど、学校図書館の人的充実にも努

されたことによるもの。 

 

第２章 第二次計画における取組と成果及び課題 

 

 

第二次計画では、4つの推進施策を掲げ、子どもの読書活動の推

進を図ってきました。 

 

中でも、次の項目を重点施策として推進に努めてきました。 

 

 

 １ 家庭での読書活動の推進 

 ２ 読書に関する講座や研修会等の充実 

 ３ 学校司書の効果的配置及び「学習センター」としての学校図書館

の機能充実 

 ４ 市立図書館を核とする関係機関の連携による推進 

 

 

「市立図書館における子ども（18 歳以下）の貸出冊数」は、平成

26 年度の 277,868 冊をピークに減少傾向であるものの、全小中学

校で実施している朝の全校一斉読書活動の継続や、授業で学校図書

館を利用する頻度が高くなったことにより小中学校の学校図書館

の貸出冊数が増加しています。学校内で本に触れる時間をつくるこ

とで、家庭での読書習慣の定着にも一定の効果があると考えられま

す。 

 

 

 

 

 

また、平成 17 年度に 3名からスタートした学校司書は、平成 18

年度に 4 名、平成 23 年度に 17 名、平成 24 年度は 18 名、平成 28

年度は 20名、令和元年度は 23名配置するなど、学校図書館の人的
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め、加えて、平成 24 年度に学校図書管理システムを導入、平成 25 年度

から運用し、令和元年度及び令和６年度には、システムのバージョンア

ップを行いました。 

児童生徒及び書誌データの電算化を行うことで、貸出に係る時間の

削減や蔵書管理の効率化につながっています。また、システムにより

児童生徒の読書傾向の把握が可能となったことで、選書や読書指導の

充実を図っています。 

 

さらに、市立図書館では小中学校への司書派遣をはじめ、地区ｺ

ﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ、図書ボランティア団体、地域子育て拠点施設等に対し、

図書館（室）の環境整備や蔵書点検、選書による団体貸出 5、授業

支援、研修の企画や講師対応、各種相談業務など、さまざまな支援

を行いました。 

 

その結果、学校においては、おはなし会やブックトークの開催、

団体貸出の活用や調べ学習の充実等、市立図書館との連携による学

校図書館の機能充実を図ることができました。 

 

 

学校や地区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰでの取組が進んだ一方で、家庭での読書の推

進については、家読講演会の開催や啓発チラシの配布等により、周知・

啓発に取り組みましたが、十分な成果はあがっていない状況です。 

 

 

 

――――――――― 

5 団体貸出 市立図書館が学校や保育所などの団体・グループに、図書館資料をま

とめて貸し出すこと。 

 

 

 

 

 

充実にも努め、加えて、平成 24 年度に学校図書管理システムを導

入、平成 25 年度から運用し、令和元年度にシステムのバージョン

アップをすることで、児童生徒及び書誌データの電算化を行い、管

理の効率化と利用の活性化を図っています。 

 

 

 

 

さらに、市立図書館では小中学校をはじめ、地区公民館、図書ボラ 

ンティア団体、地域子育て拠点施設等に対し、図書館（室）の環

境整備や蔵書点検、選書による団体配送 4、授業支援、研修の企画

や講師対応、各種相談業務など、さまざまな支援を行いました。 

 

 

その結果、学校においては、出前講座 5の利用によるおはなし会

やブックトークの開催、団体貸出の活用による調べ学習の充実等、

市立図書館との連携による学校図書館の機能充実を図ることがで

き、授業への図書館活用増加にもつながっています。 

 

学校や地区公民館での取組が進んだ一方で、家庭での読書の推進は

不十分な状況です。家読講演会の開催、啓発チラシの配布等、家庭で

の読書推進に取り組みましたが、家庭での読み語り（週 1回以上）の

実施率は年々低下しています。 

 

 

――――――――― 

4 団体配送 市立図書館が学校や保育所などの団体・グループに、図書館資料をま 

とめて貸し出すこと。 

 

5 出前講座 佐世保市の職員が市民グループの要望に応じ、地域に出向き、市の仕 

事等についてお話をする講座のこと。市立図書館では、おはなし会やブックトーク等

を行っている。 
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重点施策の数値目標に対する実績 

（１）平日に本を全く読まない子どもの割合【単位：％】 

 実績 目標 

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 

小学 6年

生 

20.1 22.8 ‐ 28.1 29.5 27.0 17.6 

中学 3年

生 

30.0 33.5 ‐ 31.0 35.6 36.3 27.5 

※R2 年度はコロナ禍で未実施〔全国学力・学習状況調査〕 

 

（２）学校図書館の本の貸出冊数（一人あたりの貸出冊数）【単位：冊】 

 実績 目標 

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 

小学校 76.1 74.0 87.0 92 90.7 90.9 89.0 

中学校 11.5 11.7 14.0 15 13.7 13.4 13.5 

 

 

 

（３）授業において学校図書館を月４回以上活用した学校の割合【単

位：％】 

 実績 目標 

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 

小学校 76.0 78.3 84.8 89.1 84.8 80.4 86.0 

中学校 31.0 34.6 46.2 30.8 26.9 19.2 37.0 

 

 

 

 

 

 

重点施策の数値目標に対する実績 

（１）市立図書館における子ども（18歳以下）の貸出冊数【単位：冊】 

 実績 目標 

年

度 

H25 H26 H27 H28 H29 H30 Ｒ1 

冊

数 

275,743 277,868 266,200 260,527 256,932 258,072  303,000 

 

 

 

（２）平日に本を全く読まない子どもの割合【単位：％】 

 実績 目標 

年度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 

小学 6年

生 

23.1 21.1 19.7 21.0 23.1 20.1 18.1 

中学 3年

生 

34.1 31.7 33.0 38.0 36.6 30.0 29.1 

〔全国学力・学習状況調査〕 

 

（３）学校図書の本の貸出冊数（一人あたりの貸出冊数）【単位：冊】 

 実績 目標 

年度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 

小学校 42.2 53.0 62.6 65.1 75.0 76.1 55.0 

中学校 6.7 8.0 9.0 8.6 9.8 11.5 8.0 
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（４）－①学校図書整備状況（蔵書率）【単位：％】 

 実績 目標 

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 

小学校 86.1 91.2 92.6 94.1 97.0 99.0 96.1 

中学校 93.2 96.2 101.5 100.3 102.7 100.4 98.1 

文科省制定の基準に照らしたものです。（標準図書館図書） 

 

（４）－②図書標準冊数を達成している学校の割合【単位：％】 

 実績 目標 

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 

小学校 30.4 43.5 39.1 39.1 39.1 45.7 40.0 

中学校 23.1 38.5 50.0 57.7 57.7 53.8 40.0 

 

（５）市立図書館における学校等への支援件数【単位：件】 

 実績 目標 

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 

件数 694 751 647 582 481 447 720 

 

 

 

 

 

（６）市立図書館における学校等への貸出冊数【単位：冊】 

 実績 目標 

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 

冊数 7589 7759 7240 6732 4846 4903 9000 

 

 

 

 

 

（４）授業において学校図書館を月４回以上活用した学校の割合【単

位：％】 

 実績 目標 

年度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 

小学校 65.3 73.5 71.4 68.8 69.6 76.0 80.0 

中学校 37.3 25.9 22.2 34.6 34.6 31.0 50.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）－①学校図書整備状況（蔵書率）【単位：％】 

 実績 目標 

年度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 

小学校 75.3 78.8 80.4 79.6 83.2 86.1 93.9 

中学校 77.1 81.6 83.8 89.3 89.0 93.2 96.3 

文科省制定の基準に照らしたものです。（標準図書館図書） 

 

（６）－②図書標準冊数を達成している学校の割合【単位：％】 

 実績 目標 

年度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 

小学校 19.1 22.4 22.4 22.9 23.9 30.4 40.0 

中学校 14.8 14.8 22.2 23.1 26.9 23.1 40.0 
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（７）調べる学習コンクールへの応募点数【単位：点】 

 実績 目標 

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 

点数 87 98 33 33 71 42 104 

 

各施策の取組と成果及び課題については次のとおりです。 

 

１ 家庭・地域における読書活動の推進 

 

【取組と成果】 

 

 

（１）家庭での読書活動の啓発 

 

 

ブックスタート事業や読書講演会の開催、おすすめの絵本リス

ト・啓発チラシの配布等を行い、家庭での絵本などの読み語りや読

書の大切さについて、周知啓発を行いました。 

 

①ブックスタート 6事業の実施 

 

4 か月児を対象としたブックスタート事業を行いました。 

 

その結果、配布率は約 98％となり（R5 時点）、ブックスタートの

意義を広く伝えることができました。 

また、市立図書館で行っている発達段階に応じたおはなし会の参

加の増加にもつながりました。 

  

   

 

②家読（うちどく）講演会等の開催 

 

 

（７）市立図書館における学校等への支援件数【単位：件】 

 実績 目標 

年度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 

件数 540 543 583 379 613 694 640 

 

各施策の取組と成果及び課題については次のとおりです。 

 

１ 家庭・地域における読書活動の推進 

 

【取組と成果】 

 

 

（１）家庭での読書活動の啓発 

 

 

ブックスタート事業や読書講演会の開催、啓発チラシの配布、「家

読 10分間運動」を行い、家庭での絵本などの読み語りや読書の大切

さについて周知啓発を行いました。 

 

① ブックスタート 6事業の実施 

 

4 か月児を対象としたブックスタート事業を行いました。（平成 27

年 4 月から 9月までは 10か月児を対象） 

 

その結果、配布率は約 97％となり（Ｈ30時点）、ブックスタート

の意義を広く伝えることができました。 

また、市立図書館で行っている発達段階に応じたおはなし会の参

加の増加にもつながりました。 

    

 

② 家読（うちどく）講演会等の開催 
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家読講演会を開催し、家庭読書の啓発を行いました。令和 3 年度

はコロナ禍で開催出来なかったものの、様々なジャンルの講師を招

いて実施し、家庭における読書の大切さを周知・啓発することがで

きました。 

 

 

――――――――――――― 
5 6 ブックスタート 赤ちゃんと保護者が肌のぬくもりを感じながら、言葉と心

を通わせるかけがえのないひとときを、絵本を介して持つことを      

応援する運動。４か月児健康診査時に、絵本などを配布する。 

 

（２）各地区コミュニティセンターでの読書の推進 

 

早岐・相浦・世知原・宇久の分館的図書室及び地区コミュニティ

センター図書室の環境整備や読書に関する講座の開催、地域への広

報等に取り組みました。令和２年度はコロナ禍により、前年に比べ

利用者数及び貸出冊数が約３～４割減少しましたが、ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰだ

より等を活用したり、他のイベントと読書につながりを持たせるな

どの工夫をすることで、利用者数・貸出数の回復につながりました。 

 

①コミュ二ティセンター講座の充実  

 

本の読み聞かせや紙芝居、おはなしコンサートなどの講座をはじ

め、移動図書巡回、読書感想画コンテストなどを行いました。毎年継

続的に行うことで、図書館等になかなか足を運べない人に対して、

本に触れる機会の提供に繋がりました。 

 

②コミュ二ティセンター図書室の環境整備 

 

コミュニティセンターの改修等に伴う整備において、図書室スペ

ースの拡充や書架の整備等により、利用しやすく、本に親しみやす

い環境整備を行いました。 

 

家読講演会を開催し、家庭読書の啓発を行いました。様々なジャ

ンルの講師を招き、講演会を 2 部構成にして保護者と子どもが一緒

に参加できるワークショップを取り入れるなど、手法を工夫した取

り組みを行いました。50 名～100 名の参加があり、満足度の高い結

果となっています。親子で参加できるようにすることで、子どもと、

その保護者の双方に啓発を行うことができました。 

――――――――――――― 
5 6 ブックスタート 赤ちゃんと保護者が肌のぬくもりを感じながら、言葉と心

を通わせるかけがえのないひとときを、絵本を介して持つことを応援する

運動。４か月児健康診査時に、絵本などを配布する。 

 

（２）各地区公民館での読書の推進 

 

早岐・相浦・世知原・宇久の分館的図書室及び地区公民館図書室

の環境整備や読書に関する講座の開催、地域への広報等に取り組ん

だ結果、利用者数及び貸出冊数が増加しました。 

 

 

 

 

① 公民館講座の充実 

 

本の読み聞かせや紙芝居、おはなしコンサートなどの講座をはじ

め、移動図書巡回、読書感想文コンクールを行いました。毎年継続的

に行うことで、図書館等になかなか足を運べない人に対する本に触

れる機会の提供に繋がりました。 

 

② 公民館図書室の環境整備 

 

公民館の移転等に伴う整備において、図書室スペースの拡充や書

架の整備等により、利用しやすく、本に親しみやすい環境整備を行

いました。 
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③コミュニティセンター職員研修会の開催 

読書に関するテーマを取り入れた研修会を開催する予定でした 

が、コロナ禍により十分には取り組めませんでした。 

 

 

（３）関係課連携による推進 

 ① 関係課との連携 

  小学校入学説明会時に「新一年生におすすめの本リスト」を配布し

ました。毎年約 2,000 名の子ども（保護者）に配布することができ、

新しいジャンルの本を知るきっかけに繋がりました。 

 

 

【課題】 

 

家読講演会を行っていますが、一定数の参加はあるものの、参加人

数がなかなか伸びないため、より効果的な広報及び啓発の方法につい

て検討する必要があります。 

 

 

ハード面の環境整備だけではなく、コミュニティセンター職員に対

する書架レイアウトや選書の手法・読書の有用性の啓発にかかる研修

を行うなど、ソフト面における環境整備も行いながら、コミュニティ

センターにおける読書環境の整備を推進していく必要があります。 

 

 

２ 幼稚園・保育所等における読書活動の推進 

 

 

【取組と成果】 

 

 

 

 

③ 公民館職員研修会の開催 

研修会のなかで、読書に関するテーマを取り入れました。公民館

職員に読書の重要性について理解してもらうことで、地域での読書

活動の推進に繋がりました。 

 

（３）関係課連携による推進 

 ① 関係課との連携 

  小学校入学説明会時に「新一年生におすすめの本リスト」を配布し

ま 

した。毎年約 2,300 名の子ども（保護者）に配布することができ、新

しいジャンルの本を知るきっかけに繋がりました。 

 

【課題】 

 

家読講演会を行っていますが、参加人数が想定（定員）を下回って

いるため、より効果的な広報及び啓発活動が出来ないか検討の余地が

あります。 

 

 

ハード面の環境整備だけではなく、公民館職員に対する書架レイア

ウトや選書の手法等にかかる研修を行うなど、ソフト面における環境

整備を行いながら、公民館における読書環境の整備を推進していく必

要があります。 

 

 

２ 幼稚園・保育所等における読書活動の推進 

 

 

【取組と成果】 
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（１）絵本に親しむ機会の充実 

  

 保護者等のボランティアによる読み聞かせ会については、コロナ禍

により十分には取り組めませんでしたが、家族で参加できる読み聞か

せ絵本ライブを開催しました。また、各施設における日常保育のそれ

ぞれの場面で絵本の読み聞かせを行ったことで、子どもの絵本への興

味・関心が高まりました。 

 

 

（２）絵本の貸出による家庭読書の推進 

  

コロナ禍により、絵本の貸し出しを行うことは十分にできませんで

したが、読み聞かせリストを配布する等、家庭での読書推進に努めた

ことで、子どもの読書に対する保護者の関心が高まりました。 

 

 

 

（３）絵本コーナーの工夫と充実 

 

 絵本コーナーを設置し、絵本の貸し出しや季節や発達に応じたおす

すめの絵本の紹介を行いました。各施設で子どもの読書環境づくりに

工夫がみられ、子どもが絵本に触れる機会の増加に繋がりました。 

 

（４）保護者への啓発 

 

おすすめ絵本や子ども達が好きな絵本を園だよりやクラスだより

に記載したり、参観日の時に親子で読み聞かせの時間を設けたりする

などして、啓発につとめました。子どもが好きな絵本がわかったり、

絵本を通じて親子で会話をしたりと保護者の意識も少しずつ変わっ

てきました。 

 

 

（５）幼稚園教諭、保育士、保育教諭、放課後児童支援員等の研修会の 

（１） 絵本に親しむ機会の充実 

  

 保護者等のボランティアによる読み語り会や、家族で参加できる読

み語り絵本ライブを開催しました。各施設における日常保育のそれぞ

れの場面で絵本の読み語りを行ったことで、子どもの絵本への興味・

関心が高まりました。 

 

 

 

（２） 絵本の貸出による家庭読書の推進 

  

保護者と協力して絵本の貸し出しを行う、読み語りリストを配布す

る等、家庭での読書推進に努めたことで、子どもの読書に対する保護

者の関心が高まりました。 

 

 

 

（３） 絵本コーナーの工夫と充実 

 

絵本コーナーや図書室等を設置し、絵本の貸し出しや季節や発達に

応じたおすすめの絵本の紹介を行いました。各施設で子どもの読書環

境づくりに工夫がみられ、子どもが絵本に触れる機会の増加に繋がり

ました。 

 

（４） 保護者への啓発 

 

園によって帰りの集まり時に定期的に保護者へ読み語りボランテ

ィアをお願いしたり、参観日の時に親子で読み語りの時間を設けたり

するなどして、啓発につとめました。同じ絵本でも読み手の違いで子

どもの受け止め方も違ったり、子どもが好きな絵本がわかったり、保

護者の意識も少しずつ変わってきました。 

 

（５） 幼稚園教諭、保育士、保育教諭、放課後児童支援員等の研修会
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開催 

   

研修会を実施しました。乳幼児教育・保育施設や保護者と一緒に絵

本を楽しむ場の共有を図ったことで、共通の話題として取り上げられ

るようになりました。 

 

（６）関係機関との連携 

 

 移動図書館の利用、市立図書館や地区コミュニティセンター等の図

書室を利用したり、地域のボランティア団体と関係機関との連携を図

ったりしました。 

 

 

 

 

【課題】 

 

（１）絵本に親しむ機会の充実 

  絵本を通して、子どもの感性を豊かにしていく取組をしていますが、

さらに活用方法について啓発していくことが重要となっています。 

 

 

 

（２）絵本の貸出による家庭読書の推進 

  園からの絵本貸し出しだけでなく、市立図書館・移動図書館等の利

用の周知をしていく必要があります。 

   

 

（３）絵本コーナーの工夫と充実 

 各施設での工夫はしていますが、子ども達がより絵本に親しむこと

ができるよう、絵本コーナーの更なる充実が求められています。 

 

 

の開催 

   

読み語り研修会、絵本ライブを実施しました。乳幼児教育・保育施

設や放課後児童施設職員等と保護者と一緒に絵本を楽しむ場の共有を

図ったことで、共通の話題として取り上げられるようになりました。 

 

（６） 関係機関との連携 

 

 移動図書館の利用、市立図書館や地区公民館等の図書室を利用した

り、 

地域のボランティア団体と連携を図りました。保護者が園での読み語

りのために図書館（室）の本を利用する機会が増加しました。また、

地域のボランティアを園に招き、読み語りを実施し、連携を図ること

ができました。 

 

【課題】 

 

（１）絵本に親しむ機会の充実 

  絵本を通して、子どもの感性を豊かにしていく取組をしていますが、

さらに活用方法について啓蒙していくことが重要となっています。 

 

 

 

（２）絵本の貸出による家庭読書の推進 

  園で絵本貸し出しをしている所が増えてはきましたが、市立図書館・

移動図書館等の利用の周知をしていく必要があります。 

 

 

（３）絵本コーナーの工夫と充実 

 各施設での工夫はしていますが、施設の形態が多様化し、長時間保

育が増える中で、絵本コーナーの更なる充実が求められています。 
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（４）保護者への啓発 

 今後も引き続き、絵本の良さを伝えることで、親子で絵本に触れた

り、話題にしたりする機会が増えるように、様々な機会を通して保護

者への啓発を行うことが出来るよう、各施設への働きかけが必要です。 

 

 

 

（５）幼稚園教諭、保育士、保育教諭、放課後児童支援員等の研修会

の開催研修会等を通して絵本の活用等について学ぶ機会を設けていく

ことが重要となっています。 

 

 

（６）関係機関との連携 

関係機関や地域のボランティア団体の活動内容について、周知して

いく方法を検討していくことが必要です。 

 

 

 

３ 学校における読書活動の推進 

 

【取組と成果】 

 

（１）児童生徒の読書習慣の確立 

 

①  学校図書館教育全体計画の作成 

  すべての小中学校において、学校図書館教育全体計画が作成され

ており、計画的かつ系統的な読書活動が推進されています。全校一

斉 読書活動については、令和５年度は、小学校 43 校、中学校全校

が実施しています。 

 

② 学校図書館の読書センター、学習センター・情報センターとしての 

機能充実 

学校司書研修会において、教育研究会図書館部会との合同研修、

（４）保護者への啓発 

 様々な機会を通し保護者への啓発は行っていますが、スマホアプリ

を活用する保護者が増え、紙ベースでの絵本活用を推進していくこと

が必要です。ワークショップ等参加型の講演会にする等、参加しやす

い内容を検討していきます。 

 

 

（５）幼稚園教諭、保育士、保育教諭、放課後児童支援員等の研修会

の開催研修会等を通して絵本の活用等について学ぶ機会を設けていく

ことが重要となっています。 

 

 

（６）関係機関との連携 

関係機関や地域のボランティア団体の活動内容について、周知して

いく方法を検討していくことが必要です。 

 

 

 

３ 学校における読書活動の推進 

 

【取組と成果】 

 

（１） 児童生徒の読書習慣の確立 

 

➀ 全校一斉読書活動の充実 

  全校一斉読書活動は、平成 30 年度は、小学校全校、中学校 25 校

が活動をしています。令和元年度は実施率 98.6％、小学校では、週

あたり 1.5 回、中学校では、3.9 回実施しており、読書推進の原動力

となっています。 

 

➁ 学校図書館の読書センター、学習センター・情報センターとしての

機能充実学習センター・情報センターとしての機能充実については、

少しずつですが、進んでいます。授業で月 4 回以上図書館を活用し
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市立図書館との連携研修等を実施しました。学校図書館の環境整

備や各教科の学習活動の充実につながる選書、学校司書や図書館

と連携した学習資料の提供等に係る研修を実施しており、学習セ

ンター・情報センターとしての機能充実は、少しずつ進んでいま

す。 

 

また、読書センターとしての機能充実も図られており、読み聞

かせや様々な読書イベントなどを通して児童生徒の読書に関する

興味関心を高めました。その結果、年間貸出冊数の増加がみられ

ます。平成 30 年には、小学校 76.1 冊、中学校 11.5 冊（一人当た

り）だったものが、令和 5年度には、小学校 90.9 冊、中学校 13.4

冊と、小中学校ともに目標値を上回り、向上が図られています。 

 

（２）学校図書館の整備・充実 

① 有効な選書と蔵書率の向上 

 

学校司書の配置等により、各学校の実状に合った選書が進んでいま 

す。学校図書の蔵書率については、平成 30 年には、小学校 86.1％、中

学校 93.2％だったものが、令和 5 年度には、小学校 99.0％、中学校

100.4％ 

と向上が図られています。 

 

 

②効果的な配架、図書資料の整備 

学校司書研修会や教育研究会図書館部会との合同研修会等におい

て、児童生徒が読書に対する興味関心をより高められるような効果的

な配架方法について協議したり、各学校における工夫等について情報

共有を行ったりすることで、各校の実状に沿った配架につなげました。 

図書資料の整備についても、授業等で必要な資料、子どもに見せた

い資料など情報を収集しながら、今求められている資料の充実に取り組

んでいます。 

 

② 学校図書管理システムの効果的活用 

ている学校は、小学校 76％、中学校 31％となっており、小学校では

市立図書館の調べる学習講座を活用し、授業で生かすなど、学習情

報センターとしての機能強化が図られています。 

 

 

また、読書センターとしての機能充実も図られており、年間貸

出冊数の増加がみられます。平成 25 年に小学校 42.2 冊、中学校

6.7 冊だったものが、平成 30年には、小学校 76.1 冊、中学校 11.5

冊（一人当たり）と、小中学校ともに目標値を上回り、向上が図ら

れています。 

 

 

（２）学校図書館の整備・充実 

① 有効な選書と蔵書率の向上 

 

学校司書の配置等により、各学校の実状に合った選書が進んでいま 

す。学校図書の蔵書率については、平成 25 年に小学校 75.3％、中学校 

77.1％だったものが、平成 30年には、小学校 86.1％、中学校 93.2％ 

と向上が図られています。 

 

 

 

 

②効果的な配架、図書資料の整備 

教育研究会図書館部会が自主的に取り組んでいる図書館改造

（ビフォアフター）等で、司書教諭・学校司書等が協力して、学校図

書館整備を行っています。その際、効果的な配架方法について意見交

換をするとともに、自校の実状に沿った配架を工夫しています。 

図書資料の整備についても、授業等で必要な資料、子どもに見せた

い資料など情報を収集しながら、今求められている資料の充実に取り組

んでいます。 

 

③学校図書管理システムの効果的活用 
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  本市においては、平成 24年度に学校図書管理システムを導入して、

平成 25 年度から運用しています。 

システムの導入以降、バーコードを活用した貸出や蔵書のデータベ

ース化ができており、学校図書館業務の効率化や業務の軽減につなが

っています。 

 

④学校司書の効果的配置 

学校司書の配置は、平成 17 年度から始まっています。第二次計

画が始まった平成 26 年度は 14名でしたが、平成 28 年度に 20 名、

令和元年度に 23 名となり、拠点校方式によって小中学校全てに配

置し、読書活動推進に取り組みました。 

貸出率が目標値を上回っているのも、学校司書配置の成果と言

えます。また、学校図書館の環境整備や貸出業務に加え、学校司書

の専門的な知識を生かしたブックトークや読書アニマシオンの実

施など、授業支援についても効果的に行っています。 

 

 （３）学校司書研修会の計画的開催 

令和 5年度は、学校司書研修会を 13 回実施しました。その中で、市

立図書館児童室の支援・協力を受けて研修会を開催しました。また、

学校司書の経験年数に応じ、それぞれの勤務校に学校司書専任指導員

を派遣した実地研修を実施しました。 

司書としての専門性を学ぶ機会の確保となっただけでなく、研修を

通して学校司書間のつながりが深まったことで、情報の交流が活発と

なり、学校司書業務の質の向上に寄与しています。 

 

 （４）学校図書館に関わる職員等の研修会の開催 

司書教諭、図書館職員、学校司書、図書ボランティア等の連携を図

るための研修会を開催しました。加えて、学校司書研修会と教育研究

会が行っている教科部会・図書部会を合同開催しました。各学校の実

践報告や授業支援に係る模擬授業などを行ったことで、読書推進活動

の充実につなげています。 

 

（５）学校図書館に関わる職員等の連携 

  平成 24 年度に学校図書管理システムを導入して、平成 25 年度から

運用、令和元年度にシステムのバージョンアップを行い、システム自

体の機能強化が図られています。 

システムを利用してのデータ管理ができており、蔵書点検や貸出業

務など効果的に活用でき、業務の軽減化につながっています。 

 

④ 学校司書の効果的配置 

学校司書の配置は、平成 17 年度から始まっています。第二次計

画が始まった平成 26 年度は 14名でしたが、平成 28 年度に 20 名、

令和元年度に 23 名となり、拠点校方式によって小中学校全てに配

置し、 

読書活動推進に取り組みました。 

貸出率が目標値を上回っているのも、学校司書配置の成果と言

えます。 

 

 

 

 （３）学校司書研修会の計画的開催 

市立図書館児童室の支援・協力を受けて研修会を開催し、平成 30 年 

 度は、1・2年目研修を 11 回、3 年目以上研修を 9回行いました。その

中 

で、児童室の支援・協力を受けての開催は、司書としての専門性を学

ぶ 

機会の確保となり、学校司書の資質・能力の向上に寄与しています。 

 

 （４）学校図書館に関わる職員等の研修会の開催 

司書教諭、図書館職員、学校司書、図書ボランティア等の連携を図

るための研修会を開催しました。加えて、学校司書研修会と教育研究

会が行っている教科部会・図書部会を合同開催し、資質向上が図られ

ました。 

 

（５）学校図書館に関わる職員等の連携 

司書教諭、図書館職員、学校司書、市立図書館児童室との情報交換
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司書教諭、図書館職員、学校司書、市立図書館児童室との情報交換

や連携を図る機会を設定し、様々な立場からの意見交換を行いました。

図書館主催の講演会等に、学校司書が参加することで、専門性を高め

ることができました。また、学校司書研修会では、市立図書館児童室

職員を講師として招聘し、学校司書研への支援、小中学校への団体貸

出、司書派遣の実施などの方法について周知を図ることで、各学校に

おける児童生徒の豊かな読書活動・学習活動の充実につなげました。 

 

【課題】 

 

（１）児童生徒の読書習慣の確立・読書意欲の向上 

小中学校においては、児童生徒が図書館を利用し、読書経験を

豊かにするために読書活動の推進が求められています。児童生徒

が読書の有用性を実感するとともに、自ら読書に親しみ、読書習

慣を確立させるための取組のさらなる充実が求められます。 

 

  

学習センター・情報センターとしての学校図書館のさらなる効

果的な機能活用が求められています。児童生徒の個別最適な学び

の手段として、児童生徒用学習端末が配備されたこと等により、

学校図書館の利用が減少しています。学校司書や司書教諭、図書

館担当職員等の連携を深めることで、今後もさらに効果的な学校

図書館活用につなげていく必要があります。 

 

（２）学校図書館の整備・充実 

図書標準冊数を超えた学校が 4～5割ほどであり、今後も必要な

書籍の計画的な整備が必要です。 

 

 平成 27 年度から学校司書の配置が拠点校方式での全校配置

となったため、学校図書館の整備や活用等の研修を行い、読書活

動の充実に向けての取組が求められています。 

 

 

や連携を図る機会を設定し、様々な立場からの意見交換を通して、連

携が図られました。また、学校司書研修会に、市立図書館児童室職員

による講義及び学校司書研修会への支援、小中学校への団体貸出、司

書派遣の実施など連携による取組を行いました。 

 

 

 

 

【課題】 

 

（１）児童生徒の読書習慣の確立・読書指導の充実 

朝読書 7 はほとんどの小中学校で実施しているものの、学力向

上対策により朝読書の時間を削減している学校もあります。朝読

書の形態にこだわらず、読書習慣が確立するための取組の定着と

充実が求められます。 

 

  

学習センター・情報センターとしての学校図書館のさらなる効

果的な機能活用が求められています。特に中学校における授業で

の図書館の利活用が 3 割程度にとどまっており、学校司書や司書

教諭、図書館担当職員等の連携を深めることで、効果的な学校図

書館活用につなげていく必要があります。 

 

（２）学校図書館の整備・充実 

図書標準冊数を超えた学校が 2～3 割程度にとどまっているた

め、必要な書籍の計画的な整備が必要です。 

 

平成 27 年度から学校司書の配置が拠点校方式での全校配置と

なったため、学校図書館の整備や活用等の研修を行い、読書活動

の充実に向けての取組が求められています。 
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（３）学校司書研修会の充実 

学校図書館は、児童生徒の読書意欲の向上、探究的な学びや問題解

決的な学びの充実のために重要な役割を担っています。学校図書館が、

読書センター、情報センター、学習センターとして効果的に活用され

ることが重要です。そのためには、学校図書館における読書環境の充

実や授業における支援等に係る学校司書の資質・能力向上が不可欠で

あり、学校司書研修会の更なる充実を図る必要があります。 

  

 （４）学校図書館に関わる職員等の連携 

読書習慣の形成し自ら読書に親しむ児童生徒を育成するためには、

教職員と学校司書等の学校図書館に関わる職員等の連携が不可欠で

す。そのためには、読書活動推進に係る打ち合わせ等の時間を生み出

す必要性があります。時間確保が課題であるため、研修会に位置付け

るなど、様々な機会を利用して効果的な連携を行う必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）学校司書研修会の計画的開催 

学校図書館が、読書センター、学習情報センターとして効果的に活

用されるためには、常に学校司書の資質・能力向上を図る必要があり

ます。 

 今、求められている資質・能力は何かを見極め、計画的な研修計画 

 を作成し、開催することが求められています。 

 

 

 （４）学校図書館に関わる職員等の研修会の開催 

教職員と学校司書等の連携については、十分な時間が確保できない

ことが、課題として挙がっています。様々な機会を捉えて、合同研修

会を実 

施するとともに、研修内容についても工夫が求められます。 

 

 （５）学校図書館に関わる職員等の連携 

学校図書館充実のために情報交換を行うことは必要不可欠ですが、 

 時間確保が課題であるため、研修会に位置付けるなど、様々な機会を

利用して効果的な連携を行う必要があります。 

 

――――――――-―― 

7 朝読書 始業前に 10 分間程度、児童・生徒・教職員が本を読む等の取組。

1988 年に千葉県の高校教諭が提唱し、実践したのが始まり。 
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４ 図書館における読書活動の推進 

 

【取組と成果】 

 

（１）各種行事や出前講座 7の開催 

発達段階に応じたおはなし会やお楽しみ会などの各種行事を継続

し実施しました。 

  あわせて、学校や地域を訪問することで、市立図書館に来ることが

できない子どもたちにも、本やおはなしを届ける活動を継続して実

施しました。 

 

（２）ヤングアダルトサービス 8の情報発信 

  ヤングアダルト資料の充実や展示コーナーの拡張などを行うほ

か、市内高校等の学校案内パンフレットを配布するなど情報発信

を行いました。 

 

（３）学校等支援の充実 

①学校等に対する支援の継続 

学校図書館や地区コミュニティセンター図書室の積極的な

運営のために、適切な助言をしました。 

 

②資料収集と団体配送の拡充 

学校図書館を継続して支援するための資料収集に努めました。 

    また、学校等支援における団体配送や団体貸出を行いました。 

 

➂学校図書館向け図書リストの作成 

図書館の専門性を活かして教育課程で活用できる図書リストや

読み聞かせボランティア向けのおすすめリストを作成しまし

た。 

 
（４）地区コミュニティセンターとのネットワーク化拡充の検討 

  市立図書館と地区コミュニティセンター図書室とのネットワーク化

（取り寄せ・貸出及び返却サービス）をさらに拡充し、全地区コミュ

４ 図書館における読書活動の推進 

 

【取組と成果】 

 

（１）各種行事や出前講座 11の開催 

発達段階に応じたおはなし会やお楽しみ会などの各種行事を継

続して実施しました。 

   あわせて、学校や地域を訪問することで、市立図書館に来ること

ができない子どもたちにも、本やおはなしを届ける活動を継続して

実施しました。 

 

（２）ヤングアダルトサービス 8の情報発信 

  ヤングアダルト資料の展示や、助成金を活かしたヤングアダル

ト向け外国語資料の充実を図りました。 

  また、中高生が関心を持つようなイベントを開催しました。 

 

（３）学校等支援の充実 

① 学校等に対する支援の継続 

学校図書館や地区公民館図書室の積極的な運営のために、

適切な助言をしました。 

 

② 資料収集と団体配送の拡充 

学校図書館を継続して支援するための資料収集に努めました。 

    また、学校等支援における団体配送や団体貸出を行いました。 

 

 

① 学校図書館向け図書リストの作成 

図書館の専門性を活かして教育課程で活用できる図書リストや

読み語りボランティア向けのおすすめリストを作成しました。 

 

（４）地区公民館とのネットワーク化拡充の検討 

 市立図書館と地区公民館図書室とのネットワーク化（取り寄せ・貸

出及び返却サービス）をさらに拡充し、7 地区公民館との連携を図り
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ニティセンター（まちなかコミュニティセンター除く）との連携を図

りました。 

 
（５）絵本の読み聞かせ講座等の開催 

  令和 6年 8月から新たに読み聞かせボランティアの活動が開始し、

絵本の読み聞かせ講座を実施。読み聞かせボランティア活動の啓発に

つながりました。 

 

保育関係者、学校司書等職員、ボランティアが共に学び合えるよう

なスキルアップ研修を行いました。 

 

―――――――――― 

 

7 出前講座 佐世保市の職員が市民グループの要望に応じ、地域に出向き、市 

の仕事等についてお話をする講座のこと。市立図書館では、おはなし会やブッ

クトーク等を行っている。 

 

8 ヤングアダルトサービス 児童と成人の中間に位置している利用者層（主に 
中高生）を意識して提供するサービス。 

 

（６）関係課との連携による研修会等の開催 

子どもの読書を推進する環境を整えるために、関係課と連携し

て、研修会や講演会を開催しました。 

 

【課題】 

 学校への貸出件数及び冊数ともに減少しており、併せて依頼をする

学校数も減少しています。 

 学校への貸出冊数等の見直しを行い、利便性向上の検討を進める必

要があります。 

 

 

 

 

ました。 

 

（５）読み語り実技講座等の開催 

  読み語り実技講座等を実施し、ボランティアの養成を行いました。 

また、平成 29年から読み語りの初級講座を実施し、未経験者の多数

参加により、読み語りボランティア活動の啓発につながりました。 

 

経験値の高いボランティアが地域の指導的な立場で活動できるよう 

に、スキルアップ研修を行いました。 

 

 

―――――――――― 

 

 

 

 

 

8 ヤングアダルトサービス 児童と成人の中間に位置している利用者層（主に中 

高生）を意識して提供するサービス。 
 

（６）関係課との連携による研修会等の開催 

子どもの読書を推進する環境を整えるために、関係課と連携し

て、研修会や講演会を開催しました。 

 

【課題】 

 学校への貸出件数及び冊数は増加していますが、依頼をする学校に

偏りがあります。 

 関係各課との連携が十分ではありませんでした。 

地区公民館とのネットワーク化のさらなる拡充については、身近に

読書に親しめる環境を整えるため、地区公民館のコミュニティセンタ

ー化を見据えながら検討を進める必要があります。 
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５ 読書に関わるボランティアへの支援 

 

 

【取組と成果】 

 

 

（１）活動の場の提供 

 

市立図書館においては、ブックスタートボランティアによるブ

ックスタートパックの手渡しを行いました。 

また、読み語りボランティア「おはなしたからばこ」によるお

はなし会も令和 6年 3月まで行いました。 

   令和 6年度からは新たに読み聞かせボランティアを募集し、同年

8月から活動開始しています。また、ボランティアの活動する場を提

供しています。 

 

（２）活動内容の情報発信 

 

県と連携し、ホームページ等でボランティア活動の情報発信を

行いました。 

 

 

（３）図書ボランティア研修会の開催 

 

市立図書館では研修会等を実施し、読み聞かせボランティアな

どの養成を行いました。 

 

あわせて、「学校図書ボランティアネットワークさせぼ」等と

連携し、図書ボランティアの研修等の情報発信を行いました。 

 

また、ブックスタートボランティアなどの募集を行いました。 

 

 

５ 読書に関わるボランティアへの支援 

 

 

【取組と成果】 

 

 

（１）活動の場の提供 

 

市立図書館においては、ブックスタートボランティアによるブ

ックスタートパックの手渡しを行いました。 

また、読み語りボランティア「おはなしたからばこ」によるお

はなし会も行いました。 

さらに、市立図書館イベントなどで活動する場を提供することによ

り、参加するボランティアグループの数が増えました。 

 

（２）活動内容の情報発信 

 

県と連携し、ホームページ等でボランティア活動の情報発信を

行いました。 

 

 

（３）図書ボランティア研修会の開催 

 

市立図書館では研修会等を実施し、読み語りボランティアなど

の養成を行いました。 

 

あわせて、「学校図書ボランティアネットワークさせぼ」等と

連携し、図書ボランティアの研修会を行いました。 

 

また、ブックスタートボランティアなどの募集を行いました。 
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（４）図書ボランティア活動の充実、活性化 

 

各学校の図書ボランティア活動への理解や支援につなげるために、

小中学校へ働きかけを行いました。 

 

「学校図書ボランティアネットワークさせぼ」への支援は、各学校

の図書ボランティア活動の充実につながりました。今後も引き続き、

情報提供や技術的アドバイス等の支援を行い、充実した活動に結び付

けていきます。 

 

【課題】 

 

  「学校図書ボランティアネットワークさせぼ」の人材確保が求めら

れており、団体の活動及びボランティア募集のさらなる広報が必要で

す。 

 

第３章 第四次計画における子どもの読書活動推進のための取組 

 

 １ 家庭・地域における読書活動の推進 

 

子どもは読書を通して新しい世界や異なる視点に触れ、想像力が

刺激されることにより、ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞな思考を育みます。また、本から

様々な情報や知識を得ることで言葉を覚えるだけでなく、感性や表

現力を磨き、思いやりの心も育ちます。 

  子どもが本に興味を持ち、読書を好きになるためには、幼いころ

から身近に本があり、それを読んでくれる大人の存在が必要不可欠

です。  

読書の楽しさを共有し、日常的に読む習慣を身に付けさせること

が重要であり、読み聞かせを通した親子のふれあいは子どもに愛情

と安心感を与え、心の成長につながります。同時に家庭で本を大切

に扱い、人やことば、ものを大切にするという基本的習慣を身に付

けることにもつながります。 

そのため、保護者に対して、読書の大切さについての理解を深め、

（４）図書ボランティア活動の充実、活性化 

 

各学校の図書ボランティア活動への理解や支援につなげるために、

小中学校へ働きかけを行いました。 

 

「学校図書ボランティアネットワークさせぼ」への支援は、各学校

の図書ボランティア活動の充実につながりました。今後も引き続き、

情報提供や技術的アドバイス等の支援を行い、充実した活動に結び付

けていきます。 

 

【課題】 

 

  「学校図書ボランティアネットワークさせぼ」の人材確保が求めら

れており、団体の活動及びボランティア募集のさらなる広報が必要で

す。 

 

第３章 第三次計画における子どもの読書活動推進のための取組 

 

 １ 家庭・地域における読書活動の推進 

 

子どもは読書を通して主人公や登場人物に自分を重ね合わせる

ことでいろいろな世界を体験でき、想像力を膨らませます。言葉を

覚えるだけでなく、感性や表現力を磨き、思いやりの心も育ちます。 

  子どもが本に興味を持ち、読書が好きになるためには、幼いころ

から身近に本があり、それを読んでくれる大人の存在が必要不可欠

です。また、読み語りを通した親子のふれあいは子どもに愛情と安

心感を与え、心の成長につながります。同時に家庭で本を大切に扱

い、人やことば、ものを大切にするという基本的習慣を身に付ける

ことにもつながります。 

そのため、保護者に対して、読書の大切さについての理解を深め、

家族で読み語りをする時間や、一緒に本を読む時間を増やせるよ

う、積極的に働きかけていきます。 
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家族で読み聞かせをする時間や、一緒に本を読む時間を増やせるよ

う、積極的に働きかけていきます。 

 

また、地区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ等での本との出会いの場も広げていきます。 

 

【推進プラン】 

 

 

（１）家庭での読書の推進 

①ブックスタート事業の実施 

 

4 か月健診時に実施しているブックスタート事業では、保健師

と連携し、この趣旨の充分な周知に努めることで、より効果的に

幼いころからの読書の定着に努めていきます。 

 

また、発達段階に応じた「おはなし会」を周知することで親子

のコミュニケーションの場の提供を図ります。 

 

 

②家読 10分間運動の推進 

 

家読講演会の開催時に、一家団らんのひとときに読書や読み聞

かせをする「家読 10 分間運動」の啓発に努めます。 

   また、PTA 関係の集まりの際にチラシを配布するなど、保護者への

周知・啓発に取り組みます。 

 

（２）各地区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰでの読書の推進 

 

① ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ講座の充実 

 

効果的な啓発方法を検討しながら、事業を継続していきます。 

 

 

また、地区公民館等での本との出会いの場も広げていきます。 

 

 

 

 

【推進プラン】 

 

 

（１）家庭での読書の推進 

①ブックスタート事業の実施 

 

4 か月健診時に実施しているブックスタート事業では、保健師

と連携し、この趣旨の充分な周知に努めることで、より効果的に

幼いころからの読書の定着に努めていきます。 

 

また、発達段階に応じた「おはなし会」を周知することで親子の

コミュニケーションの場の提供を図ります。 

 

 

②家読 10分間運動の推進 

 

図書館・図書ボランティア等と連携し、一家団らんのひととき

に読書や、読み語りをする「家読 10 分間運動」の啓発に努めま

す。 

 

（２）各地区公民館での読書の推進 

 

① 公民館講座の充実 

 

さらに効果的な啓発方法を検討し、コミュニティセンター化後

も、形を変えながら事業を継続していきます。 
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② ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ図書室の環境整備 

 

子どもが本に親しみやすい地区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ図書室の環境づくり

に努めます。 

 

 

③ ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ職員研修会の開催 

 

職員は社会教育的な考え方を持つ必要があり、その視点の一つ

である読書推進に関しても、研修を通して意識の啓発に努めます。 

 

(３)放課後子ども教室等における読書活動の推進 

 実施主体と情報共有しながら、読み聞かせ等読書に係る内容の実

施を検討してもらうなど、読書活動の推進に努めます。 

 

 

（４）関係課連携による推進 

 

関係課が実施している事業等について情報共有するとともに、

連携、協力のもと家庭読書の啓発や講座、研修会等をより効率的、

効果的に実施していきます。 

 

 

２ 幼稚園・保育所等における読書活動の推進 

 

 

乳幼児期は、人格形成における基盤を培う大切な時期です。また、

さまざまなことばを覚えたり、周りの物やできごとに対しても興味・

関心が芽生えてきたりします。 

 

 

絵本の紹介や絵本の読みを通して豊かな人間関係、家族とのふれあ

 

② 公民館図書室の環境整備 

 

子どもが本に親しみやすい地区公民館図書室の環境づくりに努

めます。 

 

 

③ 公民館職員研修会の開催 

 

コミュニティセンター化に向けた中で、職員も社会教育的な考

え方を持ちつつ移行していく必要があり、その視点の一つである

読書推進に関しても、引き続き継続していきます。 

 

 

 

 

 

（３）関係課連携による推進 

関係課が実施している事業等について情報共有するとともに、

連携、協力のもと家庭読書の啓発や講座、研修会等をより効率的、

効果的に実施していきます。 

 

 

２ 幼稚園・保育所等における読書活動の推進 

 

 

乳幼児期は、人格形成における基盤を培う大切な時期です。また、

さまざまなことばを覚えたり、周りの物やできごとに対しても興味・

関心が芽生えてきたりします。 

 

 

家庭における絵本の読み語りの推進・浸透を図ります。また、絵本

の読み語りを通して豊かな人間関係、家族とのふれあいの時間を持
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いの時間を持ち、コミュニケーションや、豊かな心情・感性を育むこ

との大切さを伝えていきます。 

 

幼稚園・保育所等の職員に対し、「佐世保市読書プラン」の周知を図

り、保育場面における絵本の活用など職員の意識向上と技術の習得、

保育の質の向上を図ります。 

 

子どもたちにたくさんの絵本との出会いを提供できるよう、絵本に

親しめる環境づくりなど働きかけていきます。 

 

 

 

 

 

【推進プラン】 

 

 

（１）絵本に親しむ機会の充実 

各施設において、子どもたちが感性・想像力・ことばをより豊かに

育むために、絵本に親しむ機会を持てるように保育中のより充実し

た活用に向けて、働きかけていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）絵本コーナーの設置と工夫 

各施設において、子ども達が本に親しむ機会を持てるように絵本

コーナーの設置や、子どもが絵本を手にしやすいような工夫（レイ

アウト等）について意識向上を図ります。 

ち、コミュニケーションや、豊かな心情・感性を育むことの大切さを

伝えていきます。 

 

幼稚園・保育所等の職員に対し、研修会等を通して、絵本の活用等

について学ぶ機会を設け、職員の意識向上と技術の習得、保育の質の

向上を図ります。 

 

子どもたちにたくさんの絵本との出会いを提供できるよう絵本に親

しめる環境づくりなどに努めます。また、子どもたちの遊びや生活の

中で豊かな心情・感性・ことばを育むために、絵本に親しむ機会を設

けていきます。 

 

 

 

【推進プラン】 

 

 

（１）絵本に親しむ機会の充実 

 

各施設において、子どもたちが感性・想像力・ことばをより豊かに育

むために絵本に親しむ機会を設け、読み語りを充実させていきます。 

同時に、さまざまなジャンルの絵本と出会う機会をつくります。 

  絵本を通じたイベントなどの周知を図ります。 

 

（２）絵本の貸出による家庭読書の推進 

絵本の貸出を行っている場所の周知を図ります。 

また、各施設において絵本の貸出を行い、家庭にて読み語りを取り

入れやすいように進めていきます。 

 

（３）絵本コーナーの工夫と充実 

各施設において、絵本コーナーを設けたり、絵本を見やすくしたり

するなど更なる工夫と充実を図ります。 

 

65



改   定   後（第四次） 改   定   前（第三次） 
 

 

 

（３）幼稚園教諭、保育士等の研修会の開催 

 

幼稚園教諭、保育士等を対象に読み聞かせや絵本の活用等の研修会

を計画的に開催し、現場で生かすことができる技術の習得や読み聞か

せへの意識向上を図ります。 

 

（４）各施設への情報提供 

  各施設へ関係機関からの読書推進に係る通知やイベント等の情報を 

提供し、職員や保護者への周知・啓発を図ります。 

 

（５）関係機関との連携 

関係機関と相互の情報を共有しつつ、連携を深めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 学校における読書活動の推進 

 

学校は、児童生徒の確かな学力を育てるとともに、言語活動や探究

活動、読書活動等を通して、子どもたちの豊かな人間性を培う場です。 

 

学校教育活動のさまざまな場面において、学校図書館を計画的に利

用しその機能の活用を図り、児童生徒の主体的・対話的で深い学びの

実現に向けた授業改善に生かすとともに、児童生徒の自主的、自発的

な学習活動や読書活動の充実が求められています。そのような活動を

通して言葉や知識を学ぶとともに、さまざまな本との出会いにより豊

かな感性や表現力、創造力を育むことを目指していきます。 

発達段階に応じた絵本などを充実させ、子どもがいつでも絵本にふ

れ、楽しんで見ることができるように努めます。 

また、子どもだけでなく、保護者の目にも触れるような環境づく

りをします。 

 

（４）保護者への啓発 

 

園だより、クラスだより、保育参観などにて、発達段階に応じた絵

本の紹介を行ったり、スマホアプリでは得られない絵本の良さを伝え

たり、家庭での読み語りの推進と保護者への浸透を図ります。 

 

（５）幼稚園教諭、保育士、保育教諭、放課後児童支援員等の研修会

の開催幼稚園教諭、保育士、保育教諭、放課後児童支援員などを対象

に読み語りや絵本の活用等の研修会を開催し、現場で生かすことがで

きる技術の習得や読み語りへの意識向上を図ります。 

 

（６）関係機関との連携 

関係機関と相互の情報を共有しつつ、連携を深めていきます。 

また、地域のボランティア団体との協力・連携を図りながら、読み

語り会などの機会を広げていきます。 

 

 

３ 学校における読書活動の推進 

 

学校は、児童生徒の確かな学力を育てるとともに、言語活動や探究

活動、読書活動等を通して、子どもたちの豊かな人間性を培う場です。 

 

学校教育活動のさまざまな場面において、学校図書館を計画的に利

用しその機能の活用を図り、児童生徒の主体的・対話的で深い学びの

実現に向けた授業改善に生かすとともに、児童生徒の自主的、自発的

な学習活動や読書活動の充実が求められています。そのような活動を

通して言葉や知識を学ぶとともに、さまざまな本との出会いにより豊

かな感性や表現力、創造力を育むことを目指していきます。 
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児童生徒の読書習慣の形成や読書意欲の向上に向け、発達段階に応

じた「子どもと本をつなぐさまざまな取組」の充実や「学校図書館の

環境・資料整備」に努めます。また、学校図書館に関わる職員等の人

材の育成、資質向上も目指します。 

 

【推進プラン】 

 

（１）学習指導要領を踏まえた読書活動の推進 

  

① 学校図書館を活用した学習活動を計画的に実施 

   各学校で作成した図書館全体計画をもとに、各教科・領域等で計

画的に学校図書館を活用し、児童生徒の豊かな学びにつなげるこ

とで、主体的・対話的で深い学びの実現を目指します。 

 

（２）読書習慣の形成、読書の機会の確保 

➀全校読書活動の継続的な実施 

   児童生徒の読書意欲を喚起する取組や全校一斉読書活動の充実を

図ります。 

 

② 読書週間等を利用した読書推進の取組の促進 

読書週間や委員会活動を利用して、読み聞かせやビブリオバト

ル 9 など、児童生徒が読書の楽しさに触れ、本に親しむ活動や家庭と

連携した取組を取り入れ、読書推進に努めます。 

 

（３）学校図書館の整備・充実  

 ①資料の計画的整備 

学習に活用できる資料の更新・充実を図り、児童生徒が自主的に

読書活動に取り組むことができるよう読書環境の整備、充実に努め

ます。 

 

②機能充実 

    ・読書センターとしての機能充実 

      児童生徒の読書活動、読書指導の場としての機能を充実さ

児童生徒の発達段階に応じた「子どもと本をつなぐさまざまな取組」

の充実や「学校図書館の環境・資料整備」に努めます。また、学校図書

館に関わる職員等の人材の育成、資質向上も目指します。 

 

【推進プラン】 

 

（１） 学習指導要領を踏まえた読書活動の推進 

  

➀学校図書館を活用した学習活動を計画的に実施 

   各学校で図書館全体計画を作成し、各教科・領域等で計画的に学 

校図書館を活用し、主体的・対話的で深い学びの実現を目指します。 

 

 

（２） 読書習慣の形成、読書の機会の確保 

➀全校読書活動の継続的な実施 

 全校一斉読書活動の充実を図ります。 

 

 

 

②読書週間等を利用した読書推進の取組の促進 

読書週間や委員会活動を利用して、読み語りやビブリオバトル 9 

など、読書が楽しくなる活動を取り入れ、読書推進に努めます。 

 

（３） 学校図書館の整備・充実 

 

➀資料の計画的整備 

 学習に活用できる資料の充実を図り、児童生徒が自主的に読書 

活動に取り組むことができるよう読書環境の整備、充実に努めます。 

 

 

②機能充実 

    ・読書センターとしての機能充実 

      児童生徒の読書活動、読書指導の場としての機能を充実さ
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せていきます。 

 

・学習センターとしての機能充実 

  児童生徒の学習活動を支援したり、授業の内容を豊かにし、 

 その理解を深めたりする機能を充実させていきます。 

 

・情報センターとしての機能充実 

      児童生徒や教職員の情報ニーズに対応したり、児童生徒の

情報の収集・選択活用能力を育成したりする機能を充実させ

ていきます。 

 

――――――――-―― 

9 ビブリオバトル 小学生から大人まで、誰でもできる本の紹介コミュニケ

ーションゲーム。 

 

（４）学校図書館に関わる職員等の研修会の開催 

  

    児童生徒の読書習慣の形成や読書意欲の向上に向け、学校司書

の資質・能力の向上をはじめ、電子図書館の活用、司書教諭や図

書館担当職員等の連携や学校図書館運営充実に係る研修会を開催

します。 

 

(５)一人一台端末を活用した読書活動の推進 

市立図書館所蔵の電子図書の予約、貸出など、一人一台端末を

活用した読書活動についても充実を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

せていきます。 

 

・学習センターとしての機能充実 

  児童生徒の学習活動を支援したり、授業の内容を豊かにし、 

 その理解を深めたりする機能を充実させていきます。 

 

・情報センターとしての機能充実 

      児童生徒や教職員の情報ニーズに対応したり、児童生徒の

情報の収集・選択活用能力を育成したりする機能を充実させ

ていきます。 

 

――――――――-―― 

9 ビブリオバトル 小学生から大人まで、誰でもできる本の紹介コミュニケ

ーションゲーム。 

 

（４）学校図書館に関わる職員等の研修会の開催 

  

    学校司書の資質・能力の向上をはじめ、司書教諭や図書館担当

職員等の連携や学校図書館運営充実のために研修会を開催しま

す。 
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４ 市立図書館における読書活動の推進 

 

 

市立図書館は、子どもにとって自分の読みたい本を自由に選び、

読書の楽しみを知ることのできる場であり、わくわくするような夢

が広がる場です。 

 

子どもたちは、知恵や知識そして文化を次世代へつなぐ担い手で

す。 

 

すべての子どもたちが年齢に応じた本とふれあうことによって、

言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、また想像力を豊かにしま

す。 

 

 

市立図書館では、子どもに多様な資料との出会いの場を提供するこ

とが大切であると考え、引き続き市立図書館に司書を配置し市内全て

の子どもが身近に読書に親しめる環境づくりに努めていきます。 

 

また、子どもたちが主体的に情報を選択し、自分の考えをまと

め、思いを表現することができるように取り組みます。 

 

【推進プラン】 

 

（１）各種イベントの開催や司書の派遣 

 

①定例イベントの開催 

現在、市立図書館で実施している発達段階に応じたおはなし

会やお楽しみ会などの各種行事を継続して実施します。 

 

②特別イベントの開催 

図書館まつりなど、本に興味を持ってもらえるようなイベン

トを開催します。 

４ 市立図書館における読書活動の推進 

 

 

市立図書館は、子どもにとって自分の読みたい本を自由に選び、

読書 

の楽しみを知ることのできる場であり、わくわくするような夢が広

がる場です。 

 

子どもたちは、知恵や知識そして文化を次世代へつなぐ担い手で

す。 

 

すべての子どもたちが年齢に応じた本とふれあうことによって、

言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、また想像力を豊かにしま

す。 

 

市立図書館では、子どもに多様な資料との出会いの場を提供する

ことが大切であると考え、引き続き市立図書館に司書を配置し市内

全ての子どもが身近に読書に親しめる環境づくりに努めていきま

す。 

また、子どもたちが主体的に情報を選択し、自分の考えをまと

め、人に伝えることができるように取り組みます。 

 

【推進プラン】 

 

（１）各種イベントや出前講座 8の開催 

 

① 定例イベントの開催 

現在、市立図書館で実施している発達段階に応じたおはなし

会やお楽しみ会などの各種行事を継続して実施します。 

 

② ビブリオバトルの開催 

市立図書館でビブリオバトルを開催します。 

また、開催運営のサポートを行います。 
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③司書派遣によるおはなし会等の開催 

学校や地域からの依頼を受け、市立図書館に来ることができ

ない子どもたちにも、本やおはなしを届ける活動を行いま

す。 

 

 

④ヤングアダルトへ向けての情報発信 

    ヤングアダルト世代が関心を持つ情報の発信を行います。 

 

 

（２）学校等支援の充実 

 

①学校等に対する支援の継続 

 

学校からの求めに応じ、学校図書館の積極的な運営のため、選書

等の適切なアドバイス・助言をします。 

 

②資料収集と団体貸出の拡充 

 

学校図書館と継続して連携・支援するために、学校と情報共有

をしてよりバランスの良い蔵書構成に努めます。令和５年度よ

り、貸出冊数を無制限にするなどの見直しを行い、貸出しやすい

環境を整えており、学校への団体貸出しを継続して行います。 

 

➂市立図書館見学の受け入れ 

   小中学校等からの図書館見学を積極的に受け入れ、おはなし会・ 

アニマシオン 10 等読書につながるサービスを実施します。 

 

 （３）地区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰとの連携 

 

市立図書館と地区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰとの連携を継続して行います。 

 

 

③ 出前講座の開催 

学校や地域を訪問することで、市立図書館に来ることができ

ない子どもたちにも、本やおはなしを届ける活動を継続しま

す。また、市立図書館見学を積極的に受け入れ、おはなし

会・アニマシオン 10等読書につながるサービスを実施しま

す。 

 

④ ヤングアダルト向けイベントの開催 

    ヤングアダルト世代が関心を持つイベントを開催します。 

 

（２）学校等支援の充実 

 

①学校等に対する支援の継続 

 

学校図書館の積極的な運営のため、適切なアドバイス・助言を

します。 

 

②資料収集と団体配送の拡充 

 

学校図書館を継続して支援するための資料収集やよりバラン

スの良い蔵書構成に努めます。学校への団体配送や団体貸出しを

継続して行います。 
  

➂市立図書館見学の受け入れ 

   市立図書館見学を積極的に受け入れます。 

 

 

 

 （３）地区公民館とのネットワークの拡充 

 

市立図書館と地区公民館図書室とのネットワーク化拡充の検討を行

います。 
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 （４）多様性に応じた支援 

  すべての子どもが利用しやすいような環境づくりを目指します。 

多言語・多文化資料や大活字体・点字資料の充実を図るほか、外

国人に対する利用案内サービス等により、多様な子どもへの支援を

図ります。 

   

 

（５）読み聞かせ講座等の開催 

 

読み聞かせ講座等を継続して実施します。 

  また、ボランティア未経験者に、読み聞かせや読書の意義を啓発す

る講座を開催し、地域・家庭での読書活動の推進を図ります。 

 

  

 

――――――――― 

10 アニマシオン 子どもたちに読書の楽しさを伝えるとともに読む力を引き出す 

ための読書指導の手法  

 

 

（６）ＤＸを活用した利便性の向上 

 

電子図書館サービスやインターネット検索・予約システム、自動

貸出機の設置や SNS による情報発信等により、利便性の向上を図りま

す。 

  

 

（７）図書館を使った調べる学習コンクール 11の開催 

 

（公財）図書館振興財団が開催する「図書館を使った調べる学習コ

ンクール」の地域コンクールを開催します。 

また、コンクールに伴い、子どもたちが調べる力を身に付けるこ

とができるよう、講座を開催します。 

 

（４）多様性に応じた支援 

 すべての子どもが利用しやすいような環境づくりを目指します。ま

た 

バリアフリー資料を充実させます。 

 

 

（５）読み語り講座等の開催 

 

読み語り講座等を継続して実施します。 

  また、ボランティア未経験者に、読み語りや読書の意義を啓発する 

講座を開催し、地域・家庭での読書活動の推進を図ります。 

 

 

 

――――――――― 

10 アニマシオン 子どもたちに読書の楽しさを伝えるとともに読む力を引き出す 

ための読書指導の手法  

 

 

（６）図書館を使った調べる学習コンクール 11の開催 

 

（公財）図書館振興財団が開催する「図書館を使った調べる学習コ

ンクール」の地域コンクールを開催します。 

また、コンクールに伴い、子どもたちが調べる力を身に付けるこ

とができるよう、講座を開催します。 

 

(７)大学との連携 

授業支援・講師派遣などで大学生に子どもの読書の意義を伝えま

す。 

そのうえで、図書館イベントでの大学生ボランティアを積極的に受

け入れます。 
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(８)大学との連携 

授業支援・講師派遣などで大学生に子どもの読書の意義を伝えます。 

 

 (９)関係課との連携による研修会等の開催 

  子どもの読書を促進する環境を整えるために、関係課と連携し

て、研修会や講演会を開催します。 

 

 

―――――――――― 
11 図書館を使った調べる学習コンクール 公益財団法人図書館振興財団が主催する、図書 

館の利用と促進と調べる学習の普及を目的とするコンクール。 

2024 年度で 28 回を迎える。 

 

５ 読書に関わるボランティアへの支援 

 

市立図書館をはじめ、幼稚園、保育所、小中学校、地域では、多

くの図書ボランティアが読み聞かせや図書の整理、補修等の活動を

行っており、子どもが本とふれあう機会の充実を図る上で重要な役

割を果たしています。 

 

今後も図書ボランティアが充実した活動が継続できるよう、関係

団体と連携・協力し、図書ボランティアの養成や研修会の開催及び、

活動に対する技術的アドバイスや情報提供を行っていきます。 

 

 

【推進プラン】 

 

（１）活動の場の提供 

 

市立図書館においては、今後もブックスタートボランティアに

よるブックスタートパックの手渡しを継続します。 

 

(８)関係課との連携による研修会等の開催 

  子どもの読書を促進する環境を整えるために、関係課と連携し

て、研修会や講演会を開催します。 

 

 

 

 

 

―――――――――― 
11 図書館を使った調べる学習コンクール 公益財団法人図書館振興財団が主催する、図書 

館の利用と促進と調べる学習の普及を目的とするコンクール。 

2019 年度で 23 回を迎える。 

 

５ 読書に関わるボランティアへの支援 

 

市立図書館をはじめ、幼稚園、保育所、小中学校、地域では、多

くの図書ボランティアが読み語りや図書の整理、補修等の活動を行

っており、子どもが本とふれあう機会の充実を図る上で重要な役割

を果たしています。 

 

今後も図書ボランティアが充実した活動が継続できるよう、関係

団体と連携・協力し、図書ボランティアの養成や研修会の開催及び、

活動に対する技術的アドバイスや情報提供を行っていきます。 

 

 

【推進プラン】 

 

（１）活動の場の提供 

 

市立図書館においては、今後もブックスタートボランティアに

よるブックスタートパックの手渡しを継続します。 
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また、読み聞かせボランティアによるおはなし会も継続しま

す。 

 

 

 

（２）活動内容の情報発信 

 

県と連携して、ホームページや SNS 等でボランティア活動の情

報発信を行います。 

    

（３）市立図書ボランティア研修会の開催 

 

市立図書館では今後も研修会等を実施し、読み聞かせボランテ

ィア活動を支援します。 

 

あわせて、「学校図書ボランティアネットワークさせぼ」等と

連携し、図書ボランティアの研修会の充実を図ります。 

 

また、ブックスタートボランティアなどの募集を行い、人材の確

保に努めます。 

 

（４）図書ボランティア活動の充実、活性化 

 

各学校の図書ボランティア活動への理解や支援につなげるために、

小中学校へ働きかけを行います。 

 

「学校図書ボランティアネットワークさせぼ」への支援は、各学校

の図書ボランティア活動の充実につながります。今後も引き続き、情

報提供や技術的アドバイス等の支援を行い、充実した活動に結び付け

ていきます。 

 

第４章 重点施策 

 

また、読み語りボランティア「おはなしたからばこ」によるお

はなし会も継続します。 

 

 

（２）活動内容の情報発信 

 

県と連携して、ホームページ等でボランティア活動の情報発信

を行います。 

 

 

（３）市立図書ボランティア研修会の開催 

 

市立図書館では今後も研修会等を実施し、読み語りボランティ

ア活動を支援します。 

 

あわせて、「学校図書ボランティアネットワークさせぼ」等と

連携し、図書ボランティアの研修会の充実を図ります。 

 

また、ブックスタートボランティアなどの募集を行い、人材の確

保に努めます。 

 

（４）図書ボランティア活動の充実、活性化 

 

各学校の図書ボランティア活動への理解や支援につなげるために、

小中学校へ働きかけを行います。 

 

「学校図書ボランティアネットワークさせぼ」への支援は、各学校の図

書ボランティア活動の充実につながります。今後も引き続き、情報提供

や技術的アドバイス等の支援を行い、充実した活動に結び付けていきま

す 

 

第４章 重点施策 
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第三次計画の進捗状況や課題をふまえ、第四次計画において推

進すべき事項について次の６項目を設定し、読書の推進に努めて

いきます。 

 

 

 

 

１ 重点施策 

 

 

（１）家庭での読書活動の推進 

 
（２）読書に関する講座や研修会等の充実 

 

（３）児童生徒の読書習慣の形成・読書意欲の向上と学校

図書館の機能充実 

 

（４）関係機関の連携による本を活用した発表の場の提供 

 

 

（５）DXを活用した利便性の向上 

 

 

（６）多様な子どもへの支援（心身に障がいのある子どもや文化的・ 

言語的少数者などへの支援等） 

 

 

 

 

 

２ 数値目標 

 

 

第二次計画の進捗状況や課題をふまえ、第三次計画において推

進すべき事項について次の４項目を設定し、読書の推進に努めて

いきます。 

 

 

 

 

１ 重点施策 

 

 

（１）家庭での読書活動の推進 

 

 

（２）読書に関する講座や研修会等の充実 

 

（３）学校司書の効果的配置及び「学習センター」として

の学校図書館の機能充実 

 

（４）関係機関の連携による本を活用した発表の場の提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 数値目標 
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（１）本を読むことは好きですか。 

 R5 年度実績 R11 年度目標 

小学校 82.5% 90％ 

中学校 67.2% 75％ 

      

【読書の現状に関する調査 小学 4~6 年生、中学 1~3 年生の結果】 

「第 5次長崎県子ども読書推進計画」の同項目の目標を参考に本

市の現状に鑑みて設定した。学校図書館運営に係る研修会の充実等

を通して、読書を楽しむ取組や読書環境の整備・充実が図られるこ

とを考慮して設定している。 

  

（２）学校図書館の本の貸出冊数（一人あたりの貸出冊数） 

 

 R5 年度実績 R11 年度目標 

小学校 90.9 冊 96 冊 

中学校 13.4 冊 16 冊 

      【学校運営調査】 

学校図書館の貸出冊数については、読書量だけでなく、読書

の質の向上も求められることも考慮し設定している。好きな本

を々読む、電子書籍で読むなど、様々な読書形態の多様化して

いることから、小学校で平均 96 冊、中学校で平均 16 冊を目標

値として設定した。 

 

 

 

（３）授業において学校図書館を月４回以上活用した学校の割合 

 R5 年度実績 R11 年度目標 

小学校 80.4％   86％ 

中学校 19.2％   25％ 

【学校運営調査】 

 

（１）平日に本を全く読まない子どもの割合 

 

 H30 年度実績 R6 年度目標 

小学６年生 20.1％ 17.6％ 

中学３年生 30.0％ 27.5％ 

【全国学力・学習状況調査】 

平日に本を読まない児童生徒の割合は、横ばいで推移してい

るため、小中学生とも、年 0.5％減、5 年間で 2.5％減を目標に

数値を設定する。 

 

 

 

（２）学校図書館の本の貸出冊数（一人あたりの貸出冊数） 

 

 Ｈ30 年度実績 R6 年度目標 

小学校 76 冊 89 冊 

中学校 11 冊 13.5 冊 

      【学校運営調査】 

平成 26 年度から平成 30 年度（5か年）の年毎の貸出冊数の

伸びが、小学校で平均 4.6 冊、中学校で平均 0.7 冊であること

を踏まえ、目標値を設定した。なお、中学校においては、読書量

だけでなく、読書の質の向上も求められることも考慮し設定し

ている。 

 

 

（３）授業において学校図書館を月４回以上活用した学校の割合 

 Ｈ30 年度実績 R6 年度目標 

小学校 76％   86％ 

中学校 31％   37％ 

【学校運営調査】 
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授業における学校図書館活用（月４回以上）の割合を小学

校は年 1％、中学校は年 1.2％上昇を目標に数値を設定す

る。 

 

（４） 図書標準冊数を達成している学校の割合 

 R5 年度実績 R11 年度目標 

小学校 45.7％  70 ％ 

中学校 53.8％  80 ％ 

 

  【学校運営調査】 

標準冊数については、小中学校ともに 20％上昇することを目

標値として設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）市立図書館における学校等への支援件数 

 

R5 年度実績 R11 年度目標 

447 件    480 件 

  

市立図書館職員が学校等へ支援（市立図書館見学時のおは

なし会、司書派遣含む）を行う件数を数値目標に設定する。 

 

（一日 3件×4日×4週×10 月＝480 件） 

 

（６）市立図書館における学校等への貸出冊数 

 

授業における学校図書館活用（月４回以上）の割合を小学

校は年 2％、中学校は年 1.2％上昇を目標に数値を設定す

る。 

 

（４）－① 学校図書整備状況（蔵書率） 

 Ｈ30 年度実績 R6 年度目標 

小学校 86.1％     96.1％ 

中学校 93.2％     98.1％ 

【学校運営調査】 

 

市内小中学校全体の学校図書整備状況として、小学校 2%、中

学校 1%の上昇を目標値に設定する。 

 

（４）－② 図書標準冊数を達成している学校の割合 

 Ｈ30 年度実績 R6 年度目標 

小学校 30.4％  40 ％ 

中学校 23.1％  40 ％ 

    【学校運営調査】 

学校図書管理システム導入（平成 24年度）前の図書標準達成

校の割合を目標値として設定する。 

 

（５）市立図書館における学校等への支援件数 

 

Ｈ30 年度実績 R6 年度目標 

694 件    720 件 

  

市立図書館職員が学校等へ支援（市立図書館見学時のおは

なし会、出前講座含む）を行う件数を数値目標に設定する。 

 

（一日 4.5 件×4日×4週×10 月＝720 件） 

 

（６）市立図書館における学校等への貸出冊数 
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R5 年度実績 R11 年度目標 

   4,903 冊    5,000 冊 

児童生徒数の減少などに伴い、学校及び幼稚園・保育園等の貸し出し冊

数が年々減少していることを踏まえ、令和 5 年度と同程度を目標に設定

する。 

 

（７）調べる学習コンクールへの応募点数 

 

R5 年度実績 R11 年度目標 

   42 点    50 点 

   令和６年度から応募点数向上のため、図書館主催の調べる学習講

座の受講生定員を増やしたこともあり、２割増を目標に設定する。 

 

（８）保育施設における絵本コーナーまたは図書室を設置している施設 

  の割合 

 

R5 年度実績 R11 年度目標 

       85％ 

   現状把握と保育施設における読書環境を整える第一歩として新規 

  で数値目標を設定し、環境整備に関する情報の共有等を行いながら、

環境の向上を目指すもの。 

 

 

≪参考資料≫ 

１ 子どもの読書傾向（学校教育課）  

（１） 読書について 

（ア）小学生 

 佐世保市 長崎県 全国 

年度 R1 R5 R5 R5 

好き 41.9％ 37.2% 39.3% 39.4% 

どちらかといえば好き 31.0％ 34.8% 34.9% 32.4% 

どちらかといえば嫌い 17.5％ 19.2% 17.2% 17.7% 

嫌い 9.5％ 8.8% 8.6% 10.4% 

Ｈ30 年度実績 R6 年度目標 

   7,589 冊    9,000 冊 

 

学校及び幼稚園・保育園等の貸し出し冊数が年々増加していることを踏

まえ平成 30 年度より 2割増を目標に設定する。 

 

（７）調べる学習コンクールへの応募点数 

 

Ｈ30 年度実績 R6 年度目標 

   87 点    104 点 

   例年の応募点数の伸びを考慮し、2割増を目標に設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪参考資料≫ 

 １ 子どもの読書傾向（学校教育課）  

（１） 読書について 

（ア） 小学生 

 佐世保市 長崎県 全国 

年度 H26 R1 R1 R1 

好き 49.5％ 41.9％ 43.5％ 44.3％ 

どちらかといえば好き 23.3％ 31.0％ 31.7％ 30.7％ 

どちらかといえば嫌い 15.4％ 17.5％ 17.0％ 16.7％ 

嫌い 11.9％ 9.5％ 7.7％ 8.3％ 
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【全国学力・学習状況調査（文部科学省）、６年生対象】 

(H30・R6 実施項目なし) 

 

 

（イ）中学生 

 佐世保市 長崎県 全国 

年度 R1 R5 R5 R5 

好き 36.6％ 29.4% 34.8% 35.2％ 

どちらかといえば好き 29.7％ 33.5% 32.2% 30.8％ 

どちらかといえば嫌い 20.5％ 21.4% 19.8% 19.1％ 

嫌い 13.2％ 15.2% 11.7% 13.7％ 

【全国学力・学習状況調査（文部科学省）、中学３年生対象】(H30・R6 実施項目な

し) 

 

 

（２） 平日に全く本を読まない小・中学生の割合 

 佐世保市 長崎県 全国 

年度 H30 R5 R5 R5 

小学６年生 20.1％ 27.0％ 22.4％ 24.5％ 

中学３年生 30.0％ 36.3％ 31.6％ 36.8％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２ 学校図書館の状況（学校教育課） 

【全国学力・学習状況調査（文部科学省）、６年生対象】 

(H30 実施項目なし) 

 

 

（イ） 中学生 

 佐世保市 長崎県 全国 

年度 H26 R1 R1 R1 

好き 48.9％ 36.6％ 38.8％ 38.9％ 

どちらかといえば好き 23.4％ 29.7％ 30.6％ 29,1％ 

どちらかといえば嫌い 15.0％ 20.5％ 19.3％ 19.1％ 

嫌い 12.4％ 13.2％ 11.2％ 12.8％ 

【全国学力・学習状況調査（文部科学省）、中学３年生対象】(H30 実施項目なし) 

 

 

 

（２）平日に家で全く本を読まない小・中学生の割合 

 佐世保市 長崎県 全国 

年度 H26 H30 H30 H30 

小学６年生 21.1％ 20.1％ 19.1％ 18,7％ 

中学３年生 31.7％ 30.0％ 29.0％ 32.9％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２ 学校図書館の状況（学校教育課） 
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（１）蔵書率（蔵書率達成の分布） 

（ア）小学校                数値は年度末現在 

 佐世保市 長崎県 全国 

年度 R1 R2 R3 R4 R5 R4 R2 

学校数 46 46 46 46 46   

蔵書数（冊） 325,121 334,820 347,530 358,466 367,673   

蔵

書

率 

25％未満 0 0 0 0 0   

25~50% 0 0 0 0 0   

50~75% 8 5 4 2 2   

75~100% 18 23 24 26 23   

100%以上 20 18 18 18 21   

(43.5%) (39.1%) (39.1%) (39.1%) (45.7%) (66.8%) (71.2%) 

 

 

（イ）中学校                  数値は年度末現

在 

 佐世保市 長崎

県 

全国 

年度 R1 R2 R3 R4 R5 R4 R2 

学校数 26 26 26 26 26   

蔵書数（冊） 224,705 231,808 240,881 248,886 246,179   

蔵

書

率 

25％未満 0 0 0 0 0   

25~50% 0 0 0 0 0   

50~75% 0 0 0 0 2   

75~100% 16 13 11 8 18   

100%以上 10 13 15 18 14   

(21.7%) (50.0%) (57.7%) (73.1%) (53.8%) (59.8%) (61.1%) 

 [第 5次長崎県子ども読書活動] 

【学校図書館の現状に関する調査（文部科学省実施） 

 

※参考 学校図書館の標準冊数 

学校種別 6 学級 12 学級 18 学級 24 学級 

小学校 5,080 冊 7,960 冊 10,360 冊 11,560 冊 

（１）蔵書率（蔵書率達成の分布） 

（ア） 小学校               数値は年度末現在 

 佐世保市 長崎

県 

全国 

年度 H26 H27 H28 H29 H30 H29 H27 

学校数 49 49 48 46 46   

蔵書数（冊） 284,736 294,246 296,468 304,593 316,088   

蔵

書

率 

25％未満 0 0 0 0 0   

25~50% 0 0 0 0 0   

50~75% 22 23 19 15 12   

75~100% 16 15 17 20 20   

100%以上 11 11 10 11 14   

(22.4%) (22.4%) (22.9%) (23.9%) (30.4%) (59.9%) (66.4%) 

 

（イ）中学校                 数値は年度末現在 

 佐世保市 長崎

県 

全国 

年度 H26 H27 H28 H29 H30 H29 H27 

学校数 27 27 26 26 26   

蔵書数（冊） 194,184 199,915 208,451 209,930 217,831   

蔵

書

率 

25％未満 0 0 0 0 0   

25~50% 0 0 0 0 0   

50~75% 7 8 5 4 2   

75~100% 16 13 15 15 18   

100%以上 4 6 6 7 6   

(14.8%) (22.2%) (23.1%) (26.9%) (23.1%) (51.5%) (55.3%) 

[公立小中学校図書館等に関する実態調査（県実施）] 

 

【学校図書館の現状に関する調査（文部科学省実施）】 

 

※参考 学校図書館の標準冊数 

学校種別 6 学級 12 学級 18 学級 24 学級 

小学校 5,080 冊 7,960 冊 10,360 冊 11,560 冊 
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中学校 7,360 冊 10,720 冊 13,600 冊 15,520 冊 

 

（２）貸出冊数 

（ア）小学校                   （単位：冊） 

年度 R1 R2 R3 R4 R5 

貸出冊数 1,010,459 1,180,571 1,216,248 1,172,285 1,138,313 

一人当たり

の年間貸出

冊数 

 74.0 87.2 92.0 90.7 90.9 

（イ）中学校                                       (単位：冊) 

年度 R1 R2 R3 R4 R5 

貸出冊数 72,611 84,943 91,367 85,088 85.469 

一人当たりの年

間貸出冊数 

11.7 13.8 14.7 13.7 13.4 

 

（３）朝の読書等全校一斉読書活動 

（ア）小学校 

 佐世保市 長崎県 

学校数 46 311 校 

毎日 0(0%) 22 校（7.1%） 

週４日 0(0%) 14 校（4.5%） 

週３回 2(4.3%) 37 校（11.9%） 

週２日 7(15.2%) 69 校（22.2%） 

週 1 日 35(76.1%) 145 校（46.6%） 

実施なし 2（4.3%） 24 校（7.7%） 

実施率 95.7% 92.3% 

【R5 学校運営調査】 

 

 

（イ）中学校 

 佐世保市 長崎県 

学校数 26 168 校 

毎日 8(30.8%) 53 校（31.5％） 

中学校 7,360 冊 10,720 冊 13,600 冊 15,520 冊 

 
 
（２）貸出冊数 

（ア） 小学校                   （単位：冊） 

年度 H26 H27 H28 H29 H30 

貸出冊数 729,991 860,963 894,390 1,033,181 1,050,045 

一人当たりの

年間貸出冊数 

 53.0 62.6 65.1 75.0 76.1 

（イ）中学校                                       (単位：冊) 

年度 H26 H27 H28 H29 H30 

貸出冊数 51.688 58.7522 56.024 62.572 72.265 

一人当たりの年

間貸出冊数 

8.0 9.0 8.6 9.8 11.5 

 

（３）朝の読書等全校一斉読書活動 

（ア） 小学校 

 佐世保市 長崎県 全国 

学校数 46   

毎日 1(2.2%) (8%)  

週に数回程度 17(37%) (62.3%)  

週に１回 28(60.9%) (28.4%)  

月に数回程度 0(0%) 0(%)  

その他 0(0%) (1.5%)  

実施率 100% 98.5%  

【Ｈ30 学校運営調査】 

 

 

 

（イ）中学校 

 佐世保市 長崎県 

学校数 26  

毎日 11(42.3%) (52.6%) 
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週４日 2(7.8%) 26 校（15.5％） 

週３日 10(38.5%) 42 校（25.0％） 

週２日 5(19.2%) 25 校（14.9％） 

週１日 1(3.8%) 18 校（10.7％） 

実施なし 0（0％） 4 校 （2.4％） 

実施率 100% 97.6％ 

【R5 学校運営調査】 

 

（４）学校司書の配置 

年度 R1 R2 R3 R4 R5 R6 

学校司書の実人数 23 23 23 23 23 23 

配置箇

所数 

小学校 44 44 44 44 44 44 

中学校 24 24 24 24 24 24 

義務教育

学校 

2 2 2 2 2 2 

 

 

（５）学校ボランティア活動 

（ア）小学校 

 佐世保市 長崎県 

年度 H30 R5 R5 

学校数 46 46 311 

学校図書館ボランティア

活動が行われている学校 

40 38 266 

87.0％ 82.6％ 85.5％ 

 

 

（イ）中学校 

 佐世保市 長崎県 

年度 H30 R5 R5 

学校数 26 26 168 

学校図書館ボランティア

活動が行われている学校 

15 13 62 

57.7％ 50.0％ 36.9％ 

【Ｈ30 R5 学校運営調査】 

週に数回程度 14(53.8%) (45.1%) 

週に１回 0(0%) (1.2%) 

月に数回程度 0(0%) (0%) 

その他 1(3.8%) (1.2%) 

実施率 96.2% 98.8% 

 【Ｈ30 学校運営調査】 

 

 

（４）学校司書の配置 

年度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

学校司書の実人数 14 14 14 20 20 20 

配置箇

所数 

小学校 20 20 47 46 44 43 

中学校 9 9 26 25 25 24 

義務教

育学校 

     1 

 
 
 （５）学校ボランティア活動 

（ア） 小学校 

 佐世保市 長崎県 全国 

年度 H26 H30 H26 H26 

学校数 47 46   

学校図書館ボランティ

ア活動が行われている

学校 

41 40   

87.2％ 87.0％ 87.5％ 81.1％ 

  

（イ） 中学校 

 佐世保市 長崎県 全国 

年度 H26 H30 H26 H26 

学校数 27 26   

学校図書館ボランティ

ア活動が行われている

学校 

7 15   

25.9％ 57.7％ 42.0％ 28.1％ 
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改   定   後（第四次） 改   定   前（第三次） 
 

 
 
 
３ 市立図書館の状況（図書館） 

 （１）貸出者数                   （単位：人） 

年度 R1 R2 R3 R4 R5 

（対 R1 年度 

比） 

幼児 10,100 

 

6,510 8,764 7,912 8,102 

△19.8％ 

小学生 32,400 21,787 23,609 22,974 21,954 

△32.2％ 

中学生 5,378 3,732 3,893 3,535 3,303 

△38.6％ 

高校生 2,157 1,808 2,177 2,011 1,767 

△18.1％ 

計 50,035 33,837 38,443 36,432 35,126 

△29.8％ 

 ※移動図書館および分館機能を持つ４館（早岐、相浦、世知原、宇久）を含む 

 
 
（２）貸出冊数                  （単位：冊） 

年度 R1 R2 R3 R4 R5 

(R1 年度比) 

幼児 61,655 46,814 59,390 55,867 56,104 

△9.0％ 

小学生 164,973 119,776 127,959 121,993 113,038 

△31.5％ 

中学生 22,029 16,158 17,733 16,410 13,732 

△37.7％ 

高校生 7,438 6,758 7,327 6,930 6,009 

△19.2％ 

計 256,095 189,506 212,409 201,200 188,883 

【Ｈ26 学校図書館の現状に関する調査（文部科学省実施）※Ｈ30 年度実施なし】 

 

 

３ 市立図書館の状況（図書館） 

 （１）貸出者数                   （単位：人） 

年度 H26 H27 H28 H29 H30 

（対 H26 年度

比） 

幼児 11,534 

 

10,056 9,842 9,550 10,028 

△13.0％ 

小学生 34,687 37,257 36,567 35,534 33,713 

△2.8％ 

中学生 5,550 5,747 5,091 5,311 5,901 

6.3％ 

高校生 3,005 2,926 2,789 2,877 2,451 

△18.4％ 

計 54,776 55,986 54,289 53,272 52,093 

△4.8％ 

 ※移動図書館および分館機能を持つ４館（早岐、相浦、世知原、宇久）を含む 

 

 
（２）貸出冊数                   （単位：冊） 

年度 H26 H27 H28 H29 H30 

(H26 年度比) 

幼児 71,155 60,951 59,363 58,690 61,247 

△13.9％ 

小学生 172,787 174,500 173,125 168,349 166,216 

△3.8％ 

中学生 23,360 21,295 19,436 20,804 22,937 

△1.8％ 

高校生 10,566 9,474 8,603 9,089 7,672 

△27.4％ 

計 277,868 266,220 260,527 256,932 258,072 
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改   定   後（第四次） 改   定   前（第三次） 
 

△26.2％ 

 
 
（３）学校等支援内容            （単位：件） 

 R3 年度 R4 年度 R5 年度 

ＦＡＸでの選書依頼 265 215 207 

図書の配送 204 167 160 

窓口団体貸出（依頼による

ものは除く） 

89 64 53 

館内のブックトーク・おは

なし会 

5 13 16 

運営相談 0 0 0 

その他 12 19 11 

計 575 478 447 

 

 ４ 地区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ図書室（28館）の状況（社会教育課） 

 貸出冊数                      （単位：冊） 

年度 R1 R2 R3 R4 R5 

貸出冊数 347,492 232,603 308,282 277,563 253,906 

 
 
 
 

 
 

 

△7.1％ 

 
 
（３）学校等支援内容            （単位：件） 

 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

ＦＡＸでの選書依頼 127 217 219 

図書の配送 118 192 182 

窓口団体貸出（依頼による

ものは除く） 

65 116 216 

ブックトーク・おはなし会 6 12 13 

運営相談 2 3 1 

その他 61 73 63 

計 379 613 694 

 
 
４ 公民館図書室（28館）の状況（社会教育課） 

 貸出冊数                      （単位：冊） 

年度 H26 H27 H28 H29 H30 

貸出冊数 328,048 314,944 317,006 307,210 340,555 
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令
和
６
年
度
 「

青
少
年
育
成
研
修
会
」
 実

施
要
項
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

趣
 
旨
 

急
速
に
変
化
し
て
い
く
現
代
社
会
に
は
、
多
く
の
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
解
決
し
て
い
く
た

め
に
、
２
０
１
５
年
に
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
１
７
の
開
発
目
標
）」

を
設
定
さ
れ
、

国
際
社
会
全
体
で
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
。「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
１
７
の
目
標
」
は
広
範
囲
に
わ
た

っ
て
設
定
さ
れ
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
小
・
中
学
校
の
児
童
会
、
生
徒
会
で
も
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
わ
る
活
動
に
取
り
組
ん
だ
り
、
地
区
で
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
ま
た
、
長
崎
県
で

は
「
長
崎
県
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
登
録
制
度
」
を
設
け
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
県
内
企
業
を
「
見
え
る
化
」
し
※
４
３

３
の
企
業
が
登
録
し
て
い
る
。
目
標
達
成
に
は
個
々
の
意
識
向
上
や
行
動
力
が
求
め
ら
れ
る
が
、
目
標
達
成

期
限
で
あ
る
２
０
３
０
年
ま
で
に
、
１
７
の
開
発
目
標
は
果
た
し
て
実
現
で
き
る
の
か
。
こ
こ
数
年
、
気
候

変
動
の
影
響
も
大
き
く
、
達
成
に
つ
い
て
は
危
ぶ
む
声
も
聞
こ
え
て
く
る
。
 

そ
こ
で
、
今
回
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
１
７
項
目
 
本
当
に
で
き
る
？
 
何
か
ら
で
き
る
？
」
を
テ
ー
マ
に
中

学
生
が
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
「
こ
れ
ら
の
目
標
は
本
当
に
で
き
る
の
か
？
何
か
ら
で
き
る
と

思
う
か
？
」
に
つ
い
て
考
え
を
出
し
合
い
、
新
し
い
時
代
を
つ
く
っ
て
い
く
思
い
や
希
望
を
共
有
し
た
い
。

ま
た
、
全
体
協
議
で
は
、
大
人
の
視
点
や
考
え
も
発
表
し
て
も
ら
う
こ
と
で
協
議
を
深
め
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
を

土
台
に
、
安
定
し
た
国
際
社
会
や
わ
た
し
た
ち
の
豊
か
な
生
活
を
創
り
出
し
て
い
く
こ
と
に
結
び
つ
け
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
研
修
会
を
実
施
す
る
。
 
 
 
 
※
（
Ｒ
６
・
４
月
現
在
）
 

 １
 
テ
ー
マ
 
 
 
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
１
７
の
目
標
 
本
当
に
で
き
る
？
 
何
か
ら
で
き
る
？
」
 

 ２
 
主
 
催
 
 
 
佐
世
保
市
青
少
年
育
成
連
盟
 
佐
世
保
市
教
育
委
員
会
 

 ３
 
日
 
時
 
 
 
令
和
７
年
１
月
１
８
日
（
土
）
１
３
：
０
０
～
１
５
：
３
０
 

 ４
 
会
 
場
 
 
 
清
水
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
 
講
堂
 
 
（
保
立
町
１
２
－
３
１
）
 

 ５
 
参
加
者
 
 
 
青
少
年
育
成
関
係
者
・
学
校
関
係
者
（
教
職
員
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
・
保
護
者
）
 

 ６
 
日
 
程
 
 
 
１
２
：
３
０
～
１
３
：
０
０
 
受
付
 

  
 
 
 
 
 
 
 
１
３
：
０
０
～
１
３
：
３
０
 
開
会
行
事
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
開
会
あ
い
さ
つ
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
佐
世
保
市
青
少
年
育
成
連
盟
表
彰
式
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
日
程
説
明
 

  
 
 
 
 
 
 
 
１
３
：
３
０
～
１
５
：
２
５
 
・
中
学
生
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
前
半
）
 

休
 
憩
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
中
学
生
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
後
半
）
 
 
 
 
 
 

及
び
一
般
参
加
者
（
大
人
）
も
交
え
た
全
体
協
議
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
ふ
り
か
え
り
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
※
 パ

ネ
リ

ス
ト

 …
  北

部
地
区
中
学
校
代
表
６
名
 

 
 
 
 
 
 
 
 
                    

    
（
黒
島
 
浅
子
 
吉
井
 
柚
木
 
小
佐
々
 
鹿
町
）
 

 

※
 コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
 …

   古
川
 
拓
也
 氏

 
（
野
村
不
動
産
株
式
会
社
 
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
推
進
部
 
課
長
代
理
）
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
１
５
：
２
５
～
１
５
：
３
０
 
 
閉
会
行
事
（
終
了
後
片
付
け
）
 

報
告
３

 

8
4



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

       
＜
テ
ー
マ
＞
 
 
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
１
７
の
目
標
 
本
当
に
で
き
る
？
 
何
か
ら
で
き
る
？
」
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  1 
パ
ネ
リ
ス
ト
 
 
 
○
北
部
地
区
の
中
学
校
６
校
か
ら
各
校
１
名
の
パ
ネ
リ
ス
ト
選
出
を
お
願
い
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
黒
島
 
浅
子
 
吉
井
 
柚
木
 
小
佐
々
 
鹿
町
）
 

  
 
 
 
 
 

   

●
人
 
 選

：
 
各
学
校
に
依
頼
し
、
パ
ネ
リ
ス
ト
を
ア
ン
ケ
ー
ト
と
と
も
に
、
 

１
２
月
１
９
（
木
）
ま
で
に
事
務
局
へ
報
告
を
お
願
い
す
る
。
 

●
役
 
 
割
：
 
上
記
の
テ
ー
マ
に
よ
り
、
事
前
に
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
 

基
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
。
 

 

 ２
 
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
 
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
進
行
及
び
ま
と
め
を
行
う
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３
 
進
行
の
流
れ
（
概
略
）
 

６
名
の
中
学
生
パ
ネ
リ
ス
ト
に
、
事
前
に
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
そ
の
回
答
を
基
に
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
質
問
し
パ
ネ
リ
ス
ト
が
答
え
て
い
く
。
ま
ず
、「

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
ど
の
時
期
に
知
っ
て
、

そ
の
時
ど
う
思
っ
た
か
」
を
発
表
す
る
。
そ
し
て
中
学
生
に
な
っ
た
今
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
１
７
の
目
標
達
成
は
本

当
に
で
き
る
と
思
っ
て
い
る
か
」
ま
た
「
ど
の
目
標
か
ら
で
き
る
と
思
っ
て
い
る
か
」
に
つ
い
て
発
表
し
、

考
え
や
思
い
を
共
有
し
て
い
く
。
さ
ら
に
お
互
い
の
考
え
に
つ
い
て
質
問
し
た
り
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い

あ
い
な
が
ら
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
進
め
て
い
く
。終

盤
に
は「

ど
う
す
れ
ば
目
標
達
成
に
近
づ
け
る
の
か
」

意
見
を
出
し
合
い
、
新
し
い
時
代
を
創
っ
て
い
く
た
め
に
パ
ネ
リ
ス
ト
が
協
議
を
深
め
て
い
く
。
 

ま
た
、
全
体
協
議
で
は
一
般
参
加
者
も
参
加
し
、
大
人
の
視
点
や
考
え
、
あ
る
い
は
パ
ネ
リ
ス
ト
へ
伝
え

た
い
こ
と
を
発
表
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
参
加
者
全
体
の
意
識
を
高
め
、
安
定
し
た
国
際
社
会
や
わ
た
し
た

ち
の
豊
か
な
生
活
を
創
り
出
し
て
い
く
こ
と
に
結
び
つ
け
て
い
く
。
 

 ・
１
３
：
３
０
～
１
４
：
３
０
 
 
中
学
生
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
前
半
）
 

 ・
１
４
：
３
０
～
１
４
：
４
０
 
 
 
 
 
 
 
 
 
休
 
憩
 

 ・
１
４
：
４
０
～
１
５
：
２
０
 
 
中
学
生
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
後
半
）
 

 
及
び
一
般
参
加
者
（
大
人
）
を
交
え
た
全
体
協
議
 

・
１
５
：
２
０
～
１
５
：
２
５
 
 
ふ
り
か
え
り
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
 
 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
実
施
方
法

 

中
学
生
パ
ネ
リ
ス
ト
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１
２
月
定
例
教
育
委
員
会

 

（
報

 
告
）

 

  

 
 

 

①
 
令
和
７
年
度
障
が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
の
就
学
先
判
定
結
果
に
つ
い
て

 

（
学
校
教
育
課
）

 

・
・
・
 

 

別
添
の
と
お
り
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

  
 
 

当
日
配
布
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令和７年度 特別な教育的支援を必要とする就学予定児・学齢児童及び学齢生徒の就学について 

 

令和６年１１月２８日（木）から令和６年１２月１２日（木）の期間に就学に係る教育支援委員会を計５回実施し、協議・判定を行った。 

教育支援委員会の判定を基に、保護者との協議を経て、最終的に教育委員会で就学先を決定する。 

 

【教育支援委員会の目的】  

特別な教育的支援を必要とする就学予定児、学齢児童及び学齢生徒に対し、就学等に係る教育支援の推進を図ることを目的に設置しており、就学予定児及

び学齢児童の障害等の状態に応じた、適切な就学先の決定に関することや児童生徒等の教育支援に関することについて検討を行う。 

 

【教育支援委員会 委員一覧】 

 

長谷川　叔子 子ども発達センター 医長 黒﨑　研介 障がい福祉課 課長

田中　奈津美 長崎労災病院 医師 村山　彩子 子ども保健課 主幹

東　登陽三 眼科医院 院長 藤原　理教 学校保健課 課長

川尻　逸平 耳鼻咽喉科医院 院長 本城　理 言語障害通級指導教室（相浦小） 教諭

大町　江里 県立佐世保特別支援学校 副校長 淡田　しのぶ 言語障害通級指導教室（猪調小） 教諭

田添 昌代　 県立ろう学校佐世保分校 部主事 村橋　里佳 情緒障害通級指導教室（黒髪小） 教諭

惣田　正宏 小学校長会代表（潮見小） 校長 堀田　里美 情緒障害通級指導教室（花高小） 教諭

諸熊　修一 中学校長会代表（大野中） 校長 木下　直則 教諭

平野　泰輔 指導教諭（花高小） 指導教諭 西　直子 情緒障害通級指導教室（清水中） 教諭

岩下　理栄 難聴通級指導教室（清水小） 教諭 佐藤　智美 情緒障害通級指導教室（早岐中） 教諭

宮城　直子 言語障害指導教室（花高小） 教諭 江口　真治 情緒障害通級指導教室（相浦中） 教諭

松尾　美紀 情緒障害通級指導教室（皆瀬小） 教諭 森本　浩二 情緒障害通級指導教室（早岐小） 教諭

高須賀　尚武 特別支援学級担任代表（黒髪小） 教諭 小浦　実 情緒障害通級指導教室（大野小） 教諭

３
号
委
員

折原　絵理 すぎのこ園 園長

氏　　名 所　　　　属 職　名

１
号
委
員

２
号
委
員

４
号
委
員

臨
時
委
員

職　名所　　　　属氏　　名区分 区分

2



学びの場の変更
　　　　就学学齢

障がい種
就学児 児童生徒 小計 学びの場の変更

　　　　就学学齢

障がい種
就学児 児童生徒 小計

知的障がい 9 （小）４

肢体不自由 2 （中）２０

知的障がい 11 ことば（小） 106 106

病弱・身体虚弱 4 きこえ（小） 1 1

肢体不自由 1 まどか（小） 40 40

知的障がい 12 27 39 すこや（小） 6 6

自閉症・情緒障がい 27 57 84 ゆたか（中） 7 7

病弱・身体虚弱 3 28 31 55 152 207

肢体不自由 1 0 1 153 7 160

弱視 0 1 1 合計 367

計 156

24
特別支援学級から

通常学級への措置変更

通級教室

特別支援学校

への入学

市立小中義務教育

学校から特別支援

学校への措置変更

11

16

通常学級から

特別支援学級へ

の措置変更

措置変更（小計）

通級利用（小計）

【判定結果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の動き】 

 令和７年 １月～ 県へ判定結果についての報告 

 令和７年 １月～ 保護者へ就学先の決定を通知する。 

3



 就学相談の流れ（次年度就学予定のお子様） 
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○
佐
世
保
市
小
・
中
学
校
就
学
等
に
係
る
教
育
支
援
委
員
会
条
例

 

昭
和

5
3
年

1
2
月

2
2
日
条
例
第

4
2
号

 

 （
目
的
及
び
設
置
）

 

第
１
条
 
特
別
な
教
育
的
支
援
を
必
要
と
す
る
就
学
予
定
児
、
学
齢
児
童
及
び
学
齢
生
徒
（
以
下
「
児
童
生

徒
等
」
と
い
う
。）
に
対
し
、
就
学
等
に
係
る
教
育
支
援
を
推
進
す
る
た
め
、
佐
世
保
市
教
育
委
員

会
（
以
下
「
教
育
委
員
会
」
と
い
う
。）
に
佐
世
保
市
小
・
中
学
校
就
学
等
に
係
る
教
育
支
援
委
員

会
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。
）
を
置
く
。

 

（
任
務
）

 

第
２
条
 
第
２
条
 
委
員
会
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
調
査
及
び
審
議
を
行
い
、
総
合
的
な
判
断
及

び
助
言
を
行
う
。

 

 
⑴

 
就
学
予
定
児
及
び
学
齢
児
童
の
障
害
等
の
状
態
に
応
じ
た
、
適
切
な
就
学
先
の
決
定
に
関
す

る
こ
と
。

 

⑵
 
児
童
生
徒
等
の
教
育
支
援
に
関
す
る
こ
と
。

 

（
組
織
）

 

第
３
条
 
委
員
会
は
、
委
員

2
0
人
以
内
で
組
織
す
る
。

 

２
 
委
員
は
、
次
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
か
ら
教
育
委
員
会
が
委
嘱
し
、
又
は
任
命
す
る
。

 

⑴
 
学
識
経
験
を
有
す
る
者

 

⑵
 
関
係
教
育
機
関
の
職
員

 

⑶
 
児
童
福
祉
施
設
の
職
員

 

⑷
 
関
係
行
政
機
関
の
職
員

 

（
委
員
の
任
期
）

 

第
４
条
 
委
員
の
任
期
は
、
２
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
補
欠
委
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

 

２
 
委
員
は
、
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

（
委
員
長
等
）

 

第
５
条
 
委
員
会
に
、
委
員
長
１
人
及
び
副
委
員
長
２
人
を
置
く
。

 

２
 
委
員
長
及
び
副
委
員
長
は
、
委
員
の
互
選
に
よ
つ
て
、
こ
れ
を
定
め
る
。

 

３
 
委
員
長
は
、
会
務
を
総
理
し
、
委
員
会
の
会
議
（
以
下
「
会
議
」
と
い
う
。
）
の
議
長
と
な
る
。
 

４
 
副
委
員
長
は
、
委
員
長
を
補
佐
し
、
委
員
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
又
は
委
員
長
が
欠
け
た
と
き
は
、

そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。

 

（
臨
時
委
員
）

 

第
６
条
 
委
員
会
に
臨
時
委
員
若
干
人
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
 
臨
時
委
員
は
、
専
門
的
事
項
に
つ
い
て
、
委
員
に
協
力
し
、
調
査
及
び
審
議
を
行
う
。

 

３
 
臨
時
委
員
は
、
第
３
条
第
２
項
各
号
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
か
ら
委
員
会
の
要
請
に
よ
り
教
育
委

員
会
が
委
嘱
し
、
又
は
任
命
す
る
。

 

４
 
臨
時
委
員
は
、
第
２
項
に
規
定
す
る
任
務
が
終
了
し
た
と
き
は
、
解
任
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。
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（
会
議
）

 

第
７
条
 
会
議
は
、
委
員
長
が
招
集
す
る
。

 

２
 
委
員
会
は
、
委
員
の
半
数
以
上
が
出
席
し
な
け
れ
ば
、
会
議
を
開
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

 

３
 
委
員
会
の
議
事
は
、
出
席
委
員
の
過
半
数
で
こ
れ
を
決
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は
、
議
長
の
決
す

る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

 

（
緊
急
時
の
判
断
及
び
助
言
）

 

第
８
条
 
年
度
途
中
で
緊
急
に
判
断
又
は
助
言
を
必
要
と
す
る
場
合
に
は
、
前
条
第
２
項
及
び
第
３
項
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
関
係
す
る
委
員
に
よ
る
会
議
を
開
き
必
要
な
判
断
又
は
助
言
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
。

 

２
 
前
項
の
規
定
に
よ
る
判
断
及
び
助
言
に
つ
い
て
は
、
速
や
か
に
前
項
の
委
員
以
外
の
委
員
に
報

告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

（
報
告
）

 

第
９
条
 
委
員
長
は
、
委
員
会
の
会
議
結
果
を
速
や
か
に
教
育
委
員
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

（
守
秘
義
務
）

 

第
1

0
条
 
委
員
及
び
臨
時
委
員
は
、
職
務
上
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
職
を
退
い

た
後
も
、
同
様
と
す
る
。

 

（
庶
務
）

 

第
1
1
条
 
委
員
会
の
庶
務
は
、
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教
育
課
に
お
い
て
処
理
す
る
。

 

（
委
任
）

 

第
1

2
条
 
こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
委
員
会
の
運
営
等
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
委
員
長
が
委

員
会
に
諮
つ
て
定
め
る
。

 

 附
 
則

 

（
施
行
期
日
）

 

１
 
こ
の
条
例
は
、
平
成
２
７
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

 

 
（
佐
世
保
市
附
属
機
関
設
置
条
例
の
一
部
改
正
）

 

２
 
佐
世
保
市
附
属
機
関
設
置
条
例
（
平
成
８
年
条
例
第
１
８
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

第
２
５
条
第
１
項
及
び
第
２
項
中
「
心
身
障
害
児
就
学
指
導
委
員
会
」
を
「
小
・
中
学
校
就
学
等
に
係
る

教
育
支
援
委
員
会
」
に
改
め
る
。

 

（
佐
世
保
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
者
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

 

３
 
佐
世
保
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
者
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
３
１
年
条

例
第
２
２
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

別
表
中
「
心
身
障
害
児
就
学
指
導
委
員
会
」
を
「
小
・
中
学
校
就
学
等
に
係
る
教
育
支
援
委
員
会
」
に
改

め
る
。
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